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口絵・本文イラスト／陵クミコ







　宇う太たの最初の記き憶おくは、一面の焼け野原だ。

　まだあちこちに火が燻くすぶって、灰色の煙けむりが立ち上っていた。

　自分がどこから来たのか、それまで何をしていたのかわからない。ただ一人ぼっちで、荒あれた戦いくさ場ばの中に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

『子供か』

　朝だった。いや、日にち没ぼつだったかもしれない。

　声が聞こえた気がして振ふり向くと、傾かたむいた太陽を背に、大きな獣けものがたたずんでいた。

　獣は真っ白だった。陽ひの光に、白い毛がけぶるように輝かがやいている。美しく、そして恐おそろしい。

「おお、かみ」

　宇太はその場にへたり込んだ。白はく狼ろうは巨きよ大だいで、幼い宇太など一ひと嚙かみで殺されそうだった。

　──食べられる。

　宇太は死を覚かく悟ごし、震ふるえながら目をつぶった。まぶたの向こうで、タッ、と軽かろやかに近づいてくる白狼の足音が聞こえる。

『その耳と尻しつ尾ぽは、黒くろ狸たぬきだな。一人か。親は……死んだか』

　再び声がした。恐る恐る目を開くと、目の前に白狼が立っていて、宇太は声にならない悲鳴を上げた。それから気づく。

（この狼おおかみ……人だ）

　そんな宇太の心の声に呼応するように、白狼の姿が縮んだ。尖とがった耳と真っ白な髪かみを残し、たちまち滑なめらかな人の姿に変わる。

　白狼は、若い男だった。白く長い髪を持て余すように、頭を一振りすると、着物の裾すそを払はらって宇太の前に膝ひざを折る。

「坊ぼう主ず、一人か」

　こちらを覗のぞき込む瞳ひとみは緑がかった金色で、宇太はその美しさに見み惚とれた。青年は、何もかも美しかった。

　真っ白な髪も、金の瞳も、整った男らしい顔立ちも。右の目の上から頰ほおにかけて、まだ治りかけていない痛々しい傷があったが、それさえも艶あでやかな装そう飾しよくのようで、青年の美しさを損そこなう物は何一つ存在しなかった。

「口がきけないか。坊主、一人なら、俺と来るか」

　青年が手を差し出す。大きな手だ。宇太はどうすればいいのかわからず、じっとそれを見つめる。青年は焦じれた様子もなく、淡たん々たんと宇太に声をかけ続けた。

「こんなところに一人でいると、野や盗とうや獣に殺されるぞ。俺と来い。そうしたら、たらふく飯を食わせてやる」

　飯、と聞いた途と端たん、宇太の腹がググッと返事をした。

「ははっ。正直な腹だな」

　青年が破顔した。笑うと若く、子供っぽい顔になる。何だかよく見知った人に出会った気がして、宇太はホッとした。

「今の返事、しかと聞いたぞ。よし、行こう」

　大きな手が伸のびて、宇太の脇わきを抱かかえ上げる。青年が立ち上がると、視界がうんと高くなった。

「わあ」

「ほう、口がきけるか。どうだ、怖こわいか」

　自分と同じ目線の高さまで宇太を抱え上げ、青年が尋たずねる。宇太はふるふるとかぶりを振った。高くて楽しい。

　そう、口にしたかどうかはわからない。しかし、青年が輝くような笑えみを浮うかべたのは、よく覚えている。

「そうか。小さいのに肝きもが据すわっているな」

　間近で見る美しい笑顔に、宇太は胸がきゅうっと締しめ付けられるように切なくなった。不安になって、思わず青年に抱だきつく。彼はくすぐったそうに首をすくめてから、宇太を抱きしめてくれた。

「本当に物もの怖おじしない子供だ。俺にここまで懐なつくのは、初めてだぞ」

　青年は、ふふっと愉ゆ快かいそうに笑う。首に顔をうずめると、煙と埃ほこりと、血の匂においがした。戦いくさの匂いだ。

　でももう、この人がいるから怖くない。

　その日から宇太の心は、この白狼の青年で占しめられるようになった。










　城の方角から、時を知らせる鐘かねの音が聞こえてくる。時間だ。

　宇太は寝ね床どこから飛び起きた。城の勤めも鍛たん錬れんもない日は、いつもなら布ふ団とんの中でぐずぐずしているのだが、今日は特別だった。嬉うれしくて何となく、布団もきちんと畳たたんでしまう。

　手て桶おけに手拭ぬぐいと櫛くしを入れて部屋を出ると、宿舎の中庭にある水場へ向かう。井い戸どの近くには、洗せん濯たく係の婆ばあさんたちが三人いるだけだ。

　勤めがある者はとっくに身み支じ度たくをして出かけているし、休みの者はまだ寝ている時間である。

「おや、宇太坊。休みだってのに早いね」

　婆さんの一人が気づいて、声をかける。宇太はもう、十九だ。坊という年ではないのだが、幼い頃ころからこの宿舎で育ったせいか、古くからいる下働きの人たちは、みんな子供か孫にするように宇太に話しかけてくる。

　少年の多感な頃は一時、そんな人たちが煩わずらわしくて、反はん抗こうしたりしたのだが、今は宇太も大人になった。

「うん。今日はお城に呼ばれてるんだ」

　得意げに胸を張ってから、洗濯用の水を汲くむのを手伝った。

　それから自分の手桶に水を張り、念入りに顔や耳の裏まで洗う。少し考えて、頭にも水をかけて洗った。

　いつもは勤めの日だって、ちょろっと顔を洗う程度だ。宇太の様子を見ていた婆さんたちは、呆あつ気けに取られていた。

「念入りだねえ。女と逢あい引びきするみたいじゃないか」

「違ちがうよ。白びやく夜や様にお目見えするんだ。白夜様の前に姿を見せるから、ちゃんとしないと」

　着物の切れ込みから出た尻尾を取り、そこにも水をかける。丸く太った真っ黒い尻尾は癖くせがあって、寝起きにどうしても先が撥はねるのだ。

　ただでさえ「丸しっぽ」、と馬ば鹿かにされることがあるので、ここは念入りに手入れする。

（狐きつねの尻尾だって、太ってるのに）

　以前、狐の同どう僚りように言われた「お前の尻尾は太ってる」という悪口を不意に思い出し、ムカッとした。それからすぐ、いかんいかん、と己おのれを諭さとす。

　それでも、少しでも尻尾をシュッとさせたくて、櫛で何度も尻尾を梳とかした。

「あれ、そんなに乱暴にしたら、尻尾が禿はげるよ」

「そうだよ。せっかくそんなに、たっぷり毛が生えて立派なのに」

　端はたで見ていた婆さんたちが、口々に言う。宇太は、チラッと婆さんたちを窺うかがった。

　婆さんは三人とも猫ねこだ。白髪しらが交じりの頭には尖った耳が立ち、着物の裾から長い尻尾が覗いていた。

「……俺の尻尾、立派かな」

「立派だとも。婆ちゃんの尻尾を見てみい。ほれ、毛が細ってしなしなだろう。お前のふかふかの尻尾が羨うらやましいよ」

　一番年かさの婆さんが、ところどころ毛の薄うすくなった尻尾を見せてくれた。みんな、宇太が耳や尻尾を気にしていることを知っているのだ。

「宇太坊の耳も尻尾も立派だよ。髪もちゃんと拭ふきな。風邪かぜひくから」

「うん。ありがと」

　婆さんたちに励はげまされ、気が晴れた。本当は、耳の毛先を立たせて尖らせようと思っていた。ちょっとでも尖った耳に見せたかったのだ。けど、やめた。そんなふうに見てくれだけ格好をつけても、白夜は褒ほめてくれないだろう。

　手拭いで濡ぬれた髪や尻尾をよく拭く。水かがみに自分の姿を映した。真っ黒いくせっ毛に縁ふちどられた、子供っぽい顔。顔の輪りん郭かくも目も鼻も、丸っこく見える。

　もうちょっとキリッとしたいなあ、と思うのだけど、生まれ持ったものだから仕方がない。

　厳いかめしい表情をしてもしゃんとしない自分の顔を見て、ちょっとため息をつきつつ、宇太は身支度を整えた。婆さんたちに挨あい拶さつをして、今度は炊かしき場へ行く。

　朝あさ餉げに握にぎり飯をもらって頰ほお張ばると、部屋に戻もどって身支度した。今日はいつもの粗あら布ぬのの着物ではなく、柔やわらかな木も綿めんを身に着ける。着物の切れ込みから尻尾を出すと丁てい寧ねいに整え、耳の毛や髪も撫なでつけた。

　今日は大切な人と会うのだ。主人というだけでなく、宇太が心から敬愛する相手だ。ちょっとでも良く見せたい、と思うのは当然のことだった。

　そうこうしているうちに、時を告げる鐘が鳴り、宇太は慌あわてて部屋を飛び出した。約束の時間に遅おくれるなど、あってはならない。

　宿舎を出るとなだらかな坂道を上る。背の低い山の上に、宇太がこれから向かう王の城があった。

　宇太が住む宿舎は小山の中腹にあり、この辺りには他ほかにも城に勤める者たちのための宿舎や、所帯を持った者の長屋が建ち並んでいる。

　宿舎は成人した単身者が住むのが普ふ通つうだが、宇太は幼い頃からこの宿舎で、師し匠しようや他の弟で子したちと共に暮らしてきた。

　宇太は成長し、師匠も出世をしたので、今は師匠は別の場所に居宅を構え、宇太も一人で宿舎に住んでいる。

　山を下りれば城下町だ。山城を囲むようにして東西南北に栄える町の景色が、山の途と中ちゆうからもよく見えた。

　かつて、宇太が幼い頃はこの山城も戦の要よう塞さいだった。今も山の麓ふもとには堀ほりの跡あとがあり、ひとたび戦になれば水を流して敵を足止めできるようになっている。

　白はく狼ろうの王、白夜王が治めるこの白の国は、ほんの十数年前まで、敵国に囲まれて存続さえ危あやぶまれる、小さな国だった。

　白の国の由来は他国よりもうんと古く、昔はそこそこ大きな国だったそうだ。しかし、長きにわたる他国との戦に疲ひ弊へいし、少しずつ治める土地も小さくなっていった。

　そんな時、老王が死んで、王の血族である白狼たちは次の王の座を巡めぐって争いを始めた。先王の兄弟や子供たちが血で血を洗う内争を繰くり広げ、他国もこれに乗じて次々に戦を仕し掛かけてきた。

　白の国最後の砦とりで、この山城に敵国である黒の国の兵士たちが攻せめ寄せた時、城の主あるじであったのは先王の四番目の息むす子こだった。城は脆もろくも攻め落ち、四番目の息子とその家臣たちも敵に討うち取られた。

　白の国も終わりかと思われたその時、疾風はやてのごとく現れ、瞬またたく間に黒の国の兵士たちから城を奪だつ還かんしたのが、先王の十三番目の息子にして現王、白夜である。

　彼は黒の国の本ほん陣じんへ攻め入ろうとしていたのを、自国の城が攻め入られたと聞いて即そく座ざに引き返し、一度は敵の手に落ちた城を見事に奪うばい返した。

　十三番目の息子は当時、弱じやつ冠かん十八歳。戦場にこそ立っていたものの、まだ少年に等しきこの王子が、並み居る大人たちを退けて頂上に立つとは、誰だれも思っていなかった。この瞬しゆん間かんまで血族の誰も、白夜に注目していなかったのである。

　白夜は大人たちが皆みな、若じやく輩はいである自分を侮あなどっていることを知り、わざと跡目争いの輪から外れていた。そうして自分の頭の上で血族が互たがいに潰つぶし合っている間、仲間を集め兵を募つのり、さらにそれを訓練して、着々と準備を整え時が来るのを待っていたのである。

　この物語のくだりを思い返すと、宇太はいまだにゾクゾクと興奮して、耳や尻しつ尾ぽの毛が逆立つ。

（白夜様はすごいなあ）

　白夜がすごいのはそれだけではない。

　三番目の兄に代わって自身が城主となった後、白の国の王であることを宣言し、これ以降、内輪で争う者たちは逆ぎやく賊ぞくとみなした。国内に兵を遣つかわし、ところどころで燻っていた内争を収めると、今度は黒の国と和平交こう渉しようを行って同盟を結び、長い戦いくさを終わらせた。

　黒くろ熊くまが治める黒の国は、当時の白の国に比べれば大国だった。そんな相手と対等な同盟を結ぶなど、常識では考えられないことだ。

　しかし、黒の国でもちょうど戦好きの先王が亡なくなって、代だい替がわりの時期にあったことが幸いした。他国が王の死に乗じて攻め込む前に、二つの国が和わ睦ぼくして同盟を結ぶことで、周辺の国々を牽けん制せいしたのである。

　白の国はその後、他国に奪われていた古い土地へ軍を差し向け奪い返すと、それ以上は国を広げず、戦を終わらせて白の国を豊かにすることに注力した。

　それから十数年。地方の田畑は実り豊かになり、人々が飢うえることはなくなった。この城下町には他国からの商人も頻ひん繁ぱんに出入りするようになり、近頃ますます栄えている。

　宇太はこうして、山からの景色を眺ながめるのが好きだ。年を経へるごとに町が少しずつ裾すそ野のを広げていく。

　町の向こうは深い森になっていてここから見えないが、さらにその先へ行けば肥ひ沃よくな大地があって、人々が戦に怯おびえることなく田畑を耕している。

　敬愛する白夜が治める国は今日も平和なのだと、景色を眺めて誇ほこらしく思うのだった。










　山の頂に着くと、表門をくぐって城内へ入る。

「忍しのび隊一の組、宇太が参じました」

　わずかに胸を張って警護の兵に告げ、胸に下げた印章を見せると、何も聞かれることなく奥へ通される。

　城の勤め人は大勢いるが、印章を与あたえられるのは上位の文官、または武官に限られている。宇太も先日出世して、印章を授さずかったばかりだ。

　だから嬉うれしくてつい、印章を見せびらかすようにしてしまう。

（だめだ、気を引き締しめなければ）

　今日は王直々に呼ばれたのだ。何の用事かわからないのがちょっと不安だが、悪い話ではないと、今日の呼び出しを伝えにきた師匠も言っていた。

　緊きん張ちようと喜びと共に城しろ屋や敷しきの玄げん関かん先まで来た時、見知った顔を見つけて、宇太は思わず鼻に皺しわを寄せてしまった。

　白に近い薄い金色の耳と、たっぷりとした尻尾を持つ青年が、宇太のすぐ前を歩いている。

（ふん、金色じゃない。色いろ褪あせた黄色だな）

　青年の尖とがった耳と薄い毛の色に敵てき愾がい心しんをビシバシ煽あおられ、宇太は、ギリリと歯は嚙がみをする。

　と、その歯嚙みの音を聞きつけたのか、尖った耳がピピッと動いて青年がこちらを振ふり返った。宇太を見て、彼もまた鼻に皺を寄せて嫌いやそうな顔をする。

「なんだ、黒くろ狸たぬき。今日は非番だろ」

　同じ忍び隊一の組に所属する同輩、茶ちや狐ぎつね族の昆こんだった。宇太より一つ年上で、忍び隊に入ったのも、一の組に出世したのも彼が一年先だった。

　ついでに同じ師匠に付いていた幼おさな馴な染じみでもあるのだが、こいつを幼馴染みだなどと呼びたくない。それは昆も同様だろう。昔から、昆とはそりが合わない。

「ふん、お前には関係ないだろ、茶狐。相変わらず、毛の色がみすぼらしく汚きたならしいな」

　小さい頃ころは昆を含ふくむ兄弟子たちによく、丸耳だの真っ黒狸だのと、からかわれたりいじめられたりした。そのたびに泣きベソをかいていたけれど、今は丸い耳や黒い髪かみを揶や揄ゆされても、怯ひるんだりしない。その場で言い返す。

　白の国はいにしえより白狼族が国を治め、国の民たみは狼おおかみや犬、猫、狐といった、「角つの耳みみ」と呼ばれる尖った耳の種族が暮らしていた。

　そのため、狸の宇太のような耳を持つ種族のことを「丸耳」と呼んで、一段下に見る人がいまだに多い。

　被ひ毛もうの色も、王族である白狼に近い、薄い色ほど高貴で上品だという風潮がある。

　その上、以前は黒熊族が治める黒の国、南の豪ごう族ぞくである黒犬族と敵対していたから、「丸耳」で黒い毛の宇太は、子供の頃から不当に蔑さげすまれることがあった。

　宇太を育ててくれた師匠は、「丸耳」や黒い毛は決して悪いものではないと言い聞かせてくれたけれど、宇太は自分の毛が黒くて耳が丸いことに、ずっと劣れつ等とう感かんを抱いだいていた。

　でも今は違ちがう。宇太は師匠の下もと、辛つらい修しゆ業ぎように耐たえて立派な忍びに成長し、憧あこがれの忍び隊に配属された。それから異例の早さで、一から四まである組の中でもっとも優ゆう秀しゆうとされる一の組に昇しよう進しんしたのだ。

　もう「丸耳」の「黒毛」でも、馬ば鹿かになんかさせない。

　そういう気き概がいを込めて、昆を睨にらんだ。昆は「フン」と、馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「お前の毛の方が汚らしいわ。何を塗ぬりたくったらそんな色になるんだ。狸の糞くそか？」

「はっ。ならお前は狐の小便で毛を染めてるんだな。ションベン狐。どうりで臭くさいはずだ。ぺっぺっ」

「臭いのはお前だ、クソ狸。丸耳。尻尾デブ」

「小便色のスカタン。ばーか、ばーか」

「ふん、バカが。バカって言ったほうがバカなんだからな」

「お前も今、バカって言ったぞ」

「いい加減にせんか、お前たち。ここは子供の遊び場じゃないんだぞ！」

　玄関先で言い合っていたら、奥から師し匠しようが現れて𠮟しかられた。宇太と昆は慌あわてて膝ひざをつく。

「師匠……じゃなくて、薄うす雲ぐも様」

　宇太は慌てて言い直す。宇太たちの忍びの師匠である薄雲は、かつて忍び隊を束ねる隊長だったが、今は出世し、王を補ほ佐さする長老の一人となった。

　長老といっても薄雲はまだ四十代で、長老たちの中でもっとも年が若い。

　王族ではないが、白はく狼ろう族に連なる狼族の出身で、薄雲という名の通り、淡あわい灰色の毛をしていた。

「薄雲様。王のお召めしにより、昆がはせ参じました」

　昆はいそいそと薄雲の近くににじり、「王のお召し」というところを強調して言った。彼も白夜に呼ばれたのだ。

　自分だけだと思っていたのに、この嫌な奴やつも一いつ緒しよだったなんて。ちょっとがっかりした。

　昆も、王に呼ばれたのは自分だけだと思っているのだろう。チラッと宇太を振り返り、勝ち誇った顔をする。

　宇太はそれに馬鹿にしたような、薄うす笑わらいを浮うかべて見せた。

「うん。昆も宇太もこちらに。王がお待ちだ」

　薄雲が宇太にも声をかけたので、昆は驚きよう愕がくに目を見開いていた。二人で薄雲の後ろに続きながら、宇太は昆に思いきり舌を出す。昆が悔くやしそうに睨み返したので、胸がスッとした。

　しかし、廊ろう下かを曲がろうとしたところで、昆がひじを突つき出して妨ぼう害がいしてきた。宇太も負けじと肩かたで相手を押しのける。互いにぐいぐいと押し合うので、なかなか前に進まない。

「お前ら……いい加減にしろよ」

　薄雲がこめかみに青筋を立てて振り返ったので、二人は慌てて離はなれた。それにじろりとひと睨みし、薄雲は奥へ進んでいく。

　一の組は王の警護があるので、日々王城に出入りしているが、普ふ段だんは専用の通用口を通り、城の奥へも別の通路から向かう。

　宇太が城屋敷の表廊下を歩くのは、印章を授かった時以来で、知らず知らずのうちに胸がドキドキした。

　山のてっぺんのてっぺん、主しゆ郭かくに建てられたこの城屋敷は、政まつりごとの場であり、式典や宴うたげの場であり、また城の主あるじ、白夜の住居でもある。

　白夜以前の王たちは、山の麓ふもとに下しも館やかたを建てて平時はそこに住まい、戦の時にだけこの山城にこもったそうだが、白夜は山の中腹に家来や兵士たちの住まいを、自分も山の頂上に屋敷を建てて、常にそこに住むようになった。

　黒の国と和平を結んだとはいえ、まだこの広い大地のそこかしこには戦乱の火種が燻くすぶっている。いざという時すぐに動けるようにという、白夜の考えだった。

（白夜様はすごいなあ。俺も、もっと頑がん張ばらねば）

　またも白夜の行いを思い返し、うっとりする。そうこうしているうちに、式典を行う大広間を越こえ、宇太が入ったことのないさらに奥へ辿たどり着いた。

　薄雲が板戸の前に膝を突き、中へ短く声をかける。やはり短く「入れ」と、白夜の声がしたので、宇太は尻しつ尾ぽがビリビリ震ふるえるほど興奮した。

　薄雲が板戸を引いて中に入り、昆と宇太がそれに続く。中の広間には薄雲以外の長老が五人すべて揃そろっており、その奥に白夜が座っていた。

　長い白はく髪はつを束ねることなく背に流し、袴はかまの裾からわずかにすねを覗のぞかせて、どっかり胡坐あぐらをかいている。

　平へい伏ふくする際、目の端はしにちらりとその姿が見えて、宇太は耳をぴくぴく震わせる。

「忍び隊一の組、昆と宇太を連れて参りました」

　薄雲は長老たちの並ぶ末席に座り、宇太と昆はさらにその下座、白夜の正面へと促うながされ、そこで額ぬかずいた。

「面おもてを上げろ。昆と宇太か。いつも警護をご苦労。直じかに会うのは久しぶりだな。昆は昨年ぶりだったか？　元気にしていたか」

　白夜から声をかけられ、昆は感激した様子で耳を震わせた。

　一の組は身辺警護で頻繁に王の近くに寄るが、基本的には気配を消し、存在を隠かくして警護している。王が一の組の忍びたちを見ることも、忍びたちがまじまじと王の姿を見ることもない。

　こうして、相対するのは久しぶりだった。

「はっ、それはもう、無病息災に過ごしております。これも白夜様のおかげ、今後もいっそう務めに励はげみたく……」

　ペラペラと捲まくし立てる。こいつ緊張してやがるな、と宇太は思った。昆は緊張するほど口数が多く、早口になるのだ。

「はは。相変わらず口が達者だな。宇太はどうだ。先日、印章を授けて以来だな。もう一の組には慣れたか」

　唐とう突とつに話を振られ、宇太は飛び上がらんばかりになった。

「は、はいっ。訓練は厳しいですが、白夜様のお役に立てるよう努めておりまっしゅ……っ」

　緊張のせいで語ご尾びがおかしくなってしまった。隣となりで昆が小さく鼻を鳴らすのが聞こえた。

「昆と宇太。この二人が一の組の精せい鋭えいか」

　そうつぶやいたのは、白夜のすぐ隣に座る老人である。白はく雨うという、もっとも年かさで最古参の長老である。

「狐と……よりにもよって狸か。どうにも頼たよりなげに見えるがの。二人とも、ちと年が若すぎるのではないか。一の組には狼族もいたと思うが」

　白雨は、この場に呼ばれたのが昆と宇太なのが不服そうだ。白雨は白狼族の傍ぼう系けいなので、種族へのこだわりがあるのだろう。しかし、白雨以外の長老も、数名ほどが釈しやく然ぜんとしない顔をしている。特に、狸の宇太に対して厳しい目が向けられていた。

　居い心ごこ地ちが悪いが、なぜこの場に呼ばれたのかわからない宇太は、神しん妙みような顔で黙だまっているしかない。

「一の組の隊員は、すべてが手て練だれにございます。その中でもっとも変へん化げの術に長たけた者をと、王より命ぜられましたので」

　薄雲が、何も問題はない、というように穏おだやかに言葉を返した。　>>>♥

「しかしのう……」

　白雨がなおも渋しぶい顔をするのに、薄雲の正面に座っていた長老の一人、射ぬ干ば玉たまが声を上げた。

「狐きつねも狸たぬきも、白の国の民たみではございませんか。我われらが王は、種族にかかわらず才に長けた者を重用してくださるはず。何しろ、この黒犬などが長老に名を連ねているのですからな」

　ハハハ、と豪ごう快かいな笑い声を上げる彼は黒犬族である。五十にかかる今も真っ黒な髪かみに白髪しらが一本なく、浅黒く日に焼けた肌はだは年ねん齢れいを感じさせない。

　犬は狼おおかみに連なる種族として、白の国では古くから重んじられてきたが、黒犬族はかつて地方の敵対勢力だったので、白夜以前の王城ならば決して長老に加わることはなかった。種族や毛の色によって、どんなに能力があっても出世はかなわなかったのである。

　白夜が王になってからだ。年齢も種族も毛の色も関係なく、本人の実力を見てもらえる時代になった。

「確かに俺は種族にこだわりはない。それに狐族と狸族は、昔から変化に長けているという説があるな」

　白夜の静かな声に、再び何か言いかけていた白雨が口をつぐんだ。ふさふさの白い眉まゆの下で、ぎょろりと目だけが動く。

「昆、宇太。皆みなの前で変化してみろ。二人とも、そのままでできるな？」

　白夜が余興を楽しむように、笑いを含ふくんだ眼まな差ざしを宇太と昆に送る。二人は同時に「はいっ」と返事をした。全員の視線が二人に注がれる。

「そのままと言わず、何か得物を差して変化致いたしましょう」

　薄雲が控ひかえめに声を上げ、白夜が「ほう」と目を瞠みはった。他ほかの長老たちも、驚おどろいた顔をする。

「得物はないが、これはどうだ。かなり嵩かさ張ばるぞ」

　長老の一人が、自分の首にかけていた勾まが玉たまの首くび飾かざりを外し、床ゆかに滑すべらせた。勾玉の他にもじゃらじゃらと石だの金物だのがついていて、なかなか嵩張るしろものだ。昆がそれを受け取る。薄雲と目を合わせてうなずくと、首飾りを懐ふところに差し入れた。

「では、宇太にはこれをやろう」

　白夜はにやりと笑って後ろに手をやる。背後に置いていた刀を取って、宇太へ放ほうった。大おお柄がらな白夜の刀だけあって、刀身も長い。宇太の身の丈たけでは持て余す得物だ。

「どうだ、いけるか」

　こちらを見み据すえる白夜に、宇太も真っすぐ視線を返し、うなずいた。

「はい」

　刀を提さげるものがないので、刀身を帯に挿さす。やはり宇太には長くて、刀の鞘さやが地面に擦こすれそうだった。子供がままごとをしているみたいで、薄雲以外の長老たちから失しつ笑しようが漏もれる。

「では、始めよ」

　白夜の声に、昆がちらりとこちらを見た。宇太も昆を見る。それが合図のように、二人は同時にその場にうずくまった。

　一いつ瞬しゆんにして神経を集中させる。忍しのび隊の、いや薄雲の教えが頭に響ひびいた。

　獣けもの人びとが人から獣へ、獣から人へ変わる時、もっとも無防備になる。獣になれば爪つめや牙きばで、人ならば得物を持って戦えよう。だが変化の時だけは手も足も出ない。

　だから忍びは、誰だれよりも早く変化できなくてはならないのだ。

　時にして、瞬まばたきをするよりも早い間だったはずだ。宇太は黒い狸に変化していた。隣で昆も薄うす茶ちや色いろの狐に変わっている。

　着物も、首飾りや刀もなくなっている。正確には宇太と昆の身の内にあるのだが、身体からだは身軽だった。

　長老たちがどよめく。不満げだった白雨も目を瞠っていた。

「これが忍びの……」

「狸の獣けもの姿すがたは、ちと小さいが。いやしかし、それにしても一瞬だった。見事なものよ」

　小さいと言われて一瞬、どきりとしたものの、すぐに賛辞に変わってホッとした。

　獣人は獣に変わると雄ゆう大だいな姿になる。白はく狼ろう族は皆、野生の大おお熊ぐまほど巨きよ大だいな狼に変わるし、比ひ較かく的てき小柄と言われる狐族でも、大人の人間くらいの大きさはあった。

　なのに狸族の宇太は、森の狸より二回り大きいくらいで、獣姿になってもちんまりしている。

　だから任務や修しゆ業ぎよう以外では、あまり人前で獣姿になりたくなかった。でも今、長老たちはそんな宇太の小ささも気にならないようだ。

「話には聞いていたが、着物どころか勾玉もなくなっているな。わしも、襦じゆ袢ばん一枚なら変化できるが。どうなっておる。ちょっと触さわらせてくれぬか」

　昆に首飾りを渡わたした長老が言い、昆に手招きする。薄茶狐が前に来ると、その姿を矯ためつ眇すがめつし、被ひ毛もうをわしゃわしゃとかき回した。昆はくすぐったそうにしながらも、長老のしたいようにさせている。

「手触りも気配もございません」

　ひとしきり昆を触った後、感心したように長老が白夜へ告げた。白夜も驚きを示すように、軽く眉を引き上げる。

「ほう。どれ、俺も触ってみよう。宇太、ここへ」

　呼ばれて戸と惑まどった。まさか、先ほど長老が昆にしたようなことを、白夜がするのだろうか。薄雲が「早く行け」と、目配せするので、仕方なくソロソロと前へ進み出る。

　白夜の目の前でちょこんと床に尻しりを付けて座ると、白夜は上から下まで狸を眺ながめまわした。

「ふむ。どこから見ても、ただの丸っこい狸だな。刀も見当たらん」

　口を開くや丸っこいと言われ、軽い衝しよう撃げきを受けた。そんなに丸いだろうか。しかし、すぐに大きな手が伸のびてきて身体中を撫なで回されたので、くすぐったくてドキドキして、体形を気にするどころではなくなった。

「うん、刀らしき手触りはどこにもない」

　モフモフと撫でまくられ、その気持ちよさに思わずころりと腹を出してしまった。白夜は笑って、さらにその腹をもっしゃもっしゃと撫でる。

「狸の時の手触りは、子供の頃ころと変わらんな。ベソをかいているお前を、昔はよくこうして慰なぐさめたものだ」

　優やさしい声こわ音ねが降ってきて、宇太ははっとした。柔やわらかい金の瞳ひとみがこちらを見下ろしている。

　右目には変わらず大きな古傷があった。かつて王になる前、戦いくさで負った傷だという。それがつるりとした美び貌ぼうに凄すごみを与あたえ、何度見てもほうっと見み惚とれてしまう。

（白夜様……）

　宇太が幼い頃にも、こうしてモフモフ撫でてくれた。狸であることをからかわれて泣く宇太に、師し匠しようからよく学び立派な忍びになれ、狸は忍びに向いているのだと、励ましてくれたのは白夜である。

　それは宇太の大切な思い出だった。そして白夜も、昔のことを覚えていてくれた。感激に目が潤うるんだ。

　白夜はそんな宇太の被毛をまた優しくひと撫でし、解放した。

　宇太と昆は元の場所に戻もどり、また一瞬のうちに変化する。今度は獣から人に変わった。着物は着たまま、宇太の腰こしには刀が下がっている。昆が懐から首飾りを取り出すと、長老たちから再び感かん嘆たんのどよめきが上がった。

「二人とも、立派な変化だった。ここまで変化の早い者は、一の組にもなかなかいないのではないか」

　白夜が水を向けると、薄雲は小さくうなずいた。

「はい。早さもさることながら、重い武具を身に着けてここまで軽かろやかに獣の姿を取れるのは、この二人をおいて他におりません」

「薄雲にそこまで言わせるか」

　白夜は満足そうだったし、宇太も誇ほこらしかった。

「ならば、この二人以上の適役はあるまい。皆も異論ないな」

　長老たちをぐるりと見回し、白夜は言った。射干玉がはっきりとうなずき、白雨をはじめ、難色を示していた長老たちも渋しぶ々しぶうなずく。

　いったい何の役目なのだろう。いまだに少しも話が見えない。ちらりと昆を見ると、やはり顔に戸惑いが滲にじんでいる。

「昆、宇太」

　白夜に呼びかけられ、二人は「はっ」と頭を低くした。

「お前たちに、警護の任を与える。俺が無事に目的の土地に着くよう、護衛を務めよ」

　二人は「はっ」と、返事をしたものの、釈しやく然ぜんとしない。昆が「恐おそれながら」と、口を開いた。

「護衛は俺……私と宇太の二人きりなのでしょうか」

「昆と宇太、それに師匠の薄雲も帯同する。道中は四人だ」

　えっ、と宇太は思わず声を上げた。どこまで行くのか知らないが、道中というのだから、ちょっと下の町まで、ということはあるまい。

　王が自ら遠出をするというのに、護衛がたったの三人。しかも何やら大事な役目だという。

「行き先は黒の国だ。出立は次の満月。わかっていると思うが、この場の者以外、他言は無用。隠おん密みつの任だ」

　にやりと笑って白夜は言う。宇太と昆が驚くのを見て楽しんでいるかのようだ。

「黒の国……」

「ああ。俺は黒の国の王、常とこ闇やみに会いに行く」

　ならばなおさら、供がたった三人というのが不可解だった。和わ睦ぼくを結んだ国同士なのだから、国の王が会談するのを隠かくす必要もない。

　謎なぞの多い任務だが、王に命じられたのだから、宇太たちは何としてもそれを遂すい行こうせねばならない。

　薄雲が白夜に向き直り、臣下の礼を取ったのを見て、宇太と昆もそれに倣ならった。

「この薄雲、昆、宇太と共に、必ずや王のご命令を遂行いたします」

　頭を下げていて白夜の顔は見えなかったが、うん、と短く満足げな声を宇太は聞いた。










　人間のことを、獣けもの人びととも言う。人にも獣にも姿を変えられることから来た言葉だろう。

　生まれた時は人の姿だが、この世に生まれ出てしばらくすると、やがて己おのれの祖の姿、獣姿を取ることができるようになる。

　獣の姿は各おの々おのの根源を表す、大切なものだ。

　獣人の種族は多様だが、それぞれの種族が持つ祖は一つだけだ。

　今の世では、異なる種族同士で夫ふう婦ふになる者もいるけれど、異種族同士では子供は生まれない。狼おおかみは狼と、狸たぬきは狸の獣人と番つがいを作り、子孫を増やして来た。

　人から獣、獣から人へと変へん化げする、ただそれだけのことであればたやすい。ある程度の年になれば、子供でもできることだ。

　しかし、それは生まれたままの姿であればのこと。人は人であるがゆえに「外皮」を被かぶって生きている。着物や装そう飾しよく品のたぐいだ。

　常ならば、これらを取り払はらわなければ変化できない。着物を着たまま変化をするのは、とても難しい。それ相応の訓練が必要だった。

　下着一枚から始め、かなりの鍛たん錬れんを積んでも普ふ通つうは小こ袖そでと袴はかまが精いっぱいだ。鎧よろいや刀を身に着けて変化しても、獣に変われば武具は身体の外に放ほうり出されてしまう。

　宇太たち忍しのびは、忍び隊に入る見習いの頃から、この「外皮」を身に着けて変化をする訓練をさせられた。

　それも常の人のように、のんびりと少しずつではない。たちまち、瞬きをする間に、だ。

　着物を着て、限られた時間で変化ができない者は、見習いを卒業できない。さらに変化の速度を速め、武具を着て変化できるようにならなければ、一の組には入れなかった。

「外皮」が嵩かさめば嵩むほど、変化は難しくなるのである。特に、着物などの布に比べ、石や金物は難しい。

　常人にとっては奇き術じゆつにも等しい技わざで、だからこそ長老たちも驚おどろき、宇太たちの忍びとしての能力を認めたのだった。

　忍びは王の私兵だ。国ではなく、王にだけ忠義を尽つくす。他国の忍びの事情は知らないが、少なくとも白の国では、そういうことになっている。

　本格的な戦がなくなって久しい今は、王の警護が主な任となっているが、本来は王の手足となって、奇き襲しゆうや遊撃、破は壊かい工作から諜ちよう報ほうなど、あらゆる活動を行う部隊である。

　忍びは、子供の頃から見習いとして大人の忍びに師事し、一人前となった暁あかつきには、王の忍び隊に配属された。

　大たい抵ていは手習いをする年になってから弟で子し入りするが、宇太はたぶん四つの時に薄雲に弟子入りした。

　たぶん四つ、というのは、本当の年がわからないからだ。

　宇太は昔、ここから山二つ離はなれた場所で拾われた。戦場で一人彷徨さまよい泣いていたのを、白夜が見つけて拾ってくれた。

　それ以前のことは何も覚えていないが、白夜と出会った時のことは、今も鮮せん明めいに覚えている。

　美しく巨きよ大だいな白はく狼ろうが目の前に降り立ち、美しい青年に変わった。青年というか、当時の白夜はまだ少年といえる年だったが、すでに雄お々おしく逞たくましく、見る者に畏い怖ふを感じさせる覇は者しやの風格を持っていた。

　宇太も最初は怯おびえたが、白夜は優しく温かかった。虱しらみだらけの宇太を抱だき、白の国に連れていってくれた。

　あとで知ったが、宇太が彷徨っていた場所は、古くから白の国と地方の有力部族であった黒犬族とで支配権を争っていた地域で、宇太が拾われた当時は黒犬族が支配していた。白夜が白の国の覇権を手にした後、かの地へ攻せめ入り、黒犬族を制して白の国の支配下に置いたのだった。

　宇太や宇太の家族は、二つの勢力争いに巻き込まれたのだろう。でも宇太は、白夜を親の仇かたきだとは思わなかった。

　同じく、黒犬の一族にも思うところはない。白夜が国を治めるようになって、戦は終わった。それがただありがたい。

『俺と来るか』

　優しい眼まな差ざし、低く柔らかな声と腕うでの温ぬくもりを、宇太は忘れたことはない。

　あの時から、宇太にとって白夜がすべてだった。白夜は国に戻ると、拾った子狸に「宇太」と名前を付けて、薄雲に預けた。

『ここで修しゆ業ぎようをして、一人前の忍びになれ』

　忍びは王の私兵、王の手足だ。薄雲からそう聞かされて、忍びになると決意した。

　一人前になれば白夜のそばにいられる。彼のそばにいたいという一心で、修業を頑がん張ばった。

　薄雲の修業は厳しかったし、小こ柄がらな黒狸は仲間からよく、からかわれていじめられた。宿舎を抜ぬけ出し、山の中でべそべそ泣いていると、たびたび白夜が現れて慰なぐさめてくれた。

『どうした、宇太。また誰だれかにいじめられたか』

　宇太はたちまち白夜にしがみつき、白夜はそんな宇太が泣き止やむまで、背中を撫なでて慰めてくれた。

『修業をよく頑張っているようだな。お前は狸だから、きっと立派な忍びになるぞ』

　狸は変化が得意な種族で、小柄だけどすばしっこい。だから忍びに向いているのだと、白夜は繰くり返し教えてくれた。

　懐ふところに甘い物を忍ばせてきて、こっそり宇太に食べさせてくれたこともあった。宇太の手を引き、山城の一番見晴らしのいい場所を教えてくれたことも。

　角つの耳みみが多数を占しめるこの白の国で、狸の宇太がくじけずここまで来られたのは、白夜のおかげだ。

　白夜がいなければ、宇太は幼いまま死んでいただろう。誰かに拾われたとしても、生き甲が斐いを見つけて己を研けん鑽さんすることは難しかったかもしれない。

　育ててくれた薄雲にも、優やさしく世話をしてくれた他ほかの大人たちにも感謝している。

　けれど、宇太が誰より慕したっているのは白夜だ。

　彼は宇太を拾い、折々に現れては、宇太を励はげまし慰めてくれた。

「お前は俺が拾った子供だ。行く末を見届ける義務がある」

　一国の王が、拾った子供をなぜここまで気にかけてくれるのか。不思議に思って尋たずねたことがある。

　白夜は最初に義務だと言ってから、白い歯を見せて笑った。

「けれどいつの間にか、お前に会うのが楽しみになっていた。小さかった子狸が、日増しに大きくなる。それに、お前がひたむきに頑張る姿を見るのが、俺にとっても励みになる」

　その屈くつ託たくのない笑え顔がおに、宇太の胸がきゅうっと切なくなったのを覚えている。

　生しよう涯がい、彼のために働きたい。そのために辛つらい修業に耐たえた。

　見習いを卒業して忍び隊に入った時、白夜はまた一人現れて宇太のそれまでの努力を労ねぎらい、けれどもう、こうして二人きりで会うのは最後だろうと言われた。

　宇太が十五になった年だ。

　まだ風の冷たい初春の朝だった。いつも二人きりで会う山城の中腹で、白夜の白はく髪はつが朝日を浴びてまばゆく輝かがやいていた。

　新しい門かど出でを祝うにふさわしい、希望に満ちた光景なのに、もう会えないと言われて途と端たんに悲しくなった。

「お前は一人前の忍びになった。一人だけを特別に扱あつかうことはできないからな」

　気持ちが萎しぼんだけれど、それはもっともな話だ。王が一いつ介かいの忍び見習いに会いに来るなんて、今までが特別だったのだ。

　しょんぼり肩かたを落とす宇太に、けれど白夜は言った。

「今度はお前が会いに来い」

「俺が？　でも……」

「これからも修業を重ねて、一の組に上がってこい。そうして、俺のそばに来るのを楽しみにしている」

　一の組は、家来の誰より王の近くにいられる。夜は王の寝しん所じよ近くに侍はべり、王が城の外に出ることがあれば、どのような場所でも影かげのように付き従うのだ。

　それを聞いて、宇太は張り切った。きっと一の組になって、特別扱いではなく白夜のそばへ行く。

「俺……俺っ、絶対に一の組になります！　いつも、いつまでも白夜様のおそばにいられるように」

　鼻息を荒あらくして、宇太は宣言した。絶対に一の組になる。

「いつも、いつまでもか。……ああ、いいな」

　宇太の言葉を反はん芻すうするように、白夜がつぶやく。それから、ふふっ、と嬉うれしそうに笑った。

　屈託のない笑顔が子供みたいで、宇太は見み惚とれる。白い髪かみもまつ毛も、朝日できらきらしていた。

　二人はしばらく、無言だった。白夜は何か感じ入るように、山城から望む城下町を眺ながめていたし、宇太はそんな白夜に、ぽーっと見惚れていたからだ。

　やがて白夜が何を思ったのか、近くの草むらに身を屈かがめた。宇太はそこで初めて気づいたが、草むらのあちこちに白い野花が咲さいていた。

　その野花を一輪摘つんで、白夜は宇太の前に差し出した。　>>>♥

　名も知れない、小さく可か憐れんな花だ。

　どういうことなのか、花を差し出す白夜の意図がわからずぼんやりしていると、白夜はくすりと笑って、その花を宇太の耳に挿さした。

　まるで恋こい人びとにするみたいだ。そんなつもりはないのだろうけど、宇太はどぎまぎしてしまう。

（これはたぶん、祝いだ。そう、一人前の忍しのびになったお祝いをしてくれているんだ）

　白夜に、恐おそれ多くも国王に他意などあるはずがない。わかっているよなと、自分に言い聞かせる。

　そんな宇太を、白夜は優しく温かな笑顔で見つめていた。

「宇太。お前が俺のそばに来るのを待っているぞ」

　期待と確信のこもった声に、宇太はハッと我われに返った。

　そう、一人前の忍びになって、終わりではない。これは始まりだ。もっともっと頑張って、王のそばに侍ることを許される身分になる。

　拾われ子ではなく、王の手足となって彼の役に立つために、白夜のそばへ行くのだ。

「はい。必ず！」

　絶対に一の組になる。宇太の新たな目標が決まった。










　それからずっと、一の組に上がることが宇太の夢であり目標だった。

　あの日、白夜からもらった白い野花は、押し花にして今も大切に持っている。

　白夜に直じかに会って言葉を交かわすことはできなくなったが、いつか彼のそばへ行くために修業に励み、辛い時や悲しい時は押し花を見て心を慰めた。

　努力の甲斐あって、宇太は忍び隊の中でも異例の早さで組を駆かけ上がった。

　変へん化げの技わざだけでなく、武術にも励んだ。小柄な自分の特とく徴ちようを生かした忍にん術じゆつを研究し、力に頼たよらない戦せん闘とう方法を見つけた。

　戦略や戦術も学び、他にもさまざまな知識を身に付けた。何が忍びの役に立つかわからない。幅はば広ひろく学ぶべきだという、薄雲の教えに従ったのだ。

　同じ二の組にいた昆が、自分より早く一の組に上がった時には焦あせったが、翌年に無事、一の組に昇しよう進しんした。

「よく頑張ったな」

　城の大広間で、白夜から直々に一の組の印章を賜たまわり、白夜から短いながらも言葉をかけられ、優しい微笑ほほえみを向けられた時、感激に全身が震ふるえたのを覚えている。

　これで、白夜との約束を果たせる。彼のそばにいられる。

　今後ますます頑張ろうと張り切っていた矢先のこと。白夜から直々に呼び出され、昆と共に密命が下された。

　白夜と旅をする。黒の国までは馬を使わず、目立たぬように歩いて行くのだという。何日もかかる。その間、ずっと白夜と一いつ緒しよなのだ。

　薄雲と昆もいるけど、それでも四人だけ。

　謎なぞの多い任務だ。いったい、何があって白の国の王が直々に、黒の国の王に会いに行くのか。どうしてコソコソ出かけなければならないのか。結局何も聞かされていない。

　気を引き締しめてかからねばならない。宇太はまだ一の組に入ったばかりで、経験が浅い。

　城の外での警護も、一の組としてはこれが初めての経験となる。

　それが城どころか国を出ての旅で、護衛はたった三人だけ。

　道中、何が起こるかわからない。王の身は命に代えても守らねばならず、ことによると宇太は、二度と国に帰ってこられないかもしれないのだ。

　そういう、重い任務であることは承知しているのだが、

（白夜様と長旅かあ）

　なんてことを考えてしまい、どうにも気持ちが浮うき立ってしまう。

　密命だけに仲間にも漏もらしてはならないので、宇太はあの日からずっと、どういう顔をしたらいいのかわからずにいた。

　とりあえず、キリッとした顔を保っていたのだが、すると一の組の仲間たちから「なんだ、緊きん張ちようしてるのか」などと言われる。

「まあ、薄雲様のお供じゃあ、気も張るよな」

　今回の任務は表向き、薄雲と昆と宇太、三人だけの旅ということになっている。

　行き先も黒の国ではなく、北にある白の国の辺境で、白夜が国を出ることも、長老と宇太たちだけの秘密だった。

　薄雲は宇太と昆の育ての親だが、同時に厳しい師し匠しようでもあり、戦場では白夜の影となって戦った伝説の忍びだ。隊を退いてなお、忍びたちに恐れられる存在でもあった。

　一見すると細身で文官のようだし、穏おだやかに見える。隊でも厳しいだけではなかったのだが、怒おこらせると怖こわい。ものすごく怖い。

　一の組の誰だれも、薄雲と旅をしたいなどとは思わないのだった。

「昆は浮かれてるみたいだけどな。昔から、親代わりの薄雲様にべったりだし」

　一の組の同どう輩はいが言った。

　夕食時、宿舎の広間では寝しん食しよくを共にする仲間たちが共に食事を摂とっている。朝はめいめい、昼は職場で食べるが、夜はだいたい仲間と食べる。

　宇太が暮らすのは、忍び隊の隊員ばかりが暮らす棟むねである。一人、二人で食事を摂る者もいるが、何となく組ごとに集まり、車座になって食べることが多かった。

　かつてはいじめられっ子で、食事時は薄雲の隣となりでしょんぼりご飯を食べていた宇太も、今は同じ組の仲間の輪に加わっている。

　今でもたまに、宇太の丸耳をからかう者はいるが、以前のようにいじめられることはなくなった。狸たぬきの身でありながら、努力で一の組まで駆け上がった宇太を、同輩たちはいつの間にか認めてくれている。

「なっ……俺は、浮かれてなんかないぞ！」

　名指しされた昆が米こめ粒つぶを飛ばしながら反論し、周りから「汚きたねえな」と、顔をしかめられていた。

「浮かれてない。まあ、薄雲様のお供ができるのは光栄だが。大事なお役目だから、気を引き締めて行くつもりだ。足手まといもいるし」

「誰が足手まといだ。浮かれションベン狐ぎつね」

「クソ狸。浮かれてないって言ってんだろ」

　たちまち喧けん嘩かが始まる。年長の仲間が「やめろやめろ」と、仲ちゆう裁さいに入った。

「よりによってこの二人を揃そろえるとはな。薄雲様も何をお考えかわからんが。お前ら、旅先で喧嘩するなよ」

　昆と宇太の不仲は、忍び隊でも有名である。宇太も、いくら変化が得意な者同士とはいえ、どうして昆と一緒なのかと、それだけが恨うらめしい。

「ところで、白夜様の話を聞いたか」

　睨にらみ合う昆と宇太の気を削そぐためか、仲間の一人が唐とう突とつに話題を変えた。白夜の名が出て、宇太の耳はぴくぴくっと動く。

「なんだ。色街に通って白雨様から小言をもらったとか言うなら、驚おどろかないぞ」

　誰かが言うと、話を振ふった同輩は「違ちがう違う」と、大おお袈げ裟さに手を振った。

　忍びたちは噂うわさ好きだ。警護で常に王に付き従い、城の奥深くにも入り込むため、王や長老たちの会話を耳にすることがある。

　そこで聞いた話を、忍びは決して他言してはいけない。どのような内容であっても、秘しておかねばならないのだ。

　その反動でか、仕事に関係のない他愛たわいのない噂話を、嬉き々きとして語りたがる。非番の忍びは噂好きでおしゃべりで、でもだからこの場で語られる話というのは、市し井せいに流れているような信しん憑ぴよう性せいのない内容がほとんどである。

「白夜様が、『花』を娶めとられるかもしれない」

　しかし、仲間がもたらした話題は意外なもので、その場のみんながどよめいた。宇太も驚いて尻しつ尾ぽの毛が逆立ってしまった。

「花って、あの『花』か。先々代の王とか、先王の弟君が娶られていたという」

「そう、それだ。白夜様にはお妃きさきがおられないだろう？　生しよう涯がい独り身でいるかわりに、近々『花』を娶られるのだという噂だ」

「どこの噂だよ、それは。お前のことだから、色街の娼しよう妓ぎから聞いたんだろ」

「おう、その通りよ。しかも、白夜様が一時期足あし繁しげく通われていた、柳りゆう天てん楼ろうだぞ」

　宇太は飯を搔かき込みながら、耳だけピクピクさせて話を聞いていた。

『花』とは、白の国の王族に伝わる独特の慣習である。

　妃のいない王族、あるいは妃を亡なくした王族が、男、あるいは白はく狼ろう族以外の種族の妃を娶る。その妻のことを、『花』と呼ぶのだ。

　わざわざ『花』という名前を冠かんし、異種族の女やあるいは男を妻として娶る理由は、さまざまある。

　最初の『花』は白狼族の男で、妃に先立たれた王と恋こい仲なかになり、男の身ながら妃の代わりになったというのだが、これは伝承の話で実際にあったかどうか定さだかではない。

　実際にあった『花』の目的の多くは、後こう継けい者しや争いを避さけるためだったようだ。

　すでに有力な後あと継つぎがいる場合、同じ白狼族の女を配はい偶ぐう者しやに迎むかえては、新たな火種が起こりかねない。そこで、子を孕はらむ心配のない男や異種族の女を娶り、王族の妻としての役割を担になわせたのである。

「白夜様がなあ。まあ、いつかそういう話が出るんじゃないかとは思っていたが」

　白夜は三十を越こえる今に至るまで、ずっと独り身だ。

　戦場に出る前から廓くるわに通っていたという噂があるし、あの器量であの美び貌ぼうだ。相当な女たらしだという噂も聞く。

　どこかに落としだねの一人や二人いてもおかしくないが、正式な妻も子もいない。

　代わりに、戦死した兄の子や孫たちの中から有力な者を五名ほど指名し、それぞれに継承順位を付けて後継ぎ候補としている。

　この候補者と継承の順位は、白夜が死ぬまでの間に、折を見て何度も入れ替かえられる可能性があるそうだ。

　より王にふさわしい者が現れれば、候補に加えられる。その所業から次期王に適格でないとされれば、候補から外されてしまう。

　先代まで長男子相続が主流だったのを、なぜ白夜の代でこのような形にしたのかと言えば、先の内乱が原因である。

　先王には八人の妃と十五人の息むす子こ、十人の娘むすめがいた。さらに娘むすめ婿むこだの孫だのがいて、それぞれが次の王座を巡めぐって画策し、複雑な力関係が出来上がった結果、国を揺ゆるがす内乱へと発展したのである。

　再びこのような内乱が起こることのないよう、白夜は妃を娶らず、王の指名によって次の王を決めることにしたそうだ。

　しかし、王おう妃ひには子を生なす以外にも、王を内から支える役割がある。今は白夜が何でも一人で済ませているし、王城の奥向きのことは使用人頭がしらが采さい配はいを振っている。

　それでも白の国がかつての勢いを取り戻もどしつつある昨今、王である白夜の負担も増していた。

　多た忙ぼうな上に、寄りかかって心を休める相手もいない。長老たちが以前から、妃の一人ぐらい娶ってはどうかと、忠言を繰くり返していた。

「お妃であれ『花』であれ、白夜様が伴はん侶りよを得られるのは喜ばしいことだ」

　誰かが言う。宇太もそう思う。誰もが白夜を頼たよるのに、白夜が頼る相手はいないのだ。妻を娶って白夜の心が少しでも安らかになるのなら、喜ばしいことだと思う。

　そのはずなのに、なぜか宇太はこの時、他ほかの仲間のように手放しに噂を楽しめなかった。

　白夜にとって良いことは、宇太にとっても良いことのはずなのに。

（なぜだろう……）

　胸がモヤモヤする。鳩尾みぞおちの辺りも落ち着かなくて、まだ食べている途と中ちゆうの飯めし椀わんを床ゆかに置いた。

「けどそうすると、白夜様のお相手は誰になるんだろうな」

「白狼族の誰かではないか。白雨様のご令孫に、見み目め麗うるわしい男子がおられただろう」

「いや、女好きの白夜様のことだから、異種族の女ではないか。色街で一時期、白夜様が足繁く通われていた娼妓がいて……」

「宇太、どうした。もう食べないのか」

　隣の仲間から不思議そうに声をかけられ、ハッと我われに返る。

「あ、うん」

　急いで残りの飯を搔き込む。いつもならもう一杯ぱいか二杯は食べられるのに、今日はもうそれ以上、食欲がわかなかった。

「なんだ、やっぱり緊きん張ちようしてるんじゃないか？」

「そうかな。いや、そうかも」

　初めての大役に緊張しているせいかもしれない。きっとそうだ。

　モヤモヤの正体を、宇太はそう結論づけた。










　夜空に月が満ち、出発の日になった。

　宇太と昆はそれまで、普ふ段だん通りに警護の任に就つき、日々の鍛たん錬れんを欠かさず、空いた時間に旅の準備を進めた。

　忍しのび隊にはいくつもの教えがあり、中の一つに旅にまつわるものがある。その教えに従って、荷を固めるから、特別誰だれにも相談はいらなかった。

「昆、宇太。よくお守りし、任に励はげめよ」

　出発の日、忍び隊の隊長から激げき励れいを受けた。今回の任務は一の組の仲間にも秘密だったが、隊長はさすがに話の一部でも聞いているだろう。警護の都合があるから、少なくとも今回の旅に白夜が加わっていることは知っているはずだ。

　隊長が守る相手の名を出さなかったので、宇太はそれを悟さとった。

「行ってまいります」

　旅たび装しよう束ぞくに、背に小さな荷物を一つだけ背負って、宇太と昆は北に向かって山城を下りた。

　出立の時刻は夜だった。頭上に大きな満月が浮うかんでいる。

　大事な役目とあって、さすがに昆も喧嘩を仕し掛かけてはこない。二人で黙もく々もくと先を急ぐ。

　しばらく歩き続けた後、二人は周りの気配に注意して、道を逸それ、山の藪やぶの中に入った。今度は山道を大きく迂う回かいしながら登っていく。

　歩きながら、その姿をするりと獣けものに変えた。狐と狸たぬきがわき目もふらず森を進む。

　野生の狐と狸に比べて大きいから、見れば獣人だとすぐにわかるだろうが、それでも二人の獣姿は藪に隠かくれる高さで、隠おん密みつ行動にはもってこいだ。

　しばらく歩くと王城の裏手に出る。巨きよ大だいな白い狼と灰色の狼が、満月を背負ってたたずんでいた。

　昆と宇太は、再びするりと人姿をとり、狼の前に膝ひざを折った。灰色の狼が瞬またたく間に薄雲へと姿を変え、一いつ拍ぱく遅おくれて白夜も人に戻る。

　二人とも旅装束に身を包み、小さいながら荷も携たずさえている。

　忍び隊隊長であった薄雲はともかく、白夜は忍びでもないのに、いつもながら見事な変へん化げぶりだった。

　初めて宇太と出会った時、白夜はまだ今の宇太より若かったが、すでに着物を着て瞬く間に変化する術を身に付けていた。

　戦いくさに必要だったからだそうだが、それにしても見事な変化だ。さすがに一の組の変化には及およばないが、忍びと比べても遜そん色しよくない。

「揃そろったな。では行くか」

　白夜が静かに言い、三人はうなずいた。辺りに人の気配はない。それを確かく認にんし、南へ向かってひっそり歩き出す。

　事前に道順は決めてあり、話し合う必要はなかった。

　目的地は南なのに、最初に宇太たちが北へ向かうふりをしたのは、周りには本当の行き先を秘密にしているからだ。

　限られた者以外には誰にも知らせず、王と共に夜、人目を忍んで城を出る。

　黒の国にただ行って帰ってくるだけで、どんなに急いでも十日はかかる。街かい道どうを使えば往復で六日もあれば行けるのを、わざわざ険しい山を越えてお忍びで行くからである。

　その間、城では白夜が不在であることを伏ふせ、あたかも白夜がいるように振ふる舞まわねばならない。

　なぜそんなことをするのか。もしかしてこれまでも白夜は、今回のように城にいるふりをして、出かけることがあったのだろうか。

　気になることは多々あったが、一いつ介かいの忍びである宇太がそれを尋たずねることはできなかった。

　今は黙だまって、ただ与あたえられた任をこなすだけだ。黒の国に行って戻るまで、白夜の身を命に代えても守ること。

　一行は人の姿のまま、南へとひたすら歩いた。南の町を抜ぬけ、周辺の村々を抜ける頃ころ、東の空が白んできた。

　獣になって走れば早いのだが、狼の巨体が道を駆かければ目立ってしまう。そのため、人の通る平地ではずっと人の姿だった。

　この先、山を三つ越えると、黒の国との国境だ。村々を抜けて一つ目の山に入る前に一度、身体からだを休めることにした。

　昼のうちに眠ねむり、夜になって獣姿で山を越えるのだ。これを繰り返せば、三日で山を三つ越えられる。

　国境から黒の国の城まで人の姿で二日。ただ国境から向こうは、宇太は行ったことがない。地図と耳で聞いた情報でしか知らない、未知の領域だった。

「黒の国は丸耳が多い国と聞いております。角つの耳みみも住んでいるとはいえ、狼おおかみや狐きつねが交じって怪あやしまれることはないでしょうか」

　一つ目の山の入り口で休む間、昆が薄雲に、控ひかえめな口調で尋ねた。

「薄雲様は忍び隊であった時分に、黒の国へ行かれたことがあるとか」

　宇太も気になっていた。周辺国のごく基本的な情報は、忍び隊でもあらかじめ仕入れているが、細かいことはわからない。

　今回の任務にあたっては、事前に話し合うこともほとんどなく、出立の直前に薄雲から、すでに決定した往復の道順を教えられただけだった。

　わからないことばかりで、まるで目め隠かくしをされている気分だ。

　もっとも、忍び隊の訓練でも、じゅうぶんに情報は与えられない。それでも任務を遂すい行こうする訓練をさせられているから、仕事に支障はないのだが、やはり情報は多い方がいい。聞けるなら聞いておきたかった。

「町を歩く分には問題ない。黒の国は広い。さまざまな地域を併へい合ごうしてきたからな。黒くろ熊くまが治めるとはいえ、種族は雑多だ。町も栄えていて、我が国の比ではない」

　薄雲の代わりに、白夜が昆の問いに答えた。白夜も自ら携けい帯たいしてきた糒ほしいいを食べ、沢さわで汲くんだ水で喉のどを潤うるおしている。

　昆と宇太は白夜のために食しよく糧りようを多めに携えてきたし、道中は王の身の回りの世話をするつもりだったのだが、白夜はまるで自分も忍びの一員のように、自分のことは自分でした。旅にも慣れた様子である。

　かつては戦のために、一日で山を二つ越こえたこともあるというから、長い道行については宇太や昆よりよほど慣れているのかもしれない。

「特に、黒の国の城下はすごいぞ。あれを見ると、我が国もまだまだだと感じる」

「それほどでございますか」

　昆が驚おどろいたように目を見開いた。黒の国が栄えているのは知っていた。でも、白の国の城下だって栄えている。それも、宇太の子供の頃よりずっと賑にぎやかで町も大きくなっていたから、とっくに黒の国を追い越していると思っていた。

「狐や狸は向こうでも珍めずらしくない。さすがに白はく狼ろうは目立つから、黒の国に入ったら頭ず巾きんでもかぶっておかねばならんが。薄雲くらいの灰色だったら、町でも見かけたな。俺が最後に黒の国に行ったのはもう、四年も前になるか？　だが最近の様子を聞いても、それほど変わったことはないようだ。俺以外は変装をしなくても怪しまれることはないだろう」

　黒の国には狼も暮らしているのだ。宇太は感心して聞きながらも、四年前の記き憶おくをさらってみる。

　宇太が知る限り、過去四年に白夜が公おおやけに国外に出たことは、一度もなかった。国内のほうぼうの視察に出かけることはあるが、秘密にはしていないし、何人も供を連れて行く。

　なのに白夜は、四年前に黒の国に行ったことがあると言う。やはりこれまでにも、王が秘ひ密みつ裏りに国外へ行ったことがあるのだ。

　それに、四年前、と白夜が言った時、薄雲が小さく嘆たん息そくした。

　表情はいつもと変わらなかったが、どこか疲つかれたような雰ふん囲い気きには覚えがある。

　宇太と昆の喧けん嘩かをたしなめた後や、いたずらを𠮟しかった後に見せる、かつての師し匠しようの姿と今のそれが重なった。










　薄雲は、白夜より十歳近く年上なのだそうだ。

　もとは先王の忍び隊にいたが、忍び隊は今のような組編制ではなく、薄雲もまだ若じやく輩はいの忍びだった。

　その後、子供だった白夜に請こわれて、白夜の武術の師となった。優すぐれた変化の術も、薄雲に教わったのだろう。

　白夜は十三番目の王子で、当時は周囲から何の期待も寄せられてはいなかったらしい。

　王族とはいえ、わりと自由にしていたそうで、戦が始まる前は見聞を広めるという名目であちこち旅へも出ていたようだ。

　そのあたりのことは、宇太が生まれる前か、赤ん坊ぼうの頃の話なのでよくわからない。

　宿舎の洗せん濯たく婆ばあさんたちから聞く昔話でも、王族の内争と他国の侵しん略りやくが始まってしばらく、白夜が表立って登場することはなかった。

　ただある時になって突とつ然ぜん、白夜が大勢の兵を従えて颯さつ爽そうと現れ、敵の手に落ちそうだった山城を救ったというのだ。

　それまでは他国に出て武む者しや修しゆ行ぎようをしていたというが、それも定さだかではない。他国にいたふりをして、自国で時を待っていた、という噂うわさもある。

　子供の頃、薄雲に白夜の話をねだったこともあるが、内容は洗濯婆さんたちの昔話と大して変わらなかった。

　ただ確かなのは、その時、白夜が従えていた兵たちの多くが傭よう兵へいであったこと。薄雲もそれらの兵と共に戦ったということだけだ。

　傭兵はさまざまな種族の兵で、多くは戦が終わると白の国から去っていった。中には白夜のもとに留とどまり、今も仕えている者もいる。

　薄雲はいつから白夜と行動を共にしていたのか、これも定かではない。けれど武術の師でもある薄雲を白夜は信しん頼らいし、戦の後も重用した。

　他ほかの長老たちは先王時代からの長老だったり、その長老から推おされて長老に加わった者だったりして、力関係が複雑らしい。

　王が頂点に立つとはいえ、政まつりごとにおいては長老たちの意見も聞かなくては、国をまとめることは難しいのだ。白夜なりに長老たちに気を遣つかっていることは想像に難かたくなく、そういう意味でも薄雲は、白夜にとって心から信頼できる相手なのだろう。

　その薄雲も、主君であり弟で子しでもある白夜に絶対の忠義心を持っている。王族の中でも、薄雲が王と認める人物はただ一人、白夜だけだ。

　師匠が声こわ高だかに忠誠を口にすることはないけれど、宇太は子供の頃からそばにいるから、よくわかる。

　そして薄雲の白夜を見る眼まな差ざしは時おり、有望な弟子を見る時の、愛情のこもったものにもなるのだった。

　二人は信頼の絆きずなで結ばれているし、薄雲は昔から白夜の家臣であった分、誰だれも知らない白夜のことも知っている。今回の任務についても、二人だけがすべてを心得ているのだろう。

　言葉にしなくてもわかり合っている二人を見て、宇太はちょっとだけ羨うらやましく思う。自分もいつか薄雲のように、白夜の信頼を得て、何も言わなくても理解できるようになりたい。

「えっ、黒の国の王都には、そんなにデカい遊ゆう郭かくがあるんですか？　それじゃあ、お姐ねえさんもよりどり見どりじゃないですか」

「店も回りきれないほどたくさんある。娼しよう妓ぎも色子も選び放題だな」

「楽しみだなあ」

　二つ目の山を越え、三つ目の山に辿たどり着く頃、昆と宇太はようやく緊きん張ちようがほぐれてきた。

　もちろん気は抜ぬかないが、王のそばに付き従うことに慣れ始めている。

　白夜が気さくに話しかけてくれるから、というのもあるだろう。その振ふる舞まいは王というより、近所の兄貴分のようだ。

　おかげで昆など、調子に乗ってペラペラとくだらない話をしている。白夜が黒の国の王都について話してくれたのだが、遊郭の話になると途と端たんに昆が食いついてきた。

　白夜が女好きで、白の国でもたびたび色街に通っていたのは聞いていたが、黒の国のそうした界かい隈わいにも詳くわしいらしい。

　その口調は伝聞ではなく、自分が体験した話のようだった。やはり白夜は、お忍しのびで黒の国に行ったことがあるのだ。

「色子ですか。俺はやっぱり、女がいいなあ」

「男色も女色も、両方を知ってこそ、それぞれの良さがわかるというものだぞ」

　昼時、三つ目の山に入る前に休息を取っているのだが、先ほどからどうも、白夜と昆とで俗ぞくっぽい話に花を咲さかせている。

　薄雲がしきりにため息をついていた。宇太はその手の話が苦手で、聞こえないふりを決め込んでいる。

　忍びの仲間たちの間でも、色事の話はたびたび口に上る。見習いを卒業してからは、組の先輩が後輩を色街に連れて行くこともあった。

　宇太も誘さそわれることがあるが、いつも断っている。

　好きでもない相手と、わざわざ金を払はらって身体からだを重ねようとは思わない。そう言うと仲間たちは、色街での遊びはただまぐわうだけが目的ではないのだと、宇太を無ぶ粋すいがるけれど、行きたくないのだから仕方がない。

　いずれ機会があれば恋こいをして、恋が実ればそういうことをすればいいと、宇太は考えている。

　十九の今に至るまで、宇太の心にいるのは白夜だけだが。

「宇太は大人しいな。こういう話は苦手か」

　黙だまって荷物の点検をしていたら、不意に白夜から声をかけられ、飛び上がりそうになった。

「え、あの」

「こいつは仲間に色街に誘われても、一度も来たためしがないんですよ」

　昆がすかさず告げ口する。この野や郎ろう、と宇太はじっとり昆を睨にらんだ。

「ほう。宇太は女に興味がないか。男のほうがいいか？」

「そういうわけじゃ」

　どちらにも興味はない。薄雲がまた、隣となりでため息をついた。

「どっちだって無理ですよ。こいつは中身が子供なんですから」

　昆がまた余計なことを言う。

「俺は誰かと違ちがって、修しゆ業ぎようと隊の任務が最優先なので」

「ね、つまらない奴やつでしょ」

　宇太は「うるさい」と言い返し、点検していた荷物をまとめた。昆も馬ば鹿かにしたように笑いながら、何気ない仕草で荷物を背負う。

　その間に薄雲も白夜も、すぐに出発できる態勢になっていた。

「そろそろ出発するか」

　白夜がのんびりとした口調で言った、その時だった。

　遠くの草むらから、ひゅん、と空を切る音がした。白夜へ向けられた矢を、昆がクナイを使って払い落とす。

　宇太と薄雲が白夜の前に盾たてとなって立った。白夜はすぐさま、弓矢の届かない木立の陰かげへ飛び、宇太たち三人もそれに続く。

　それと同時に、四人が一いつ瞬しゆん前まで休んでいた場所に、矢が次々と放たれた。

　敵てき襲しゆうだった。

　敵の姿は隠かくれて見えないが、少し前から集団の気配が近づいているのを四人は察知していた。

　気づいていないふりをして、様子を窺うかがっていたのである。

　敵の正体はわからない。昆が払った矢を手にしていたが、猟りように使う普ふ通つうの矢で、矢じりにも羽根にも特とく徴ちようがなかった。

「数が多いな」

　止やまない矢の雨を見て、白夜がつぶやいた。薄雲も何か考えるように、敵が潜ひそむ遠い草むらの奥を見み据すえている。

「矢が止めば、直接攻せめてくるでしょう。この間に逃にげましょう」

　昆が言った。宇太もうなずいて先導に立った。もとより、そういう手て筈はずになっている。

　敵襲を受けた場合、迎げい撃げきできるならば敵を排はい除じよするが、こちらの護衛は三人だけだ。今のように敵の数が多い時は逃げることになっている。その場合、宇太が先に立ち、薄雲が王を守って、昆がしんがりを務めるのも決まっていた。

　忍び隊はさまざまな事態にそなえ、実に事細かく隊員たちの動きを決めていた。それに即そくして訓練を重ね、実際の警護にあたっては、事前に作戦の確かく認にんも行う。

　みんな何も言わなくても、次の動きはわかっているのだった。

　そのはずなのに、薄雲が動かない。

「いや、これから二手に分かれる。昆は薄雲に、宇太は俺に付け」

　その上、白夜がそんなことを言い出したので、宇太も昆も驚おどろいた。この状じよう況きようで二手に分かれるのは、隊の教えと相反するからである。

「え、いや、しかし」

「では、私と昆は西へ回ります」

　戸と惑まどう昆の隣で、薄雲が言った。白夜はそれにうなずく。

「俺たちは東を行く」

　東、西？　宇太は混乱した。そんな道順は知らない。教えられていない。

　それは昆も同じだろう。白夜と薄雲だけがわかり合っている。

　いったいこれがどういう状況なのか、さっぱりわからなかった。

　なぜ、自国の領内で襲おそわれたのか。敵の正体は？

　敵は、こちらが王とその護衛だと知っていて襲ったのか。

　そして白夜と薄雲は、この敵襲を想定していたのだろうか。

「行くぞ」

　白夜が短く言い、それが合図のように白夜は東へ、薄雲が西へ走り始めた。

　何もかもがわからない。

「いったい、どうなってんだ」

　昆が愚ぐ痴ちをこぼしながら、薄雲を追いかけた。宇太も白夜の背中を追う。

　矢の雨が止み、草むらから潜んでいた敵が飛び出してきた。人の姿だが、覆ふく面めんをしていて種族はもとより、顔もわからないようになっている。

　敵の数は二十、三十……いや、もっとか。逃げるために、それ以上は確認できなかった。

　走りながら、白夜が白はく狼ろうの姿に変わる。それを見て宇太も倣ならった。

　薄雲と昆の姿はもう、藪やぶの奥に消えて見えなくなっていたが、彼らも獣けもの姿に変わっているだろう。

　狼おおかみと狸たぬきとで、三つ目の山を東に向かって駆かけ上がる。

　やがて敵の気配が途と絶だえ、追っ手を撒まいたことがわかったが、それでもまだ止まらない。

　ひたすら東へ、当初の道程とは大きく逸それた方角へ。

　狼は足が速く、険しい斜しや面めんを巨きよ大だいな身体で飛ぶように進み続ける。狸はそれを、短い足で懸けん命めいに追いかけた。










　白夜の足はいつまでも止まらなかった。宇太はとっくに息が上がっていたが、それでも気力を振り絞しぼって後を追う。

　忍びは日々、たゆまぬ鍛たん錬れんを欠かさない。険しい山を休まず駆け上がることくらい、どうということはない。

　たとえ足の長さが違っても、そこらの大おお柄がらな獣けもの人びとには負けない自信があった。

　しかし、白夜の脚きやく力りよくも体力も尋じん常じようではなかった。いくら歴戦のつわものとはいえ、平和となった今は城の奥で政まつりごとをしているはずなのに、この速さはどうだ。

　道なき道を走り、険しい岩場をものともしない。天空を飛ぶように駆ける美しい白狼の姿に、宇太はぜえぜえとみっともない息を上げながらも見み惚とれていた。

　やがて山の尾お根ねに出て、ようやく白夜は止まった。

「よくついて来られたな」

　人に戻もどった白夜が、喘あえぐように息をする狸に言う。宇太も人に戻り、汗あせを拭ぬぐった。

「な、なんのこれしきのこと。忍しのびなら造作もないことです」

　強がって見せたが、声がへろへろなので説得力がなかった。白夜はそんな宇太に小さく笑ってから、あたりを見回す。

　尾根からは、四方八方の景色がよく見み渡わたせる。敵は完全に撒いたようだった。

　ぐずぐずしていては、また見つかる恐おそれがあるが、とりあえず危険は回かい避ひできたようだ。

「薄雲様たちと合流するのは、山を越こえてからになりますね。かなり東に逸れましたから、一日で合流できるかどうか」

　東西に大きく離はなれてしまったので、再び予定の道程に戻るのには半日以上かかるだろう。

　それでも、予定の道に戻って進んでいれば、途と中ちゆうのどこかで会えるはずだ。できるだけ早く合流したい。一人で王の護衛を続けるのは、いささか心細かった。

　先ほどの敵は弓矢を持ち、多勢だった。正体もわからない。白夜は護衛など不要なくらい強く、彼だけでもじゅうぶん戦えるだろうが、それでも決して不死身ではない。

　万が一、白夜の身体を傷つけるようなことがあってはならなかった。

　今、こうしている間にも敵が近くに迫せまっている気がして、落ち着かなくなる。一の組になって初の任務が、こんなことになるなんて。

　ところが白夜は、少しも焦あせる素そ振ぶりを見せない。いつものように悠ゆう然ぜんとして、山の向こうを眺ながめたりしていた。

「いや、薄雲たちとは合流しない。このまま東へ行く」

　あまつさえ、そんなことを言い出した。「ええっ」と、宇太は驚いてしまう。

「合流しないって」

「東に行くと、何がある？」

　いたずらっぽい笑えみを浮うかべて、白夜が尋たずねた。知らないことを尋ねる口調ではなく、教え子に質問するような調子だ。

　いったい、白夜は何を考えているのだろう。

「え？　東は、えっと……河です。さらに東に下ると、黒の国が作った運河に繫つながって……って、まさか、白夜様」

　運河から黒の国に入ろうと言うのだろうか。白の国の王が、お忍びで。

　宇太の推測に、白夜は満足したような笑みを浮かべる。

「我が国に出入りする商人たちから、黒の国が新たな船を造ったと聞いてな。一度見てみたかったんだ。行くぞ」

「見てみたかったって。いや、それは」

「日が暮れる前に山を下りたい。ぐずぐずしていると、追っ手に気づかれるかもしれん」

　薄雲と昆はどうなるのだろう。

　二人なら追っ手をかわせるだろうが、四人で黒の国に向かうのではなかったのか。

　何か知っていることがあるなら話してほしいのに、白夜は先へ先へと進んでしまう。それもひどく楽しそうに。

　薄雲が、いつもため息をついているわけがわかる気がした。

『ほら、置いていくぞ』

　再び狼の姿になった白夜が、ぴょんと岩場で飛び跳はねて言う。宇太はため息をついて狸の姿になった。

　尾根を越え、山の反対側へ下っていく。おかげで日が暮れる前には三つ目の山を下り、河に出ることができた。人の姿のまま進んでいたら、あと一日はかかっていたところだ。

　もっとも、下りた場所は当初の目的地点からはるか遠く離れていたが。

『今夜はここで野宿にしよう』

　河原より少し高い場所を見つけて、白夜が言った。不意の増水があってもここまで届かないだろうし、背後に木立があって、遠くからは目に付きにくい。

　白夜は山でも河でも野営に慣れている。念のため、宇太が周りを見回ったが、怪あやしい人ひと影かげもなかった。

　おまけに宇太が見回りをしている間に、狼の姿で山鳥を狩かっていた。夕飯にするためだ。

「糒ほしいいばかりで飽あきたんでな」

　あっという間に火を起こし、器用に山鳥の毛を毟むしっていく。宇太はもう驚かず、かわりに深いため息をついた。そこらの忍びより、よほど優ゆう秀しゆうだ。

　宇太や昆の世代の忍びは、訓練ばかりで本当の戦いくさを知らない。人を殺あやめたこともない。長く戦場を駆け巡めぐっていた白夜や薄雲と比べると、自分が生っちょろいのは宇太も自覚している。

　でも、もしもの時はためらいなく敵を殺めるし、白夜を守るためなら自分の命だって、ためらわず投げ出してみせる。その覚かく悟ごはある。

　まだまだ薄雲に比べれば頼たよりないかもしれないけれど、今、王のために自分にできることをしよう。

「じゃあ俺、糒で雑ぞう炊すいを作ります」

　周囲の見回りをした時、竹林を見つけて少し切ってきた。白夜に温かい食事をしてもらいたくて、竹を使って煮に炊たきしようと思ったのだ。

「それはいい。気が利きくな」

　白夜が嬉うれしそうに言うので、宇太もちょっとは役に立てたようで嬉しくなった。

　河の水と糒を竹たけ筒づつに入れ、火の脇わきに差し込む。いそいそと最後の仕上げをしようとしていたら、白夜から「おい」と、慌あわてたように止められた。

「こらこら、待て待て。お前、何を入れようとしている」

「え、何って。持参した携けい帯たい食しよくです。兵ひよう糧ろう丸がんという」

　宇太が懐ふところから取り出して竹筒に入れようとしたのは、忍び隊に伝わる丸く小さな団子状の携帯食しよく糧りようだった。糒よりうんと栄養価が高い、とっておきの食糧だ。

　味はちょっとあまり……いやだいぶ微び妙みようだが、とにかく栄養がある。それに宇太は、兵糧丸の味が嫌きらいではなかった。まずいけど、たまに無む性しように食べたくなるのだ。

　雑炊に入れたらどんな味になるのか、興味がある。

「薄雲様が戦の折に開発したものです。もともと忍びの間に伝わる携帯食を改良したとか」

「知ってる。よく知っているぞ。俺も昔、薄雲のやつにさんざん食わされたからな」

「そうでしたか。飢き渇かつ丸がんと水すい渇かつ丸がんも持ち合わせがありますが」

　水渇丸は喉のどの渇かわきを和やわらげるためのものなので、雑炊には向かない。飢渇丸は生薬の薬効があるので、そのまま食べたほうがいい。でも白夜が喜ぶなら入れようかな、と、竹筒に入れようとしたら、「待て、早まるな」と、止められた。

「そのくそまずい団子を入れたら、雑炊がクソマズ団子味になる」

「でも、栄養がありますよ。炊いたら美味おいしくなるかも」

　名残なごり惜おしく思って食い下がると、「いいから、それはしまいなさい」と、丁てい寧ねいに諭さとされた。

　白夜は兵糧丸の味が好きではないらしい。まあ、忍び隊でも宇太以外、これが好きな隊員はいないのだが。

　そうしているうちに雑炊ができ、肉も焼けて、二人で久々の温かい食事を堪たん能のうした。山鳥の肉は歯ごたえがあり、脂あぶらが乗っていて美味しかった。

　食事を終えると白夜は、「軟なん膏こう薬を持っているか」と宇太に尋ねた。

「どこかお怪け我がを？」

　気がつかなかった。ひやりとすると、白夜はそんな宇太をなだめるように、「俺じゃない」と優やさしく言った。

「お前の手だ。切り傷がたくさんできていただろう。今日、岩場をたくさん駆かけたからな」

　白夜の言うとおり、宇太の手にはたくさんの傷があった。狸たぬきの肉球は狼おおかみのそれより小さくて柔やわらかい。白夜に離されまいと必死に駆けているうちに、あちこち切ってしまったのだ。

「……申し訳ありません」

　宇太はうつむいて、唇くちびるを嚙かんだ。恥はずかしい。ただ山を駆けただけで傷だらけになるなんて、忍び失格だ。

「どうして謝る。謝ることはない。いいから、軟膏薬を出してみろ」

　白夜は優しい声で言い、宇太は言われた通り、荷物の中から軟膏薬を出した。白夜は宇太からそれを取り上げる。

「手を出せ。塗ぬってやる」

　宇太はびっくりした。白夜に、王に薬を塗らせるなんて。

「い、いいです。自分でできます」

　遠えん慮りよしたのだが、白夜は「いいから」と、強ごう引いんに宇太の手を取って軟膏を塗り始めた。

　優しく丁寧に、大きな手が宇太の手を撫なでる。

　宇太は白夜に拾われた頃ころよりうんと大きくなったけれど、白夜の手は大きいままだ。子供の頃はその大きな手で撫でられるとホッとしたのに、今はなぜかドキドキした。

「この小さな手で、よく俺に付いて来られたな」

　軟膏薬を塗りながら、白夜が感心した声こわ色いろでつぶやいた。

「俺は、試験に合格したのでしょうか」

　そう言ったのは、ただの思いつきだった。だが白夜の言葉に、ふと閃ひらめくものがあった。

「今回の旅は、何かの試験だったのではないですか」

　白夜の目が、こちらを探さぐるように細められた。

「なぜそう思う」

「え、なぜって……」

　ふと思いついただけだ。でも、振ふり返ってみると旅が始まった時から、薄雲と白夜だけで何かを心得ているように感じられた。

　一の組とはいえ、よりにもよって一番下したっ端ぱ二人だけを供に据すえるのも、普ふ通つうの任務とは思えない。

　薄雲を同行させたのは、万が一に何か起こった場合の補ほ佐さか、もしくは試験官の役割を担になっていたのか。

　宇太は思いつく言葉をつらつらと口にした。

「でも、そうすると先ほどの敵も仕込みだったのでしょうか。強い殺気を感じましたが」

　その殺気が息いき遣づかいに出て、宇太たちは敵てき襲しゆうにいち早く気づいた。

　相手は忍しのびか、ただの兵士か。忍びだったとしても、手て練だれではないだろう。これが一の組の忍びなら、殺気で気取られるようなへまはしない。

　そこまで言って白夜を見る。けれど相手はただ、にやりと楽しそうに笑っただけだ。

「腹がくちくなったから、だるいな。もう休むか」

　答えてくれないのだろうか。白夜は狼の姿になると、後ろ足で土を蹴けり上げ、焚たき火びを消してしまった。

「あっ」

『不ふ寝しん番ばんは必要ない。獣けもの姿で寄り添そって寝ねれば、火がなくても暖かいだろう』

　確かに、毛皮を寄せ合って眠ねむれば暖かいが、そんなことをするのは家族くらいだ。忍び隊だって、冬の雪山訓練でもなければ獣姿で寄り添って寝たりはしない。

　けれど火は消されてしまったし、王の言うことは絶対である。

　それに、ごろりと横になった白夜の白く立派な毛皮はモフモフのふかふかだ。あれに埋うもれて寝たら、どんなに気持ちがいいだろう。

　誘ゆう惑わくに逆らえず、宇太は狸に変わった。おずおずと狼のそばに寄る。

『もっとくっつかないと、暖かくない』

　足元にそっと横たわると、白夜は獣の親が子にするみたいに、宇太の首の後ろを咥くわえて自分の腹の辺りに運んだ。それから宇太の身体からだを包むように丸くなる。

『わ』

　宇太は驚おどろき、それからすぐ、その暖かさと毛皮の心ここ地ちよさにふにゃりととろけてしまった。

　風ふ呂ろに浸つかった時のような気持ちのよさだ。白夜の腹の毛は、背中よりうんと柔らかく、綿毛のような肌はだ触ざわりだった。

『びゃ、白夜様。これは駄だ目めです。これはいけません』

　もっふりとした狼の腹にうずもれながら、狸は弱々しい声を上げた。

『どうした。寝心地が悪いか』

『その反対です。気持ちが良すぎて、熟じゆく睡すいしてしまいます。敵にいつ襲おそわれるかもしれない野営でこんな……。それに、これではもしもの場合、白夜様が俺の盾たてになってしまいます』

　敵襲を受けた時の、矢の雨を思い出した。不意の攻こう撃げきがあった時、宇太が盾になるべきなのに、これでは白夜が危険に晒さらされてしまう。

『なんだ、そんなことか』

『それとも、やはり昼の敵襲は仕込みなのでしょうか』

　はぐらかされた話を、もう一度蒸むし返してみる。そうしながら、狼の腹から這はい出ようとしたのだが、前足が出たところでまた、くるんとひっくり返されて腹に抱だき込まれてしまった。

『こら、往おう生じよう際ぎわが悪いな』

『だ、だって』

　こんなのはおかしい。王の護衛が、王に包くるまれて寝るなんて。

『俺が拾った子供だというのに、堅かた苦くるしい奴やつだ。薄雲に似てしまったな』

　白夜はぼやいて、それから『大だい丈じよう夫ぶだ』と、真面目まじめな声で諭した。

『この姿なら、人より機き敏びんに動ける。お前も俺に抱かれて眠ったくらいで、勘かんが鈍にぶることはないだろう？』

『それは、そうですけど』

　でも、自分が守られているようで落ち着かないのだ。

　モゾモゾしていたが、白夜が宇太の頭の上に顎あごを乗せてきたので、身動きが取れなくなった。

『白夜様、重いです』

『敵はたぶん、ここには来ないから安心しろ。薄雲と二手に分かれたからな。そうあちこちに人を割さけるほどの手勢ではないと見ている』

『では、やはり』

『昼の敵襲は、仕込みではないがな』

　つぶやくように、白夜が言った。それから宇太に乗せていた顎を下ろし、ゆったり横になる。宇太も諦あきらめて、白夜の腹の中で丸まった。

　顔だけが腹から出る格好になる。端はたから見ればさぞ滑こつ稽けいだろうが、この場には宇太と白夜以外、誰だれもいなかった。

『お前の推察どおり、この旅は試験の役目もあった』

　腹にぴったりとくっついているので、白夜の声が身体に響ひびく。低い声は耳に心地いい。毛皮の暖かさと旅の疲つかれもあって、気を緩ゆるめるとたちまち眠ってしまいそうだった。

『試験と言っても、半分は口実なのだがな。俺は今までも時々、こうしてお忍びで旅に出ていた。忍び隊一の組の、一部の者を従えて』

　やはり、そうだったのか。忍び隊はたとえ仲間内でも、任務のことは話さない。白夜が閨ねやでどう過ごしているのか、昼間はどこで何をしているのか、護衛に付いた当人しか知り得ないのだった。

　秘密はよく守られている。だからこそ今までも、王が城を抜ぬけて旅をしているなど、噂うわさにのぼることすらなかったのだ。

『俺はどうも、ひと所にじっとしているのが苦手でな。それに、たまにうんと遠くへ行きたくなるのだ』　>>>♥

　だから、旅に出るというのか。

『薄雲様のため息が増えるのも、わかる気がします』

　言いながら思わず、薄雲とよく似たため息が出てしまった。白夜がくつくつと愉ゆ快かいそうに笑い、その振しん動どうが腹から伝わってくる。

『いちおう言っておくが、そう頻ひん々ぴんと出歩いているわけではないぞ。この前旅に出たのは、もう四年ほど前になるか。今の一の組組長と出かけた。その前は六年前かな。今の隊長を伴ともなった』

　今の忍び隊の隊長は、その前は一の組の組長だった。隊長だった薄雲が長老になって忍び隊を抜けたので、彼が隊長になったのである。

『では、現一の組組長が、次の隊長になるということですか』

『その候補だな。薄雲と同等……とは、なかなかいかないが、忍びとして優ゆう秀しゆうであるという以外に、忍びたちをまとめる資質がなくてはならん』

　忍び隊の隊長は、すべての忍びを指揮する重要な役目だ。軍の大将に等しい。

　白夜より前の王たちにも代々、王に従う忍びはいたそうだが、隊を作り、一から四の組に組織したのは白夜が王になってからである。

　その忍び隊の初代隊長が薄雲で、彼は先の戦いくさで白夜の手となり足となり、さまざまな作戦で奇き襲しゆうや遊撃を行って数々の武功を立てた。

　そうした歴戦の将たる薄雲に比べると、他ほかの忍びたちがどうしても見み劣おとりしてしまうのは、仕方のないことである。

『しかし、薄雲とて最初から完かん璧ぺきだったわけではない。今は未熟な忍びたちも日々成長している。さりとて時は有限。薄雲もいつまでも若くはないしな。だから忍びの中から才ある者を見つけ、早めに将としての教えを施ほどこそうと思ったわけだ』

　今の隊長は、薄雲とそれほど年は変わらないはずだ。一の組の組長はもう少し若い。こうして順じゆん繰ぐりに、下を育てているのだ。

『それで白夜様自ら、資質を試ためす旅に出ているということですか』

　事情はわかるが、ずいぶん型破りだ。宇太が言うと、また白夜の笑いが腹越ごしに響いた。

『忍びは王の手足。自分の手足を己おのれで確かめないでどうする。……と、まあ、これは半分、大義名分ではあるが』

　宇太もまた、ため息をつく。

『もう半分は、白夜様が旅に出たかっただけ……なんですよね』

『その通り。宇太は聡さといな』

　軽けい薄はくな口調で言うから、呆あきれてしまう。でも、憎にくみきれないのが白夜のずるいところだ。宇太だけでない、薄雲や他の長老たちも、何だかんだ言って白夜を好ましく思っている。

　白夜以前の王を宇太は知らないけれど、ここまで人々から愛される王は、そういないのではないだろうか。

　そんな王の忍びであることが誇ほこらしい。もっとも今は、王のふかふかの腹に埋もれていて、何とも締しまらない格好なのだが。

『それでは今回、王の旅のお供を任せられた俺と昆は、二人とも隊長候補ということなのでしょうか』

　腹に埋もれているついでに、この際だからと聞きづらいことも尋たずねてみた。

『隊長候補は、昆だけだ』

　そのとおりだと言われるのを期待していたのに、思わぬ答えが返ってきて、『えーっ』と不満の声を上げてしまった。

　あのいけ好かないションベン狐ぎつねより、自分が劣っていると思われているのが悔くやしい。それにあいつが隊長候補だなんて、世も末ではないか。

『昆なんて……俺のこと、糞くそを塗ぬりたくってるクソ狸だぬき、とか言う奴ですよ？　あのションベン狐。しかもあいつ、饅まん頭じゆうと偽いつわって、俺に泥どろ団子を食わせようとしたことがあるんです。忍にん法ぽうの研究とか言って』

　悔しいので告げ口してみたが、愉快そうに笑われてしまった。

『お前たちのことは昔から知ってるさ。相変わらず仲がいいんだな』

『どこが！』

　昆と仲良しなんて、ゾッとする。相手が王であることも忘れ、宇太はむきになった。

『お前と昆を見ていると、昔を思い出す。王になる前のことだ。俺にも好敵手がいた。出会った時は、なんていけ好かない奴だとお互たがいに思っていて、喧けん嘩かばかりしていた。戦が終わって互いに立場が変わり、遠く離はなれてしまったが、やり取りは続いている。今はいい友人だ』

　昔を懐なつかしむように、しみじみとした声だった。どんな顔をしているのだろうと、宇太は毛皮の中からそっと首を伸のばして白夜を見る。

　白はく狼ろうの金の瞳ひとみは、わずかに欠け始めた青白い月を向いていた。

　白夜に、昔むかし馴な染じみの友人がいた。初めて聞く話だ。いつどこで、知り合ったのだろう。

　彼の口ぶりからして、その昔馴染みは立場が同等の相手のようだが、王になる前も、白夜は十三番目とはいえ白の国の王子だった。

　王族以外に同じ立場の者はいない。遠く離れていると言うから、相手は異国の人なのかもしれない。

　白夜には謎なぞが多い。今、とっておきの秘話を打ち明けてもらった気がするが、謎はさらに増えるばかりだ。

　相手はどこの国の、なんという人物なのか。もっと深く聞きたかったが、月を見つめる白夜の横顔を見て、宇太が今尋ねても、彼は教えてくれないだろうと思った。

『あの、じゃあ俺は？』

　そういえば、と頭を切り替かえて聞いてみる。隊長候補が昆だけだというなら、宇太はなぜ今回、供に選ばれたのだろう。

『ん？　お前はまた、別の候補だな』

『それは何の候補かと、お尋ねしても？』

　窺うかがうと、白狼はちらりと流し目を宇太に寄よ越こした。

『秘密だ』

　いたずらっぽく、白夜は言った。ずるい、と宇太はむくれて相手を睨にらむ。

　半ば予想していた答えだが、そんな言い方をされると余計に気になる。

　でも、何かの候補であることは確かなのだ。なんだろう、と狸は首を傾かしげた。

『そのうち話してやる。無事に黒の国に着いたらな』

　そう、今回の旅は試験のためだが、敵てき襲しゆうは仕込みではないのだった。

　敵の狙ねらいは白夜だろう。誰かが王を狙っている。誰なのか。

『もう休もう』

　心当たりはないか、白夜に尋ねたかったが、そうする前に王は目を閉じてしまった。

　宇太も、もう眠ねむかった。白夜の毛皮は本当にぬくぬくしている。

　ここで王の護衛は自分しかいないのだから、気を張り詰つめていなければと思うのに、自分の家にいるみたいにゆったりしてしまう。

　まぶたを閉じると、恐おそれていたとおり、ずぶずぶと眠りに沈しずんでしまった。










　山で敵襲を受けた時、その姿をちらりと見たが、どの敵も人の姿で覆ふく面めんをしていた。

　獣けもの姿と人姿、戦いの際にはそれぞれ一長一短ある。獣姿では人ほど器用に武器を扱あつかえず、どうしても接近戦になる。

　よって、弓矢での襲しゆう撃げきを考こう慮りよして人の姿だったとも考えられるが、宇太は敵が、素す性じようを隠かくすためだったのではないかと推測していた。

　獣の姿になれば、おのずと種族が知られてしまう。人の姿ならば、耳と尻しつ尾ぽを隠しておけば、容易に判別はつかない。

　だからあの敵は、同じ種族で形成された集団なのではないか。

　白の国の王城には、白夜が王になって以来、さまざまな種族が種の垣かき根ねを越こえて仕えている。しかし、種族同士の結束はいまだに固いし、子供は同じ種族間でしか生なせないこともあって、市し井せいの生活では、どうしても同じ種で固まる傾けい向こうにある。

　地方に行けば、王の名の下もとに民たみをまとめているのはその土地の豪ごう族ぞくたちで、彼らは一族で古くからその土地を支配してきた。

　種族が知られれば、どの土地の者かもわかってしまう。そういう単一種族の集団だったからこそ、人の姿で襲おそってきたのではないだろうか。

　そこまで考えたものの、それ以上のことはわからない。

　白夜はよく国を治めていると思うが、支配者に敵はつきものである。白の国内部の地方豪族か、黒の国や、周辺国の手の者である可能性もある。

「今日も獣姿で、一気に川下に行くぞ」

　翌朝、何事もなく目覚めると、白夜が言った。

「目立ちませんか」

　山から下りると、あちこちに人里がある。獣姿では、白夜は王族だと一目で知られてしまうのだ。命を狙われているその姿をさらすのは、危険ではないだろうか。

「ま、今さらだがな。昨日、あれだけ白狼の姿で駆かけ回ったのだ。敵にはもう、俺が直々に動いていると知られているだろう」

　それはそうだ。しかし、それならなおさら、白夜が派手に動くのは、みずから囮おとりになるようなものではないか。

「しかし、無む暗やみに村々の者を驚おどろかせることもないかな。人里に近くなったら、人の姿になる」

　こちらが内心で納なつ得とくしていないのを見て、白夜は付け加える。

「どこに村があるかわかっているから、まあ俺に任せておけ」

　宇太が地図でしか知らないこの地域を、白夜はよく知っているのだ。かなり詳くわしいようだから、十数年前の戦いくさで通った、というだけではなさそうだ。

「この辺りに、お詳しいのですね」

「自分の国のことだからな。それにこの辺は、去年も来たことがある」

「旅に出たのは、四年前と六年前だけではなかったのですか」

「旅はな。国内は視察でよく回る。その時、ついでに近きん隣りんの土地を巡めぐるのだ」

　確かに去年、地方の視察があった。でもここよりかなり離れた土地だったはずだ。それを白夜は、ついでに近隣を……なんて言い訳をして、かなり遠くまで巡っているらしい。

　ずっと忍しのび隊にいたのに、知らなかった。一の組の先せん輩ぱいたちは、さぞ振ふり回されていることだろう。

　でも宇太も、これから一の組で白夜に仕えるからには、この奔ほん放ぽうな王に必死でついて行かなければならないのだ。

　宇太は、疾しつ走そうする狼の首に、必死にしがみつく狸の姿を想像してしまった。慌あわててそれを振り払はらう。

　それから河の水で顔を洗い、食事の用意をしたりと、きびきび働いた。

　ぐっすり眠ったせいで、野宿続きとは思えないくらい体調がいい。昨晩は白夜の腹にうずもれて、夢も見ないで寝ねてしまった。

　訓練しているので、周囲に何か気配があれば目を覚ますはずだが、野営でこんなによく寝られたのは初めてだ。

　しかも、白夜よりも遅おそくに目が覚めてしまった。

　朝、目を覚ますと先に起きていた白夜がこちらを見ていて、金の優やさしい瞳と目が合った。

『よく眠れたようだな』

　いたずらっぽい声こわ音ねにドキッとし、それから朝あさ寝ね坊ぼうしたことが恥はずかしくて、ふかふかの毛皮から慌てて飛び出した。そんな宇太に、白夜はやっぱり笑っていたっけ。

（白夜様、ちょっと忍びに甘いんじゃないかなあ）

　優しい白夜の眼まな差ざしを思い出すと、くすぐったい気持ちになるけれど、主君より後に起きるなんて、護衛失格である。これが薄雲だったらちびるほど睨まれていたはずだ。

　薄雲と昆は、今いま頃ごろどの辺りにいるだろう。頭上に漂ただよう雲を見上げながら、宇太はふと思う。

　まだ白夜から、聞いていないことがたくさんある。

　昨日の話でわかったのは、この旅が半分、宇太と昆の力を試ためすための旅であること。それだけだ。

　山で襲ってきたのが、いずこの手勢か、何が狙いかもわからない。わからないまま、とにかく白夜と黒の国を目指している。

　河の水を沸わかした白さ湯ゆで身体からだを温め、糒ほしいを齧かじると、二人は獣姿で出発した。

　途と中ちゆう、先を走る白夜がするりと人に戻もどり、宇太もそれに倣ならう。河沿いにはいくつも集落が点在していた。

　その集落を縫ぬうようにして、二人は先へ先へと進む。今日は平地で、昨日までの険しい山地に比べれば楽なはずだが、獣の姿で相変わらず疾走するのと、集落が近づくごとに頻ひん繁ぱんに変へん化げを繰くり返すので、やっぱり疲つかれる。

　それでも、田舎いなかの村落に住む人々の、平和な営みが垣かい間ま見みえて楽しかった。いろいろな種族が、それぞれ村を作って暮らしている。

　白夜は出発前、あらかじめ人の姿で布を頭に巻いて髪かみや尻尾を隠していた。

　この辺りは茶や黒っぽい被ひ毛もうの種族が多いのか、白はよく目立つ。そうでなくても余よ所そ者ものは珍めずらしく、村の外でも人に会うと、訝いぶかしげにジロジロと見られた。

　宇太は、白夜の正体が知られるのではないかと、そのたびにひやりとするのだが、白夜は素知らぬ素そ振ぶりで堂々と歩いていた。

　おまけにあちこちを眺ながめては、あの木の実は食えそうだとか、あの鳥は美しいだのと、物もの見み遊ゆ山さんにでも来たようだった。

　村人たちは堂々とした白夜の様子と二人の旅たび装しよう束ぞくを見て、最初は怪け訝げんそうに見るものの、すぐ何か納得したように視線を逸そらす。

　そうこうしているうちに、白夜の行く道は河から逸れ始めた。運河の船着き場は河を東に下った先にあり、白夜はそこを目指しているはずなのだが。

『白夜様、あの』

　方角がどんどんずれているのが気がかりで、獣姿で走りながら、我が慢まんできずに宇太は、前を走る白はく狼ろうに声をかけた。

　白夜は宇太の言いたいことがわかっているのだろう。ちらりとこちらを振り返り、

『ちょっと寄り道をする』

　とだけ言った。ただでさえ、運河を目指すのは遠回りなのだ。先を急がなくてはならないのではと思ったが、この頃には宇太も、白夜の奔放な行動に慣れ始めていた。

　型破りな彼だからこそ、若くして群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦の時代を勝ち抜ぬいてきたのだろうし、今も家来たちに慕したわれているのだ。自由奔放こそ白夜の長所だ。たぶん……いや、きっとそうだ。

　頭の中でちらりと、薄雲がうんざりしたように首を横に振る姿が思い浮うかんだが、宇太は王を信じてついて行くだけである。

　白夜がまた、人の姿になった。宇太もそれに続き、しばらく歩くと集落に行き当たった。

（あ、狸たぬき）

　広々と続く畑の中に、ぽつぽつと畑仕事に勤いそしむ村人の姿が見える。頭にほっかむりをしていて耳は見えないが、彼らの着物の裾すそから覗のぞく尻尾はみな、黒くて丸く、ぽってりしていた。

　ここは、黒狸の村なのだ。

「十五年前にお前を拾ったのは、ちょうどこの辺りだ」

　そう気づくと同時に、遠くの山を見つめながら白夜が言った。宇太は息を吞のむ。それから、ぐるりと周囲を見回した。

　そこにはただ、のどかな農村が広がっている。白夜に出会った当時の焼け野原と少しも重なる場所がなくて、白夜がそうだと言わなければ、とても同じ場所だとは信じられなかった。

「ここが……」

「この一帯には昔、黒狸族の集落がいくつもあった。戦で焼けて、生き残った者たちがこの辺りに集まって新しい村を作ったのだ。お前の肉親が生きているかどうかは、わからん。すまぬ」

　宇太はびっくりして首を横に振った。なぜ白夜が謝るのか。

「今まで、お前の肉親を捜さがすことをしてやらなかった。あの場で親が生きていたとは思えないし、戦が終わってもしばらく、この辺りは貧しかったから」

　たとえ肉親が生きていたとして、親のいない幼い子を預けられても育てきれないだろう。そう判断してのことだ。

「だが、捜すくらいはしてやればよかったと思ってな」

　白夜の視線の先に、母親が幼い子の手を引いて歩く姿があった。親がなく、修しゆ業ぎように明け暮れた宇太の境きよう遇ぐうとを比べて、不ふ憫びんに思っているのかもしれない。

　確かに修業は辛つらかった。でも薄雲は厳しいだけではなかったし、何より白夜がいて、忍びになるという目標があったのだ。

「俺は白夜様に拾われて、幸せでした。忍びになって良かったと思っています」

　それ以外の自分など、とても想像できない。宇太が言うと、遠くを見ていた白夜がこちらを振り返る。

　切れ長の美しい双そう眸ぼうを見つめて、きっぱり宇太は言った。

「もし過去に戻って、同族たちとのどかに暮らすか、辛い修業をして忍びになるか選べと言われても、俺はきっとまた忍びの道を選びます。忍びになって、白夜様にお仕えします。それが俺の幸せですから」

　白夜の瞳ひとみが大きく見開かれる。しばらく、まじろぎもせず宇太を見つめていたが、やがて目を伏ふせて小さく笑った。

「そうか。それが幸せか」

「はい」

　白夜の表情は、どこか安あん堵どしたように見えた。

　宇太が幸せかどうか。そんなことまで白夜は考えてくれていたのだ。嬉うれしくて、胸がじんわり温かくなった。

「お前はいつも迷いがないな」

　ゆっくり先へ歩きながら、白夜がつぶやいた。

「迷ってばかりですけど。でも、白夜様にお仕えすることに関しては迷いません」

　ふすっと鼻息を荒あらくして、宇太は答えた。白夜が笑う。

「そう。お前はいつだって真っすぐ、俺に付いてくる。真っ黒い大きな目を輝かがやかせてな。それが眩まぶしくて、同時にホッとする」

　自分のことをそんな風に思ってくれていたなんて、知らなかった。子供の頃ころ、白夜はたびたび宇太の前に顔を見せてくれたけれど、自分のことはほとんど話さなかった。

　彼の内面を聞くのは、これが初めてだ。

　もっと聞きたい。もっともっと、白夜のことを知りたい。

　彼の広い背中を見つめて歩きながら、宇太は胸が高鳴るのを感じた。こうして、間近でゆっくり白夜の姿を眺めるのは久しぶりである。

　昔、父親や兄のように慕った大きな背中が、今は少し違ちがって見える。すらりとしたその背に、ぴたりと抱だきつきたいような、腹の底がむずむず痒かゆくなるような、高こう揚ようを覚えるのだ。

（どうしたんだろう、俺）

　白夜から色街に通った話を聞かされた時の、切ないような気持ちもない交ぜになっている。

「どうした？」

　いつの間にか立ち止まっていたらしい。白夜が気づいて足を止めた。振ふり向いた彼の柔やわらかな眼まな差ざしに、また胸が切なくなる。

　この気持ちはなんだろう。ずっと、白夜を見つめていたいと思う。それから彼のことを聞きたい。今尋たずねたら、白夜はもっといろいろ話してくれる気がした。

「あの」

　勇気を出して話しかけた……のに、邪じや魔まが入ってしまった。甘やかな空気が霧む散さんしてしまい、宇太はイライラする。

（せっかくいい感じだったのに）

　どこからか、殺気を感じる。少し離はなれた土手からだと気づき、白夜に目配せした。

　白夜も気づいていたようだ。表情を変えずにうなずいた。

「行けるか」

「はい」

　答えると同時に身を翻ひるがえし、次の足が前に出る頃には狸に変わっていた。

　土手まで、矢のような速さで一気に駆かける。潜ひそんでいた相手が数すう拍はく遅おくれて我われに返り、慌あわてて逃にげ出そうとしたが、その時にはもう、宇太は敵に追いついていた。

　するりと人に戻もどって相手を摑つかまえる。

　敵は一人だ。宇太より大おお柄がらな男だったが、そんな相手でも忍しのびに伝わる柔じゆう術じゆつを使って難なく組み伏せた。

「何者だ」

　組み伏せた男は頭ず巾きんに袴はかま姿すがたで、耳も尻しつ尾ぽも隠かくしていた。頭巾を剝はぐと、黒く尖とがった耳が露あらわになる。その耳の形には、よく覚えがある。

　長老の一人、射干玉と同じ黒犬族だった。

「黒犬か」

　人の姿のままこちらに近づいてきた白夜が、男の姿を目にして言った。そこに驚おどろきはない。

「山で俺たちを襲おそったのも、お前たちだな」

　口調もまた、確信しているかのようだ。

「やはり、あの時の敵が何者かご存知だったのですか」

　宇太が尋ねると、「薄うす々うすな」と、今度は答えが返ってきた。

「射干玉から報告があったのだ」

「あの裏切り者めが！」

　射干玉の名が出た途と端たん、それまで黙だまっていた男が憎にく々にくしげに叫さけぶ。白夜は冷めた目で男を見下ろした。

「こちらからすれば、裏切り者はお前たちの方だがな」

　男は宇太に組み敷しかれたまま、殺気に満ちた目で白夜を睨にらむ。

「ふん。白狼など根絶やしにしてくれる。この土地は俺たちのものだ」

　昔、ここは黒犬族が治めていた。戦いくさで白の国に負けて、黒犬の豪ごう族ぞくたちは白夜の臣下となったのだ。

　でもそれは、宇太が子供の頃の話だ。黒犬族の首長は白の国によって処しよ刑けいされ、その息むす子こである射干玉が一族の長おさに就ついた。

　射干玉は種族間の和わ睦ぼくに尽じん力りよくしてよく地方を治め、その功績を買われて長老となった。今は射干玉の息子が長となってこの一帯を治めていると聞く。

　かつて敵の首長だった射干玉が、国の中ちゆう枢すうに取り立てられた。それを、黒犬一族の中には裏切りと見る者があるのだろう。

　しかし、射干玉とその上にいる白夜の統治によって、この一帯にも平和が訪おとずれたのは事実である。

　かつて焼け野原だった宇太の故郷は今、広い田畑が耕され、豊かな実りの土地となっている。

　なのにまた、戦をしようというのか。何のために？

　一族の誇ほこりか、あるいは何がしかの利益を目当てにしているのか。

　いずれにせよ、田畑を耕す人々には関かかわりのないことだろう。なのに一部の人間の誇りだか利益だかのために、戦の火を灯ともそうとしている。

　戦になれば、田畑は荒あらされる。人が懸けん命めいに築いてきた生活が一いつ瞬しゆんで奪うばわれる。

「宇太、もう放していいぞ」

　怒いかりがこみ上げてきた時、それを振り払はらうように白夜の声がした。宇太は驚く。

「ええっ？　でも」

　放したら、この男はすぐにでも白夜を殺そうとするだろう。

「敵の正体がわかれば、もうこいつに用はない。気絶させて、その辺に転がしておけ。殺さずとも、腰こし抜ぬけの負け犬どもが束になってかかったところで、俺は殺せない」

「貴様……っ」

　白夜の挑ちよう発はつに、男がカッとなってわめこうとする。宇太は後ろから男の首を絞しめて落とした。

　がっくりと、男の身体からだが弛し緩かんする。

「手足を縛しばって、どこか人目に付かない場所に捨てておけ」

　せっかく敵を捕とらえたのにそのまま放すとは、あまり納なつ得とくがいかないが、王の命令は絶対だ。

「はい。あ、しばしお待ちを」

　宇太は思いつき、テキパキと男の身ぐるみを剝いで全ぜん裸らにした。さらに剝いだ着物を使って男の四し肢しを縛る。

　足を大きく開かせて、手首と足首を一いつ緒しよに拘こう束そくする。性器も尻しりの穴も露わになって、なかなか卑ひ猥わいな格好である。ついでに口にくつわもしておいた。

「この男、なかなか気位が高そうでしたから。こうしておけば、そこらの村人にたやすく助けを呼べないでしょう」

「容よう赦しやがないな」

　白夜は、ちょっと気の毒そうに男を見た。しかし、王の命を狙ねらった不届き者を、命を取らずに許してやったのだ。宇太としては、これくらいでは生ぬるいと思う。

「尻の穴に、棒でも刺さしておいてやりましょうか。『私は尻の穴を弄いじられて悦よろこぶ卑いやしい犬です』って、炭かなんかで腹に落書きして」

　悪い顔で提案する宇太に、白夜は静かにかぶりを振った。

「どこでそういうのを覚えて……いや、それはやめておけ」

　忍び隊の先せん輩ぱいから見せられた春本に、そういうのがあったのだが。妙みよう案あんだと思ったのに、「行くぞ」と、白夜に急せかされた。

　二人は足早に村を抜ぬける。村の外れまで来て、宇太は一瞬だけ、後ろを振り返った。

　ちらりと胸に感かん慨がいが過よぎったからだ。

　ここは自分が生まれたかもしれない場所だ。そして、白夜と出会った場所。

「またいつか、来よう。今度はゆっくりと、襲われる心配のない時にな」

　宇太の心を読んだように、白夜が言う。かなうかどうかわからないが、白夜の気き遣づかいが嬉しかった。

「はい」

　村から外れると、二人は獣けものに変わって走り出す。

　進路は再び河へ戻っていた。白夜は、先ほどの村へ宇太を連れて行くために、道を逸それたのだ。

　そのことを思い、宇太の胸はまた甘く切なく疼うずくのだった。










　途と中ちゆうから獣姿のまま走り続けたおかげで、白夜と宇太はその日、日が暮れる前に運河の入り口に辿たどり着くことができた。

　宇太たちが下って来た河にもう一本、河が分ぶん岐きして流れている。それが運河の入り口で、そこには街が栄えていた。

　宇太たちは、白の国の河岸から、渡わたし船で向こう岸に渡った。そこはもう、黒の国だ。

　河が国境になっており、流れの緩ゆるい場所に渡しがある。この河は流れが急で水量もあるから、限られた場所以外、船を渡すことができないのだ。

　そういうことを、座学で学んで何となくは知っていたけれど、実際に自分の目で見てみると、また感じ方が違う。

　渡し船に乗るのも初めてで、宇太は、これは任務だと自分に言い聞かせながら、ついつい楽しんでしまった。

「水が流れているのに、上手うまく横に進みますねえ」

「そこが、船頭の腕うでの見せ所なんだろうな」

　宇太が感心しながら言うと、頭巾を巻いた白夜ものんびり答える。完全に物もの見み遊ゆ山さんだ。でもお忍びの旅だし、人に怪あやしまれないためにはこれでいいのだろう。

　船の乗り降りには、国を渡るための通行証が必要だが、これはあらかじめ用意してあった。

　本当ならもっと西側から、河に唯ゆい一いつ架かかる橋を渡って黒の国に入るつもりだった。

　日程は相変わらず遅おくれている。すぐにこのまま、運河を上って黒の国の王都へ行きたいところだが、運河の船は夕方には終わってしまう。

　宇太たちは、この街で一夜を過ごさなければならなかった。

「通商の要かなめとあって、宿もさまざまあるな。さて、どの宿にするか」

　船を降りた途端、白夜はソワソワと何かを探す様子であたりを見回した。それを見た宇太は、嫌いやな予感を覚える。

「お客さん。今夜の宿はお決まりですかい」

　渡し船の近くにぶらついていた黒くろ猫ねこの男が、長い尻尾を揺ゆらしながら近づいてきた。客引きだ。白夜が男をあしらわずに、むしろほくほく顔で応じたので、宇太の嫌な予感はますます大きくなった。

「白の国から来たんだが、この街に泊とまるのは初めてなんだ。風ふ呂ろのある宿がいいな」

「おっ。それなら、白に因ちなんで『初はつ雪ゆき』という宿はどうでしょう。ちょっと値は張りますが、いい風呂がありますよ。……もちろん、いい女も」

　男がそう言って意味深な笑いを浮うかべるのに、宇太は内心で「やっぱり」と、嘆たん息そくした。

　大きな街は宿もさまざまで、女を置くところもある。春をひさぐ女だ。そういうところは大たい抵てい、風呂があるので、「風呂のある宿」と言えば娼しよう妓ぎがいる宿を指す場合もあった。

「その宿の名は、聞いたことがあるぞ。かなり高級な宿だろう。噓うそか真まことか、あの黒の王も通ったとか通わないとか。昔取り寄せた、黒の国の旅の本に書いてあった」

　白夜は事情通を気取っているのか、やや得意げに応じる。すっかりその気である。

　いったい何をしに来たんだ。宇太は胸がモヤモヤと苦しくなるのを感じた。

　白夜が女好きなのは知っているし、自国でも足あし繁しげく通っていたのは知っている。昆ともそんな話をしていたし、黒の国に着いたら色街に繰くり出すつもりだと、半ば予想はしていた。

　わかっていたけれど、実際に白夜がそうした場所へ行こうとするのを目まの当たりにすると、どうにも嫌な気持ちがこみ上げてくる。

　一晩楽しむくらい、どうということはない。薄雲ならば、王の行動をいさめたかもしれないが、宇太はただ白夜を護衛するだけである。良いも悪いもない。

　なのにどうして、こんなに嫌な気持ちになるのだろう。

「よし、今夜は『初雪』にしよう。連れて行ってくれ。何しろ、こうやって自由に遊べるのも、今のうちだけなんだ」

　白夜が演じるのは、結けつ婚こんを目前に独身を満まん喫きつするお坊ぼつちゃん、といったところだろうか。軽けい薄はくな口調や青あお臭くさい表情を浮かべるなど、なかなかの演技なので宇太は内心で驚おどろいていた。

　客引きの男は心得たようにうなずいてから、ちらりと宇太を見る。すると、白夜が宇太の手を引いて抱だき寄せた。

「こいつにも、女を教えてやろうと思ってな」

「いえ、お、俺は、別にっ」

　見知らぬ女なんか抱きたくない。どこまでが白夜の演技なのかわからず、宇太は焦あせって真っ赤になった。

「この通り、俺の相手ばかりしていたから、女を知らんのだ」

　宇太が白夜の愛人だと、そういう設定なのだろう。こういう場合、どう反応すればいいのか。忍しのび隊では習っていなかった。

　白夜の顔が、息がかかるくらい近くにある。強く抱きこまれ、逞たくましい胸に頰ほおを押し付けられてどぎまぎした。

　そっと客引きを窺うかがうと、男は目を細めて意味深な笑えみを浮かべる。

「ほっほっ、『初雪』は温泉を引いておりまして。風呂は広く、三人でも楽しめますよ」

「お、俺はそういうのはっ」

「いいから行くぞ」

　抵てい抗こうしてみたが、白夜は強ごう引いんに宇太の肩かたを抱き、客引きについて歩き出した。

『初雪』は、街の目め抜ぬき通りから一歩奥に入った場所にある、建物からしてたいそう立派な宿だった。

　どこぞのお大だい尽じんのお屋や敷しきかと見まがうような門構えで、客引きに連れられて門をくぐった白夜は、慣れた様子で「これで泊まれる、一番いい部屋を頼たのむ」と、懐ふところから銀貨を取り出して店の者に見せた。宇太の肩を抱いたままである。

　銀貨は白の国のものではなく、黒の国の通貨だ。そんな大金を持って旅をしているとは思わなかった。

　店の番頭は銀貨を見てわずかに目を見開いた後、恭うやうやしく頭を下げて白夜と宇太を奥へと案内した。

　長い廊ろう下かがどこまでも続き、奥も相当な広さだとわかる。こんな立派な宿は、白の国の王都にもなかなかない。

　ここは運河の船場町とはいえ、黒の国の外れである。そんな辺境の街に、ここまで立派な宿があるのだから、黒の国の王都はどれほど栄えているのだろう。

　大国の一いつ端たんをこの目で見て、宇太は驚きを感じずにはいられなかった。

「こちらでございます。お風呂を先になさいますか」

　二人を奥まった部屋に案内して、初老の番頭は深々と頭を下げた。一晩で銀貨一枚の値段だけあって、広くて豪ごう華かな部屋だった。黒の国のしつらえを初めて見る宇太は、ついついキョロキョロと部屋を見回してしまう。

　白夜は懐から金を取り出し、心づけを番頭に握にぎらせた。

「いい部屋だ。風呂は後でいい。その前に食事がしたいな。食事と酒だ。せっかく白の国から山を三つも越こえて来たんだ。ここでしか食べられない物を食べさせてくれ」

　番頭が、白夜の言葉に小さく目を見開いた。すぐに伏ふせられ、また頭を下げる。

「それではごゆるりと。後ほど、女将おかみがご挨あい拶さつに伺うかがわせていただきます」

「ああ。よろしく頼む」

　番頭は恭しく礼をして去っていった。風呂というのは、女付きの風呂だろうか。後でと言われてとりあえず、宇太はホッとした。

　それから気を取り直し、部屋中を見て回る。好こう奇き心しんからではなく、これも護衛の仕事だ。

　王がくつろぐ部屋に怪しいものがないか、曲くせ者ものが忍び込む隙すきがないかを確かく認にんするのである。

　宇太が丹たん念ねんに見て回る間に、白夜は旅の装しよう束ぞくを脱ぬいで着物一枚になっていた。宇太もそれに倣ならう。すると、部屋の外に人の気配があり、「失礼いたします」と、女の声がした。

「『初雪』の女将でございます。ご挨拶に伺いました」

　先ほど番頭が言っていたが、もう来たのだ。いい宿はこうして、女将が直々に客へ挨拶をするらしい。

　白夜の許可を得て、宇太が部屋の扉とびらを開けた。現れたのは、五十がらみの白びやつ狐この女だった。

「女将の初はつ雪ゆきと申します」

　宿の名は、女将自身の名から取ったものらしい。

　戸口で恭しく頭を下げる女は、年がいっているにもかかわらず、たおやかで美しかった。若い頃ころはどれほどの美び貌ぼうだったか。

　自分で茶を淹いれて飲んでいた白夜は、鷹おう揚ように「入れ」と答える。初雪はまた一つ頭を下げ、戸口をぴたりと閉めた。部屋の奥へ進もうとする。

　挨拶に来たのなら、戸口で済ませればいい。わざわざ戸を閉めて入ってこようとする女将に、宇太は警けい戒かいした。

「宇太、下がっていい。この女によ人にんは俺の知ち己きだ」

　白夜が言い、宇太は驚いて初雪を見た。女は綺き麗れいに化け粧しようをした顔で、にっこり微笑ほほえむ。

「お久しぶりにございます、白夜様。白夜様のご到とう着ちやくは聞いておりましたが、驚きました。こんなにお可愛かわいらしい供の方もご一いつ緒しよなんて」

「ああ。俺の忍びだ。薄雲の直じき弟で子しで、一の組の者よ」

　初雪が言えば、白夜もくつろいだ声こわ音ねで言う。初雪が「この若さで一の組の」と、驚いている。薄雲の名も知っていて、白の国の忍びにも詳くわしいようだ。初雪は、何者なのか。

　先ほど白夜は、番頭に心づけを渡わたす際、「白の国から山を三つも越えて来た」と言っていた。

　ここまで険しい山を越えて来るのは、今回のように人目を忍ぶ旅くらいで、白夜がそれをわざわざ他人に口にするなんて、おかしいと思っていたのだ。

　あれは白夜が現れたこと、女将を呼ぶための符ふ丁ちようだったのかもしれない。

　女将は今、白夜がここに来ることを聞いていた、と言っていた。誰だれから聞いたのか知らないが、白夜は最初からこの宿に泊まる予定だった。

　船着き場でお上りさんよろしくキョロキョロしていたのは、客引きの目を向けるためだろうか。『初雪』は有名な高級宿だから、いい宿を頼むと言えばまず、客引きはそこへ連れて行く。

　客引きに連れられて宿に行けば、周りからは一いち見げん客きやくのように見える。

　この旅の白夜の目的は、本当はどこにあるのだろう。どこまでが思いつきで、どこからが計算なのか。わからないことだらけだ。

　事情のわからない宇太をよそに、白夜と初雪は二人で密談を始めた。










「このところ、斑ぶち猫ねこ族の一味に動きがあると、我が手の者から報告を受けておりました」

　初雪が口火を切るのを、宇太は意味がわからないまでも、一言も逃のがすまいと聞いていた。

「斑猫族は、かつてこの一帯を治めていた部族です。先の戦いくさの折、黒の国に敗れて衰すい退たいしました。首長の一族もほうぼうへ散り散りになったはずですが、一部はこの船場町に残って、主に船での商あきないに従事しております」

　初雪が説明してくれるのは、過去の事情に疎うとい宇太のためだろう。宇太は初雪に小さく首しゆ肯こうして、その気き遣づかいに応じた。

「中でも貿易の手を広げて大きくなったのが、首長の血族に連なる我が乱らんという男です。血族と言っても、今はゴロツキを束ねるヤクザのようになっておりますが。それでもかつては、我乱も軍を率いて黒の国と戦っていたのは事実です。その我乱の配下の者たちが、頻ひん繁ぱんに無許可の船を出しておりました」

　運河の航行には黒の国の許可が、白の国と行き来するには白の国の許可が必要だが、そうした許可を得ず、斑猫族の我乱は秘ひ密みつ裏りに船を航行しているというのだ。それも頻繁に。

「我乱一派の白の国への動きを追いまして、つい先ごろ、黒犬族との繫つながりを突つき止めました」

　あっ、と宇太は思わず声を上げる。この船場町に来たのは、白夜のほんの気まぐれかと思ったのに、ちゃんと繫がりがあった。

　白の国で何やら企たくらんでいるらしい黒犬族と、その対岸にいる斑猫族が結けつ託たくしていたとは。

「ただ、何の目的で繫がっているのか、そこまではまだわかりません。それをあの方にご報告した後、すぐその返事に、白夜様がこちらに来られると書かれてあったのでございます」

「急なことですまなかったな。なるほど、斑猫族の我乱が黒犬族と繫がっていたか。こちらの国内では、黒犬が動いているという情報があったのだ。実際、この旅に出て二度ほど、黒犬に命を狙ねらわれた」

「斑猫族も黒犬族も、先の戦の遺い恨こんがありましょうが。今いま頃ごろ、なぜ」

「その辺りのことは今頃、薄雲とその部下が調べているはずだ」

　宇太はハッとした。薄雲の部下とは、昆のことではないだろうか。

　薄雲は今頃、黒犬族と斑猫族の調査を行いつつ、昆の隊長候補としての資質を見み極きわめているのだろう。

「すまないが、黒犬の件を早はや文ぶみであいつに伝えてくれ。当初の予定通り、俺たちは独自に動かせてもらう、とも」

　白夜が初雪に言った。初雪は心得ているらしく、目礼して応じた。

　それから表情を明るく変えて、「それでは」と、暇いとまを告げる。

「間もなく料理を運ばせますので、どうぞごゆるりとお過ごしくださいませ。お風ふ呂ろは浴場がございますが、このお部屋にも小さなものがついております」

「ほう、さすがだな。ゆっくりしたいから、部屋の風呂を使おうか」

　初雪が女将の顔になると、白夜も客の顔で期待の色を浮うかべた。

　風呂、と聞いて、宇太は思わず耳がぴくりと動く。部屋風呂は見回りをした時に目にしたが、なかなか広かった。銀貨一枚では安いくらい、贅ぜい沢たくな造りだ。

　ただ風呂に入るだけなら心が躍おどるのだが、機き嫌げんの良さそうな白夜の顔を見ていると、不安が頭をもたげる。

「余興もご用意しておりますが」

　意味深な女将の言葉に、むむむ、と宇太の眉み間けんに皺しわが寄った。余興とはむろん、女のことだろう。

　そんな宇太を、白夜は面おも白しろがるようにちらりと横目で見る。それから酒を飲むように、ぐいっとお茶を飲み干した。

「いや、余興はいらん。今こ宵よいはこいつとゆっくりしよう」

　宇太は驚おどろいた。女将も意外そうに目を見開いている。すこぶる楽しみにしている風だったのに、女を呼ばないなんて。宇太が嫌いやがっていたからだろうか。

「あの、俺のことでしたらお気になさらず。目に入らぬところに控ひかえております」

　本当はとてもすごく嫌だけど、白夜に気を遣わせるわけにはいかない。宇太が言ったが、白夜は「いや」と、笑いを含ふくんだ顔で首を振ふった。

「俺は、言うほど女遊びはしていないぞ」

「そうでしたかしら」

　すかさず初雪が言う。白夜は軽く女将おかみをねめつけた。

「遊んでいたのは昔の話だ。うんと昔のな。もう何年も女と遊んでないんだぞ。色街には行くが、娼しよう妓ぎとは寝ねていない。ただ飲んで騒さわぐだけだ」

　白夜は、自じ慢まんすることでもないのに胸を張って言う。それなら、色街に行く必要はないのではないか。

「娼妓にとっては、良いお客でございますね」

　初雪が、子供を褒ほめるような優やさしい声で言う。そうだろう、と白夜がまた胸を反らすのがちょっと可愛い、などと思ってしまった。

　白夜の戯たわ言ごとはともかく、今夜は女を呼ばないのだ。宇太はホッとした。

　女将が不意に、くすりと笑う。

「では、この方が……」

　何か小さくつぶやいたが、独り言なのか、言葉の最後のほうは聞き取りづらかった。

　白夜は女将の言葉など聞こえない素そ振ぶりで、新しいお茶を淹れていた。

「それでは失礼いたします」

　初雪は、にっこりと綺麗な微笑みを向けて、静かに去っていった。

　宇太は彼女の言葉の意味がよくわからず、首を傾かしげる。

　──では、この方が、白夜様のイチリンソウなのでございますね。

　イチリンソウは、一輪草だろうか。あの、野に咲さく白い花の。

　そこまで考えて宇太は、ふと唐とう突とつに、宿舎で仲間たちが話していた言葉を思い出した。

　──白夜様が、『花』を娶めとられるかもしれない。

　どうしてそれを思い出したのか。あまりにも突飛な連想に、宇太は自分で自分に呆あきれてしまった。

　自分が『花』、白夜の伴はん侶りよになるなんて、想像するだけでも馬ば鹿かげた話だ。

（俺は浮かれてるんだ）

　今夜、白夜が女を呼ばず、宇太と二人で過ごすと言ってくれたから。もう何年も女遊びはしていないと、誰にともなく言い訳するのを聞いたから。

（気を引き締しめないと）

　ひとりでににまにましそうになって、ぎゅっと口元を結ぶ。そんな宇太を、白夜は面白そうに見つめていた。
















　間もなく運ばれてきた食事は、どれも宇太が食べたことのないような豪ごう勢せいなものだった。

　河のものから山のものまで、さまざまだ。

　野営でもないのに白夜と並んで食事をすることに、最初は遠えん慮りよした宇太だったが、「二人しかいないんだから気き兼がねするな」と、白夜に言われて、おずおず箸はしを取った。

　料理は見み映ばえだけでなく、味もよかった。つい、ばくばくと食べてしまう。

「すごい。お肉がこんなに柔やわらかいなんて。こっちの煮に魚ざかなも薄うす味あじなのに、すごく美味おいしいです。俺、こんなに美味しいもの初めてです」

「良かったな」

　白夜は料理に手を付けながら、酒も楽しんでいた。

「お前も飲め」

「いえ、俺は任務中ですから」

　勧すすめられて、きっぱり断る。それでも一杯ぱいだけ、と言われて盃さかずき一杯だけ、お酒を飲んだ。

　黒の国の酒は、白の国でよく飲まれる濁にごり酒とは違ちがい、真水のように澄すんでいて、それでいて喉のどが焼けるくらい強かった。

　一口飲んでケホッと咽むせた宇太を、白夜は楽しそうにクスクス笑う。

「この旅では、お前にも色々見せたいと思っていたんだ。普ふ段だんの忍しのびの務めでは見られない物を見て、匂においを嗅かいで、舌で味わってほしいとな」

「……どうして」

　それではまるで、宇太のための旅ではないか。昆が隊長候補であるように、宇太も何かの候補なのだと言われたが、そのことと関係があるのだろうか。

「人に聞いて知るのとこの目で見るのとでは、感じ方も違うだろう。書を読んで学ぶことも大切だが、世界を肌はだで感じることも大切だ。少なくとも俺はそうしてきた」

　白夜の答えは、宇太が本当に知りたいことから逸それていたが、この旅が宇太を学ばせる目的も含んでいるのだと、理解できた。

　かつて白夜がしたのと同じように、自分の目で世界を見て感じる。その先に何があるのか、まだ宇太にはわからないが、実際に体験することが重要なのはわかる。

　戦いくさで策を立てるのも、政まつりごとを行う時も、その向こうには生身の人がいる。自然の息いき遣づかいがある。

　実際に自分の目で見なければ、気づけないこともあるだろう。

　そこまで考えて、白夜が自分に途と方ほうもなく大きな期待をかけているような気がしてきた。

　白夜は宇太の中に何かの可能性を見み出いだして、この旅に連れ出してくれたのだ。自分は果たして、その期待に応こたえることができるだろうか。

（いや、できるかどうかじゃない。やるんだ）

　忍びを目指した時のように、一の組に上がるために努力したように。それで白夜のそばにいられるのなら、頑がん張ばるまでだ。

「お前の忍びとしてのこれからの課題は、思ってることを表に出さないことだな」

　心の中で密ひそかに決意をしていたつもりだったのに、向かいで酒を飲む白夜から、そんなことを言われた。

　えっ、と思わず顔に手をやる。

「そんなに表に出てましたか」

「ああ。けどまあ、今はいいか。俺とお前の二人きりだ。薄雲みたいに無表情でも困るしな。二人の時は、今まで通りでいい」

　はい、と返事をしたものの、そんなに出ていたかと顔をさする。

　美味しくて豪ごう華かな食事にお腹なかが膨ふくれた後は、部屋付きの温泉が待っている。

　本来、忍びは王のそばに控えるだけで、自分も風呂でゆっくりなんてとてもできない。そのはずなのだが、

「宇太は温泉は初めてだろう。疲つかれが取れるぞ」

　と、食事の時に言われていたので、内心で楽しみにしていた。

　さっき内風呂も点検したけれど、広くて清潔でいい匂いがしたのだ。

　いつも風呂と言ったら、宿舎の決して大きくない共同風呂で、むさ苦しい仲間たちと一いつ緒しよにせわしなく入るだけだった。

（白夜様の入ったお風呂に入るなんて、恐おそれ多いけど。これはそう、修しゆ業ぎようのうちだ）

　ニヤニヤしそうになるのをこらえていたら、白夜から「入るぞ」と言われた。

　当然、白夜が入って、自分は見張りをするのだと思っていた。

　部屋の風呂は露ろ天てんではなく屋内にあって、部屋の中からしか出入りできない。外から曲くせ者ものが忍び込む隙すきはないので、護衛は風ふ呂ろの戸口で控えるのがいいだろうと考えていたのだ。

「何をしてる。お前も入れ」

　ところが何を思ったのか、白夜は風呂の中から手招きをしてきた。

「は、はあ。外で見張ろうと思ったのですが」

「見張りはいい。お前も脱ぬぐんだ」

「え、ええっ」

「背中を洗ってくれ」

　そう言われて、ギクシャクしながら中に入った。そういうのは、城では専用の侍じ従じゆうがやるはずだ。

「そちらの作法には詳くわしくないので、ぶ、不調法をしたら申し訳ありません」

「人の腹に包くるまって寝ておいて、今さら不調法もないだろう」

　硬かたくなる宇太を見て、白夜は面おも白しろがるように言った。その間に、ぽんぽんと着物を脱いでいく。あっという間に下着まで取り去るので、宇太は思わず背を向けた。

「あ、あれは白夜様が……」

　一緒に寝ろと言うから寝たのに。いや、寝たというのはそういう意味ではないが。

　すぐそばに白夜の裸ら体たいがあると思うと、頭がとっ散らかってしまう。

「そうそう。俺が命じたからだ。今も俺が命じてるだろう。とっとと服を脱げ」

　背中を擦こするだけなら服は脱がなくてもいいのだが、これも命令だというのだ。宇太は顔を赤くしながら着物を脱いだ。

　その間に、白夜は手て桶おけで温泉のお湯を汲くんでざぶざぶ自分にかけている。裸はだかになった宇太がおずおず近づくと、「もっとこっちに来い」と言われ、手桶のお湯を宇太にかけてくれた。

「うつむいてばかりいると転ぶぞ。昔、俺が風呂に入れてやった時も転んだんだ」

「えっ」

　思わぬ言葉に、驚おどろいて顔を上げた。白夜と風呂に入った記き憶おくなどない。

　宇太が目を見開いていると、白夜は「そうか、覚えてないか」と、遠い目をした。

「お前を拾った後、垢あかと虱しらみだらけだったお前を俺が洗ってやったんだ」

　少しも覚えていない。白夜に風呂に入れてもらったなんて、絶対に忘れたくないことなのに。

「あまり風呂に入ったことがなかったんだろう。やせ細った身体からだで、ぷるぷる震ふるえていた。いくら洗っても湯が真っ黒で」

「覚えていないこととはいえ、も、申し訳ありません」

「なにを謝る。覚えてないのも仕方がない。小さかったし、その前に色々あっただろうからな。お前は震えながらも、じっと俺のされるままになっていた」

　ざぶんとまた湯をかけた後、白夜は宇太に背を向けて胡坐あぐらをかく。宇太は宿の用意した手て拭ぬぐいを手に取った。

　幼い頃ころは覚えていないので、白夜の裸を見るのは初めてだ。身体のあちこちに、古い戦の傷があった。

　矢傷に刀傷、火傷やけどの痕あともある。薄雲にも戦の古傷はあるが、これほどではなかった。

　白夜は強い。きっと薄雲より、どんな手て練だれより強い。そんな白夜がここまで傷を負うほど、戦は苛か烈れつだったのだ。

　そして、白夜たちが身体中に傷を纏まといながら戦ったからこそ、今の平安がある。

　宇太はそっと、労いたわるように背中を手拭いで擦った。

「何度も洗ってようやく綺き麗れいになって、身体を拭ふいてやったんだ。そうしたら、俺の手の中で子こ狸だぬきに変わって、そのまま眠ねむってしまった。これくらい小さかった」

　子供が眠くなると、獣けもの姿に変わるのはよくある話だ。白夜は小さかったと言いながら、両手で丸の形をこしらえて見せた。一口饅まん頭じゆうほどしかない。

「もう少し……大きかったんじゃないでしょうか」

　いくら子狸でも、もっと大きいと思う。しかし白夜は「いや、これくらいだ」と言う。

「あの頃を思えば大きくなった。皮も剝むけてるし」

「どこを見てるんですか！」

　つい大きな声で怒ど鳴なってしまった。王としては本当に素す晴ばらしい人なのに、こういう下世話な話をする時は、忍びの仲間と大して変わらない。すぐいやらしい話をするのだ。

「ここの女将おかみとお知り合いだったのですね」

　気安い雰ふん囲い気きになったので、疑問に思ったことを尋たずねてみる。

「なんだ。妬やいてるのか」

　笑いを含ふくんだ声でそんな言葉が返ってきて、「妬いてませんっ」とまた声を張り上げる羽目になった。

　やはり聞くべきではなかったか。宇太の立場でいちいち、王に物を尋ねるのは僭せん越えつだ。

　黙だまって背中を擦り、真っ白な尻しつ尾ぽにもお湯をかけて丁てい寧ねいに洗った。白夜の尻尾は、お湯をかけても貧ひん相そうに見えない。

　宇太の尻尾なんて普ふ段だんは丸いくせに、水に濡ぬれるとぺしょっとなってしまうのに。

「ああ、いい気持ちだ」

　頭を洗うように尻尾を洗っていると、白夜はうっとりした声で言った。ほうっとため息をつくのに、宇太も嬉うれしくなる。

「髪かみも洗いましょうか」

「うん」

　そこで身体を洗い終えると、白夜を湯船に浸つからせて、頭を縁へりにもたせ掛けてお湯をかけた。

　白夜は上を向いたまま、目をつぶってされるがままになっている。

　裸を見たのも初めてだが、こうして長いこと彼の顔を見るのも初めてだった。顔にお湯がかからないよう気を遣いながら、宇太はじっと白夜の美び貌ぼうを見つめる。やはり白夜は美しい。

「初雪の夫は、かつて俺の戦仲間だったんだ」

　白夜が目をつぶったまま、口を開いた。

「戦仲間？」

「そう、仲間だ。とはいえ、向こうとは親子ほど年が離はなれていて、俺は彼からさまざまなことを教わった。戦いくさのことも、そうでないことも」

　その声こわ音ねはしんみりとしていて、その男はもうこの世にいないのだろうことは、容易に想像できた。

　それにしても部下ではなく、仲間とは。白夜は謎なぞだらけだ。

　そんな宇太の胸の内を読んだわけでもないのだろうが、また白夜はぽつりと、新たな事実を口にした。

「白の国で内乱が起こる前、俺は武む者しや修しゆ行ぎようと称しようして国を出ていた。王位を継つぐこともない、気ままな身の上だったからな。国元にいても、王位に就つかない王族など飼い殺しにされるだけで不自由だ。外の世界を見てやろうと飛び出した」

　幼い頃から書をよく読み、また薄雲について武術を学んだ。世間のことも少しはわかったつもりだったし、自分は強いという驕おごりがあった。

　当時の白の国は小さくて、何もかもが古ふる臭くさく窮きゆう屈くつだった。周りは敵ばかりなのに、老いた父王は事実から目を逸そらし、色事ばかりに精を出している。

「俺は何のしがらみもない外の世界で、一旗揚あげようと思ったんだ。とんだ独りよがりだったと、すぐに気づいたがな」

　若き王子が思っている以上に、世界は厳しかったという。それでも、家出同然に城を飛び出したから、簡単に帰れる身でもない。

　それで傭よう兵へいとなり、黒の国に仕えたという。

「黒の国では今、乱波と呼ばれている、忍しのびの部隊だ。忍びと言っても、当時は腕うでに覚えがあるだけのはぐれ者、ならず者の集まりだった。俺もその一人だが」

「……黒の国に仕えていたのですか」

　傭兵になったのも驚きだが、敵国に王子が仕えていたなんて。あまりに型破りすぎて、啞あ然ぜんとしてしまう。

「敵と言っても、黒の国も当時は内乱で敵と味方に分かれていたからな。俺は今の国王、常闇の軍勢に雇やとわれて同じ黒の国を相手に戦っていたんだ。もっとも俺が傭兵になった当時、軍を率いていたのは常闇の腹はら違ちがいの兄で、あいつは俺と変わらない一いつ介かいの兵士だった。前に教えただろう。俺にもお前と昆のような、好敵手がいたと。あれが常闇だ」

「うう……ちょっと待ってください。頭が混乱して」

　次から次に信じられない事実を聞かされて、頭が追いつかない。

　白の国の内乱以前、白夜の過去は謎だった。それもそのはずだ。いくら今は和平を結んだとはいえ、かつての敵国で傭兵をやっていたなんて公おおやけにできない。

　しかも今の黒の国の王、常闇と親しい仲だったとは。

　白夜がさらに語った話によれば、常闇は白夜と同じく先王の十何番目かの息むす子こで、しかも庶しよ子しだったのだそうだ。

「二人とも境きよう遇ぐうが似ていたからかな。最初はぶつかっていたが、俺が軍を去る頃には、誰だれよりも親しい仲になった」

　初雪の夫と常闇と白夜は、黒の国の内乱で共に戦った仲間だった。休きゆう暇かの折には、白夜と常闇は初雪の夫に連れられて、彼の家で羽を休めることもあったそうだ。

　初雪は小さな料理屋をやっていて、夫の友人たちに美味おいしい料理を振ふる舞まってくれたという。

　その後、白の国で内乱が始まり、それに付け込むように周囲の国々が攻せめ込んで乱戦になると、白夜は故郷を救うべく国に戻もどった。

　ちょうど、黒の国の内乱に決着がついたのと、白夜の部下たちが白夜を慕したっていたのもあって、白夜は部下の傭兵を従えて帰郷したのである。

　薄雲をはじめ、白夜を擁ようする国の仲間たちと合流し、あとは宇太も知る通りだ。

「初雪の夫は、俺が軍を抜ぬける直前に戦で亡なくなった。息子が三人いたが、彼らもその後の斑ぶち猫ねこ族との紛ふん争そうに志願してみんな死んでしまったのだ」

　白の国と和平を結ぶのと時を同じくして紛争も終わり、黒の国も平和になったそうだが、初雪は夫も息子もみんななくしてしまった。

「女将は、黒の国の王の間かん諜ちようなのでしょうか」

　初雪が宿の女将を隠かくれ蓑みのに、この街に監かん視しを巡めぐらせていること、それに彼女の夫と常闇の繫つながりを考えると、夫と息子を戦で亡くした彼女が間諜になったとしてもおかしくない。

「そうだな。この宿も、常闇が裏から資金を出したそうだ。初雪はこの地で間諜をするのと同時に、俺と常闇の連れん絡らく係のうちの、一人でもある」

　うちの一人、というからには、他ほかに何人もいるのだろう。

「ただの戦仲間だった傭兵二人が、二つの国の王になった。どちらも戦には飽あき飽きしていた。自ら兵となって戦に出たのにおかしいかもしれないが、もう人を殺すのも殺されるのを見るのもたくさんだったんだ。平らかな世を望んで、それがずっと続いてほしいと……切に願った」

　白夜の顔の傷が、お湯に浸かったせいかほんのり薄うす桃もも色いろに浮うかびあがっていた。湯船から覗のぞく胸むな元もとや肩かた口ぐちにも傷が見える。

　一旗揚げようと国を出て戦に身を投じた若者が、強く平安を望むほど、戦とはむごいものだったのだろう。戦のせいで大切な仲間、初雪の夫も死んだ。

「俺が王になってすぐ、黒の国と和平を結んだが、その時、表向きの約定とは別に、常闇と二人で約束をした。二人が生きているうちは、二つの国で戦をするまいとな。そのために互たがいに助け合うと決めた」

　黒の国の先王の庶子だった常闇は、王になった経けい緯いも白夜とよく似ていた。

　内乱で自分の軍を指揮していた異母兄が亡くなると、その家臣たちから将に担かつぎ出されて群れを率いるようになり、その戦の才覚を存分に振るってたちまちのうちに内乱を収めた。

　戦が終わる頃には、常闇の兄弟のうち半分はすでに亡く、残りも常闇がねじ伏ふせ、あるいは配下において、こうして彼が庶子の出ながら、大国の王となったのである。

「俺もあいつも、足元が盤ばん石じやくとは言えない。だからこうして、コソコソと裏で通じ合わねば安心できないのだ。決して王道ではない。邪じや道どうだな」

　白夜の言葉は、どこか自じ嘲ちようするようだった。確かに王としては、彼のやり方は型破りだ。

　かつての敵国だった王と通じ合うなど、人によっては裏切りと取るかもしれない。

　でも宇太は、白夜のやり方が悪いことだとは思わなかった。

「コソコソだなんて。幾いく重えにも用心を重ねるのはいいことです。それも私欲のためじゃない。俺たちのことを考えてここまでしてくださるんですから。俺はそんな白夜様にお仕えできて幸せです」

　自嘲することなど何もない。胸を張っていてほしい。

　白夜の声音に寂さびしげな色を感じて、宇太はむきになって言い募つのった。

　ぱちりと、白夜の目が唐とう突とつに開く。目が合って、ドキっとした。

「ありがとう。お前は、認めてくれると思った」

　言ってふわりと微笑ほほえむ。それが見たこともないくらい甘く優やさしくて、髪を洗う手が震ふるえそうになった。

　そのまま白夜が目を開いたままでいたら、宇太は上手うまく髪が洗えなかっただろう。幸い、白夜はまたすぐ目をつぶったので、どうにか気を落ち着けることができた。

　それでもまだ、胸がドキドキと高鳴っている。

「国を飛び出してから、国に戻ってもずっと、戦に明け暮れていた」

　こちらの動どう揺ようなど気づいていないのだろう、白夜は柔やわらかな表情を浮かべたまま、話を続けた。

「国を救い、周囲の小国を倒たおそうと打って出たのは、早く平和な世を築きたかったからだ」

　宇太は「はい」と小さく答えた。

　そうしなければ、もしかしたら今も周辺では小こ競ぜり合いが続き、かつての宇太のような子供が増えたかもしれない。

　必要なことだったのだと思う。もちろん、宇太のように納なつ得とくする者ばかりではないのもわかっている。

　たとえば白夜を襲おそった、黒犬の一派のように。人々が平へい穏おんを取り戻した今も、白夜は今もそういう者たちと戦いを続けている。

　白夜は強い。いつでも一いつ片ぺんの迷いもなく、我が道を突つき進んでいるように見える。

　でも、迷わない人間などいない。白夜だって実際は、先ほどふと自嘲してみせたように、自分の中に迷いや屈くつ託たくを抱かかえながら、重要な判断を人々から任され続けている。それが王というものだからだ。

　宇太はふと、白夜には弱音を吐はける相手がいるだろうかと考えた。

　薄雲のような優ゆう秀しゆうな家臣に、盟友の常闇もいる。でも彼らはいつも傍かたわらにいるわけではない。

　宇太は辛つらい時、悲しい時、白夜に慰なぐさめてもらって、白夜の存在が心の支えだった。そういう支えが、白夜にはあっただろうか。

「白夜様は、お妃きさき様はおもらいにならないのですか」

　髪かみを湯で洗い流しながら尋たずねると、白夜は目をつぶったまま、軽く眉まゆを引き上げた。

「どうした、急に」

「すみません。でもあの、白夜様は女の人がお好きなのですよね」

「……まあ、嫌きらいではないな」

　白夜はちらりと薄目を開ける。

「そうですよね。廓くるわ通いをしすぎて白雨様に𠮟しかられるくらいですし」

「どうしてそれを……いや待て。それはだいぶ昔の話だぞ。お前のそれがまだこれくらいの時だ」

　言って白夜は、人差し指と親指で一寸くらいの大きさを表して見せる。お前のそれ、というのは宇太の下半身のことだ。

「下の話はいいです」

　宇太はぴしゃりと言った。白夜は「本当に昔のことなんだ」と、ブツブツ言っている。

「昔は王都の廓に間諜がいたのだ。その娼しよう妓ぎはとっくに身み請うけされたし、そこまでして市し井せいの隅すみ々ずみまで見張る必要がなくなったから、今は通ってない。だいたいそんな暇ひまないし。近ちか頃ごろなんか、三み十そ路じの男とは思えぬほど枯かれた生活を送っているんだぞ。……何の話だ。なぜ妃をもらわないか、ということだったな」

　いつも肝かん心じんな話ははぐらかすくせに、風向きが悪くなった途と端たん、さっさと話題を戻してくる。

「守るものが増えると、それだけ弱みが増えるからだ」

　不意に真面目まじめな声になるから、宇太はうまく感情を隠せず、息を詰つめてしまった。

「俺が一番に守るべきは白の国の民たみだ。彼らを生かすために、己おのれの命を賭とすこともあるかもしれん。そうならないよう努めているが、俺の目指す王の姿とは、そういうものだ。妃を娶めとっても、一番に守ってはやれない。ただ弱みが増えるだけなら、最初から娶らぬ方がいいだろう」

　ならば白夜は、ずっと一人のままなのか。妃や『花』のことを考えると胸がチクチクするのに、白夜がこの先も一人きりで、何もかも抱えなければならないのかと思うと、別の苦しさがこみ上げてくる。

「そんな顔をしなくても、別に寂しくなどないぞ。俺はそう弱い男ではない」

　言われて、思わず濡ぬれた手を頰ほおに当ててしまった。どんな顔をしていたのだろう。

「それに王でなくても、妻はもらわなかっただろうな。腰こしの落ち着かない性しよう分ぶんで、あっちにフラフラこっちにフラフラしている。思い付きで家を空けて、どこで何をしてるかわからないような男なんて、女によう房ぼうは苦労するだけだろう」

「自覚がおありなのですね」

「その口調、薄雲に似てきたな。自分のことはわかっているよ。所帯を持って、じっと一つ所に留とどまっているのは性に合わない。だから、俺の横を駆かけてくれる相手がいたらいいなと、ずいぶん昔から思っていた。俺が守らなくても自分の身を守れるくらい、強くて」

　心の支えになるだけでなく、共に行動できる相手だったら。

「共に旅に出て、同じものを見たい。獣けもの姿で野を駆け巡めぐる。俺が思いきり走っても、ついて来られる相手がいい。それが理想だ」

「それは……難しいですね」

　自分の身は自分で守れる相手。おまけに白夜の足について来られる者なんて、一の組の忍しのびくらいだ。そんな女、この世にいるんだろうか。

　できれば白夜のために見つけてあげたいけれど、その条件はかなり難題である。

　うーん、と難しい顔をしていると、なぜかくすりと笑われた。そうして湯船から、ちらりと宇太を見上げる。

「お前はどうなんだ」

「えっ、俺？」

「昆は廓に一度も行ったことがないと言っていたが。お前ももう十九だ。これまでに好いた相手の一人や二人、いたのではないか」

「いません」

　宇太は即そく答とうした。そこは考えるまでもない。

「ずいぶん、きっぱりしてるな」

　白夜もさすがに驚おどろいている。そう言われても、いないものはいないんだから仕方がない。

　見習い時代から今に至るまで、仲間内で集まるとすぐ、誰だれが好きだの心変わりしたのという話になって、宇太が好きな人なんていないと言うと、仲間たちにいじられた。

　そんなはずないとか、隠かくしてるんだろ、とも言われたが、宇太に言わせればみんな、よくそれだけすぐに人を好きになったりできるな、と感心する。

「俺はずっと、白夜様一筋でしたから。白夜様の忍びになるために修しゆ業ぎように明け暮れていたから、人を好きになる暇なんてなかったんです」

　宇太の目標は、ずっと白夜のそばにいること。それだけだ。白夜と共にいられたら幸せで、それ以外はわりとどうでもいい。

　白夜にそう言ったら、呆あきれられてしまうだろうか。でも、自分の価値観はそう簡単に変えられない。

「……そうか」

　宇太の言葉を聞いて、白夜はぽつりとそれだけ返した。

　それが素っ気なく感じられて、もしかして機き嫌げんを損そこねることを言っただろうかと不安になる。

「あの、おべっかとか、そういうことではなくてですね」

「知ってる」

　短く返して、白夜はざぶんと湯から上がった。風ふ呂ろの縁へりに座り、濡れた髪をかき上げる。その仕草が色っぽく見えて、どきりとした。

「湯に浸つかりすぎて、のぼせただけだ。こっちはもういいから、お前も湯に入れ」

　そう言った白夜の声は柔らかく、こちらを見る眼まな差ざしは優やさしかった。機嫌を損ねたのではないようで、宇太はホッとする。

「あ、では、身体からだを洗ってから」

「俺が洗ってやろうか」

　冗じよう談だんではなく、真面目な顔で言い出すから、「け、結構です」と慌あわててかぶりを振ふった。

　ぐずぐずしていると本当に洗われてしまいそうなので、急いで身体を擦こすり、髪を洗う。白夜は宇太が湯船に浸かるまで上がるつもりはないのか、縁に腰かけたまま足湯を楽しんでいた。

　白夜と同じ風呂に入るのだから、汚よごれがあってはならないと、とにかくゴシゴシ洗いまくった。それが終わると、尻しつ尾ぽで前を隠しつつ、おずおず湯船へ向かう。尻尾は湯に濡れてしなしなになっていたが、隠す物がないよりましだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、そんなへっぴり腰で」

　湯船は床ゆかを掘ほり抜ぬかれていて、かなり深い。大きくて深い風呂には慣れない上に、白夜の入っている湯に入るということで、余計にギクシャクしてしまう。それがおかしな格好だったのか、白夜に笑われてしまった。

「だ、大丈夫です」

　尻尾を前に抱えたまま、足を湯船に浸けた。しかし、なかなか足が下に着かない。えいっとさらに足を下げたら、重心の均きん衡こうが崩くずれた。

「ひっ」

　ばしゃんと飛沫しぶきを上げてお湯に飛び込んでしまい、どうにか下に足が着いたが、つるりと滑すべらせてしまった。

　そのまま風呂のお湯に溺おぼれるかと思いきや、横からさっと伸のびた腕うでが宇太の身体をすくい上げる。

「まったく大丈夫じゃないな」

　ハッと気づいた時にはもう、クスクス笑う白夜の腕の中にいた。

「あ、わ……も、ももも申し訳……」

　目の前に裸はだかの胸があって、宇太は焦あせった。自分の腰を白夜の腕が支え、下腹部が密着している。頭が爆ばく発はつしそうだ。

「しっ、忍びにあるまじき、あるまじき醜しゆう態たいっ。じじじ自害して、おおお詫わびを」

「こんなことで自害されてたまるか。落ち着け」

　頰をふにっとつままれた。あえて見ないようにしていたが、視線を上げてしまう。

　吐と息いきのかかる距きよ離りに、お湯も滴したたる白夜の美び貌ぼうがあって、カーッと全身が熱くなった。

「湯船に入る時は腰をかがめて入れ。ここの風呂は特に深いんだ。お前は足が短いんだから、あんなふうに飛び込んだら怪け我がをするぞ」

　足が短いなんてひどい……とか、突つっ込む余よ裕ゆうもなかった。

　白夜の肌はだと自分の肌が密着している。下腹部が白夜の太ももに当たり、彼が身じろぎするたびにそこが擦れた。

「……っ」

　意識してはいけない。意識するほうがおかしい。

　必死で自分に言い聞かせるのに、ちっとも冷静になれない。こんなことは初めてで、自分が一体どうなってしまったのかわからず、宇太は泣き出しそうになった。

（俺は……俺は忍びなのに）

　一の組に昇しよう格かくしてそれなりの自信もあったのに、もう今は自分を律することができない。

　白夜に対しても無礼だ。彼に知られてはならない。

（どうしよう）

　だめだと思えば思うほど、全身が白夜の肌に反応してしまう。

「宇太……」

　あわあわと激しく動どう揺ようする宇太の頭上で、息を吞のむ音がした。白夜が目を見開いて宇太を見つめている。

（気づかれた）

　頭に上っていた血が、一気に引いた。

「申し訳ありません」

　早く離はなれなくてはともがくが、白夜は宇太の腰を抱だいて離さない。それどころか、宇太が逃にげようとするとますます強く抱き込んでくる。

「お、お許しを」

「俺のせいか？」

　𠮟しつ責せきはなく、からかうでもなく、白夜は真しん剣けんな眼差しで宇太に尋たずねた。

「お前の身体がこうなったのは、俺が抱いたせいか」

　白夜の太ももに押し付けられた宇太の性器が、硬かたく熟うれきっている。

　指し摘てきされて、羞しゆう恥ちに顔を伏ふせた。けれど白夜は「顔を上げろ」と、宇太の頰ほおを撫なでる。そのくすぐったさに身をすくめると、今度は顎あごを取られて乱暴に上を向かされた。

「俺を見ろ」

　そうして鼻先が触ふれ合うのではないかと思うほど近くで、じっと見つめられる。

「な、なに……」

　ドキドキして、肌が汗あせばんでくる。

　とその時、白夜が何を思ったのか、ぐっと宇太の足の間に自分の足を差し入れた。宇太の性器を刺し激げきするように、ぐりっと太ももを擦りつける。

「ひぅっ」

「硬いな。やはり俺のせいか。何とも思っていない相手なら、風呂場で腰こしを取られてもこんなふうにはならないだろう。違ちがうか？」

　畳たたみかけるように言う。どうしてそんなことを聞くのか。わけがわからず、宇太は涙なみだ目めになった。

「わ、わかりません……」

　何とも思っていない相手、たとえばこれが忍び隊の仲間たちだったら、当たり前だがドキドキしないし、下半身を押し付けられたりしたら、気色悪くて相手の金玉を蹴けり飛ばしているところだ。

　それではやはり白夜の言う通り、相手が白夜だから、ということだろうか。

　白夜を見ると胸が高鳴って、それで身体がこんなふうになるのだろうか。

（どうして。どうして……）

「そうだ、考えろ」

　混乱してぐるぐる目を回す宇太を見て、白夜は少しだけ表情を柔やわらかくした。

「わからないなら考えろ。どうして身体が萌きざすのか、それから俺がこうなるのかもな」

　白夜と宇太の腹の間にあった白夜の陽根が、いつの間にか大きく育っていた。

　その熱さと硬さに気づいた時、宇太は自分の身体の奥にぽっと火が灯ともるのを感じた。

「あ、あ……俺」

　これは情欲だ。自分は白夜に欲情している。

　どうして、と自分に問いかける。子供の頃ころから白夜が一番大切で、この世の誰だれより白夜が大好きだった。でも、こんな欲望を感じるなんて。

「鈍にぶいな、お前は」

　ほんの少し困った顔をして、白夜は微笑ほほえむ。その顔が好きで、悲しくないのに泣きたいような、激しい情動がこみ上げてくる。　>>>♥

　じっと見上げる宇太に、男らしい美貌が近づいてきた。ちゅっと口を吸われて、すぐに離れる。白夜は、どうだ、というように宇太を見たが、こちらはただただ、びっくりしていた。

「な、ななな何」

「嫌いやか？」

　不安げに、首を傾かたむけて問いかけてくるので、慌ててかぶりを振った。

「嫌でなんか……」

　むしろ、嬉うれしい。昔、白夜から一輪の白い花をもらった時のように、ふわふわと飛び上がりたくなるような幸せを覚える。

「嬉しい、です」

　なぜだか自分の気持ちを口にしなければいけない気がして、宇太は想おもいを言葉にした。

　白夜が微笑む。甘くて優やさしくて、それに嬉しそうだった。

「俺も嬉しい」

　彼もまた、自分の気持ちをそう口にした。それから再び、宇太に口づける。今度はすぐには離れず、しっかりと押し当てられた。

「ん……」

　口づけに気を取られて足元がふらついていると、白夜がしっかりと腰を抱き寄せて支えてくれる。そんなことをされたら、もっと身体がおかしくなってしまうのに。

　でも、白夜は宇太がそんな風になっても、怒おこったり気味悪がったりしない。逆に嬉しいと言うのだ。

「さっきはお前が無む邪じや気きに、俺一筋だのと煽あおってくるから、すっかりのぼせてしまった」

　艶なまめいた笑え顔がおで、いらずらっぽくそんなことまで言う。

（それは、つまり……いや、でもそんな。まさか）

　思いついた可能性に、宇太はまた混乱した。

　宇太は白夜が好きだ。それが主君を慕したう気持ちだけでないことは理解したけれど、まだきちんとぜんぶ飲み込めずにいる。

　なのにその上、白夜も宇太と同じ気持ちかもしれないなんて、いくら何でも突とつ拍ぴよう子しもない発想ではないか。

　では、白夜はどういう理由で「嬉しい」と言ってくれたのか。戯たわむれ？　いや、この人は他人の気持ちを弄もてあそんだりしない。

「まだ混乱してるのか」

　呆あきれたように言われたが、頭がぐるぐるして目が回りそうだ。

「まあ無理もないか。俺も今の今まで、お前がどういうつもりで俺を慕ってくれているのか、はっきりとは測りかねていたからな」

　そう言いながらまた、口づけをする。今度は頰にも唇くちびるを押しあてられた。「うひゃ」と、おかしな声が漏もれてしまう。

「お前は雛ひなが初めて見るものを親と慕うように、俺を慕ってくれていた。今もそのままなら、俺も親兄弟のように振ふる舞まおうと思っていた。無理はしたくない。お前の感情を捻ねじ曲げたくない。宇太にはいつまでも、ありのままでいてほしい」

　宇太が思っているよりもっともっと、白夜は宇太のことを考えてくれている。それどころか、心の中にずっと宇太を住まわせてくれていたのだ。

「白夜、様」

　白夜の下腹部が腹に当たる。それが緩ゆるく勃たっていて、宇太は信じられない気持ちだった。

　つい、目を丸くしてまじまじと見てしまう。白夜はくすりと笑った。

「その様子だと、嫌けん悪おはないようだな」

「そんな、嫌悪だなんて！」

　むしろ嬉しい、と言いそうになって、慌あわてて口を押さえた。それははしたない気がする。

「わひゃ」

　モゴモゴ誤ご魔ま化かしていると、耳をはむっと食はまれたから、思わず声を上げた。

「な、何」

　今度は何だ。もう頭の中はいっぱいいっぱいなのに。つと見上げると、白夜はいたずらっぽい笑いを浮うかべている。

　でもその目の奥にはわずかに真面目まじめな色があり、宇太は視線を外せなかった。白夜の美び貌ぼうが近づいて、また口づけされる。

「これも嫌ではないんだったな。じゃあこれは？」

　言葉と共に、宇太の下腹部に手が伸のびる。大きな手がやんわりと性器を包み、その刺激と驚おどろきに宇太は目を見開いて固まった。

「どうだ、気持ち悪いか？」

「そんなこ、と……あ、あっ」

　かぶりを振ると、途と端たんに性器を扱しごかれた。快感のあまり、思わず腰が浮いて声が漏れる。

「では気持ちがいいか」

「ち、ちが、あっ……あぁっ」

　本当はすごく気持ちがいい。これほどの快楽は初めてで、頭が焼き切れてしまいそうだ。

　ふらりと傾かしいだ宇太の身体からだを、白夜が片かた腕うでで支える。体勢を入れ替かえて背後から抱だき込むと、再び手しゆ淫いんを続けた。

「ん、ゃ、あっ」

「いい反応だ。今まで誰かに、これをされたことはなかったのか」

「そんなの、ないです……っ」

　そうか、と嬉しそうにつぶやく声が耳元で聞こえた。

「お前でもさすがに、男女の交接のやり方は知っているよな。男同士でどうやるか、知っているか」

　前を擦こする手を止めて、そんなことを尋たずねてくる。続けてほしいのに、と腰を揺ゆらしそうになって、宇太は慌てた。

　ちらりと背後を窺うかがう。男同士の交接は、何となくだが知っている。

「はい……あの、春本で見たことが」

　忍しのび隊の仲間内で読む春本がたびたび宇太にも回ってくるのだが、その中に男同士のまぐわいを描えがいたものが載のっていたのだ。

　言うと、白夜は面おも白しろがるように目を瞠みはった。

「お前も春本など読むのだな。そういえば昼間、黒犬の尻しり穴を弄いじろうとしてたんだったか。意外とすけべなんだな」

「なっ、ち、違ちがいますっ。春本は、忍び隊の仲間に無理やり見せられて」

　いつも、嫌だ興味ないのにと言いつつ、こっそりじっくり読んでいることは内ない緒しよだ。

「ちらっと読んだだけです。本当にちらっと」

　言葉が呼び水になって、何度も見た男色の絵が、脳のう裏りによみがえる。

　男同士は後ろを使うのだ。あの時はただ衝しよう撃げきを受けただけだったが、今こうして背中に硬かたいものが押し付けられていると、あの絵を自分と白夜に置き換かえて想像してしまう。

　後ろがひくりとうごめき、尻しつ尾ぽが軽く震ふるえた。その反応を、白夜が見み逃のがすはずがなかった。

「……そう、ここを使うんだ」

　蠱こ惑わく的な声で囁ささやかれ、手淫をほどこしていた手が後ろへ伸びた。尻のあわいに潜もぐり込み、窄すぼまりをくるりとなぞられる。

「あっ」

　ただ軽く触ふれられただけなのに、ゾクゾクと肌はだが粟あわ立だった。

「俺の物を、ここで咥くわえこむことになる。もちろんゆっくり可愛かわいがって、蕾つぼみがじゅうぶん綻ほころんでからだ」

「ひ……あ、ゃ……んっ」　>>>♥

　白夜の指が、つぷりと肉襞ひだを割って潜り込んでくる。白夜の指は長く逞たくましい。入り口を浅く弄られ、違い和わ感かんに身をすくませると、なだめるようにもう一方の手が前へ伸びてきた。

　性器を扱かれ、その心ここ地ちよさに身体が弛し緩かんする。すると白夜は、さらに深く指を突つき入れた。

「ひ、んっ」

　ぬくぬくと出し入れされ、前も同時に刺し激げきされて、口からひとりでに嬌きよう声せいが上がる。

　このまま、白夜とまぐわうのだろうか。あの逞しい男根が自分の中に入るのか。受け入れられるだろうか。

　快楽の合間に、ちらりとそんな考えが過よぎる。ああ、と耳元で熱いため息が聞こえた。

「入り口は柔やわらかいな。だが中は狭せまくてきつい」

　言葉と共に指が去り、次の瞬しゆん間かんには宇太の太ももの間に、ぬるりと極ごく太ぶとの男根が滑すべり込んだ。

「あ……」

　何度か抜ぬき差しされ、宇太はその行こう為いの意味を何となく理解した。まぐわいの疑ぎ似じ行為だ。

　いきなりこの太い物を入れられるのではなくて、少しホッとする。

　白夜とそうするのが嫌なのではない。ただ、諸もろ々もろのことが急すぎて心の準備が追い付かないのだ。

　でも、そういう宇太の内心を、白夜はちゃんと気づいて考えてくれていたのだろう。

　ほっと息を吐はくと、白夜は後ろから宇太の身体をぎゅっと抱きしめた。うなじに温かな感かん触しよくがあり、口づけされたのだと気づく。

「いきなり入れたりしない。旅にも障さわるだろうし、まだお前の頭は混乱したままだからな」

「う……すみません」

　入れたほうが、白夜は気持ちいいのだと思う。今まで、色事に幼いことを恥はじだとは考えていなかったが、白夜が望んでくれているのに上手うまくできないのがもどかしい。

「何も悪いことはない。俺がいささか強ごう引いんに事を運んだのだ。お前が男として俺を見てくれたのが嬉うれしくてな」

　それは宇太も同じだ。白夜がそういう目で見てくれていたなんて。可愛がってもらっているのはわかっていたが、抱かれる対象ではないと……いやそもそも、白夜とどうにかなるなんて、自うぬ惚ぼれがすぎて想像するのもいけないと思っていた。

「込み入ったことを考えるのは後にしよう。今はただ、身体の感じるまま素す直なおになればいい」

　あれこれ考え込みそうになる宇太を制して、白夜が甘い声で囁く。性器を扱かれ、宇太もそれ以上は考えられなくなった。

「んっ、ぁ……っ」

　白夜は手淫を続け、自分も腰こしを使いながら、宇太のあちこちを愛あい撫ぶしてくる。

　空いた手で乳ち首くびをこねられ、びりびりと新たな快楽が身体中を駆かけ巡めぐった。

　自分の股またの間を逞しい白夜の男根が出入りし、その淫いん猥わいさもさることながら、陰いん囊のうを擦り押し上げられる刺激にも興奮した。

　尻尾がひとりでに揺れる。宇太の背と白夜の腹に挟はさまれてわさわさ動くので、自分の尻尾ながらむず痒がゆい。白夜もくすぐったかったらしい。

　乳首を弄っていた手が、今度は尻尾に移った。尻尾の先を扱かれると、身体が勝手にびくびく震える。

「あ、だめ……」

「宇太は尻尾が弱いのか」

　意地悪い声が言い、根本をきゅっと軽く摑つかまれた。

「ひゃ、ぁ」

　尾びてい骨から臀でん部ぶへ、さらにその奥にと、今まで感じたことのない心地よさが巡った。按あん摩まをされた時のような、うっとりする心地と、前の性器を愛撫する性的な刺激とが合わさって、得も言われぬ快感となる。

「あ、あ」

　この頃ころにはもう、宇太は快楽以外何も考えられなくなっていた。

　自らも刺激を追いかけるように腰を振り、声を上げる。すぐ耳元で聞こえる白夜の吐と息いきも、次し第だいに荒あらく余よ裕ゆうのないものになっていた。

「ひ……ぁあっ」

　前まえ触ぶれもなく、耳を軽く食まれた。その刺激がとどめとなって、宇太は絶頂に達していた。

「ふぅ……ぅっ」

　白夜に愛撫されながら身を震わせ、勢いよく精を吐き出す。目の前がちかちかして、頭ものぼせたみたいになった。

　快感に陶とう然ぜんとなる宇太の背中を、白夜はぎゅっと強く抱きしめる。小さく呻うめいて、白夜も宇太の内うち股またに射精した。

　内股を伝わる熱い感触に、宇太はまた恍こう惚こつとなる。

「宇太」

　優やさしい声に、よくわからないまま顔を上げた。白夜が微笑ほほえんでいて、顎あごを取られ唇くちびるを吸われた。それがまた絶頂とは違う気持ちよさで、宇太は思わずにっこりする。

「幸せ……」

　我われ知しらずつぶやく。身動きしようとしたら、なぜかくらりとめまいがした。

　血の気が上がったり下がったりする感覚があり、そのうち目の前が真っ暗になる。

「あ……」

　と、つぶやいた時には遅おそかった。意識が遠のいていく。

「宇太！」

　白夜の声が聞こえたけれど、自分ではどうすることもできなかった。










　忍びが湯あたりで倒たおれるなんて、前ぜん代だい未み聞もんだ。しかもそれで、主君に世話をさせるなんて。

「うう、面めん目ぼく次第もございません。か、かくなる上は……」

「いいからゆっくり休んでろ」

　落ち込んでいたら、ぺいっと冷たい水で絞しぼった手て拭ぬぐいを額に置かれた。

　それから「やっぱりもう一杯ぱい、水を飲んでおけ」と、冷たい水を渡わたされる。

「のぼせを甘く見ていると危ないからな」

「ありがとうございます。うう……」

　甲か斐い甲が斐いしく白夜に介かい抱ほうされ、情けないやら嬉しいやら、まだ頭がくらくらする。

　宇太は白夜と風ふ呂ろ場ばの浴よく槽そうで睦むつみ合い、湯あたりを起こして倒れた。

　白夜が宇太を抱かかえて寝しん所じよまで運んでくれたらしい。気がつくと夜具の上に寝ねかされ、浴衣ゆかたも着せられていた。

　額には濡ぬれた手拭いが置かれ、傍かたわらには白夜が胡坐あぐらをかいて扇おうぎで風を送ってくれていた。

「頭を打ったりしなくてよかった」

　白夜は宇太が目を覚ましたことにホッとした顔をして、そう言ってくれたけれど、宇太は落ち込んでいた。

　ずっとお湯に浸つかっていた白夜は、湯あたりなんかしていないのに。修しゆ業ぎようが足りないせいだ。

　けれど、白夜がのぼせた身体からだを冷やし、気がついてからは水を飲ませたりと処置をしてくれたから、今はもうだいぶ気分がいい。

　飲めと渡された水は、ほんのり果実の甘みと酸さん味みを加えてあって、胸がすうっと通るような清すが々すがしさだった。

　髪かみや尻しつ尾ぽもだいぶ乾かわいているから、丁てい寧ねいに拭ふいてくれたらしい。風邪かぜをひかないようにという配はい慮りよだろう。本当に、何から何まで世話になってしまった。

　今も額の手拭いをまめまめしく替かえ、扇で扇あおぎ続けてくれている。

「すまなかったな」

　もう大だい丈じよう夫ぶです、と宇太が言う前に、いきなり謝られてしまった。

「何を白夜様が謝られることがあるのです。俺が不甲斐ないせいで、申し訳ありません」

　水をもう一杯飲んだ後は寝ていろと言われたので、首だけもたげて謝罪する。白夜は「いや」と小さく首を横に振ふった。

「俺があんなところで、性急に事に及およんだせいだ。お前の反応が嬉しくてつい、先に進んでしまった」

　すまなかった、と、本当にすまなそうに言われた。白夜の白く尖とがった耳が、後ろにぺたりと寝るのを、宇太はまじまじと見てしまう。

　いつも堂々として耳をピンと伸のばしている白夜が、こんな素振りをするなんて。

　それに、また「嬉しい」と言われた。

　憧あこがれの白夜と睦み合ったことが、宇太にとってはいまだに信じられず、どういうことなのか理解しきれない。

「俺が白夜様に邪よこしまなことを考えたのに。嬉しいと思ってくださるんですか」

　白夜が呆あきれた時の仕草で、大おお袈げ裟さに眉まゆを引き上げた。

「今さらだな」

　さらに何か言おうとしたが、その時、宇太は「ぅぃぷしっ」とくしゃみをしてしまった。間が悪くて嫌いやになる。あと、くしゃみがオヤジ臭くさい。

「冷えてきたな」

　白夜は笑って扇ぐのをやめた。宇太の身体の上に夜具を掛かけてくれる。さらに自分は、宇太に添そい寝するように、ごろりと隣となりに横になった。

　ポンポン、と、親が小さな子をあやすみたいに、夜具の上から宇太の身体の端はしを叩たたいた。

「ひ」

「なんだその悲鳴は。俺たちは両りよう想おもいになったと思ったのだが、違ちがったか」

「りょ……りょ？」

　思ってもみない言葉が白夜の口から出てきて、宇太は目を丸くする。けれど白夜は、そんな宇太の反応にしょんぼりと耳を寝かせてみせた。

「……違うのか」

　あんまり悲しそうに言うから、胸がきゅうっと切なくなる。

「ち、違いません。でもいや、両想い。両想いってそれは」

「俺とお前が互たがいに恋こい慕したい、口を吸って、くんずほぐれつまぐわいたいと想い合うことだ」

　言葉の前半はわかったが、後半はやらしいことがいっぱいである。白夜らしい。

「いつから……」

　白夜はいつから、宇太を恋い慕っていたというのだろうか。白夜はいつも優しく温かかったけれど、特別な感情など抱いだいていないと思っていた。

　ただ宇太が、自分が拾った子供だから、義務で気にかけてくれているのだと。

「そういうお前はいつからだ」

　隣に寝転んだ白夜は、ひじをついたそこに頭を乗せて、宇太を覗のぞき込んでいる。仰あお向むけに寝転ぶ宇太は、目を動かせばすぐそこに白夜の顔があるので、顔が熱くなってドキドキした。

「そ、そんなの、わかりません。白夜様のことは、出会った時からずっとお慕いしてたんです。でもその、身体があんなふうになったのは、あれが初めてで……ほ、ほんとです」

　言いながらふと、春本を読むときに白夜のことが頭に浮うかび、慌あわてて振り払はらったのを思い出した。それも一度や二度ではない。

　恐おそれ多い、なんて失礼なことをと、必死で頭から追い出すことばかりに注力していて、どうして春本を読んで白夜を思い出すのか、そのことは少しも考えなかった。考えてはいけないとさえ思っていたのだ。

　それではもう、ずっと以前から自分は、白夜を性愛の対象としていたということだろうか。「あ、でも、ちらっとは邪なことを考えたかもしれないけど。ほんのちょっとです。すぐ忘れましたし。それであの」

「わかってる。大丈夫だ」

　必死で弁解する宇太をなだめるように、白夜はポンポンと肩かたの端を叩いた。

「俺としては、邪なことを考えてくれたら嬉うれしいけどな。お前がいつも真っすぐ俺を追いかけてくれていたのは知っている。ずっと近くで見ていたんだ。見習いでなくなった後も」

　忍しのび隊に入った後、私的に会うことはなかった。でもその後も白夜は、陰かげながら宇太を見守ってくれていた。

「白夜様は、いつからなんですか」

　はぐらかされた問いを、もう一度ぶつけてみる。「いつからかな」と、また頼たよりない返事をするので、思わず睨にらんでしまった。

「幼い頃ころではないぞ。あの頃から、ちんまり可愛かわいい黒くろ狸たぬきだとは思っていたが」

　ちんまりは余計だ。またはぐらかすのかとムッとする。白夜はクスッと笑って遠くに視線を移した。

「さて、いつからかな。見習いを卒業した時に会っただろう。覚えているか」

「もちろんです。一輪の花をいただきました。あれは今も、押し花にして大事にしてます」

　まさか、宇太が今もあの時の花を持っているとは思わなかったらしい。「本当か」と、驚おどろいたように目を瞠みはった。

「そうか。嬉しいな」

　相好を崩くずして言うから、宇太も嬉しくなった。

「一人前になったお前は、いつの間にかすっかり大人びていた。背……は、あまり伸びてなかったが、それでもすらりとした若者の姿になった。性愛を意識したというなら、その時かな。将来、お前がもっと大人になった時に、お前も俺を欲ほつしてくれたらと、望みを抱いてあの花を渡したのだ」

「望み……」

「花を知っているか」

　短い問いかけだが、野に咲さく花の話ではないとわかった。

「王族のそばに立つという……あの『花』のことでしょうか」

「そう。同種族の女以外の妃きさきを指す言葉だ。他種族の女か、男でもいい」

　宇太は息を吞のんだ。驚いてのぼせが一気に冷める。

「俺がなぜ妃を娶めとらなかったのか、言っただろう。だが、独りで寂さびしくないわけじゃない。共に走れる相手がいたら、その者を伴はん侶りよとしたいと思っていた」

「そっ、それが俺？」

「そんなに意外か？」

　白夜は笑って、宇太の頰ほおを掠かすめるように撫なでる。びっくりして「ひゃっ」と、おかしな声が漏もれた。

「お前が心の支えだった」

　優やさしい眼まな差ざしのまま、白夜は言った。

「お前を拾った時、俺は疲つかれていた。長く戦いくさを続け、人の命を奪うばうことに倦うんでいた」

　倒たおしても倒しても次の敵が現れる。もう少しだ、あと少しで終わると己おのれを奮い立たせても、心はとうの昔に疲ひ弊へいしきっていた。

　そんな白夜の胸の内を聞かされて、宇太は苦しくなった。

「黒犬族と戦ってあの土地を併へい合ごうしたのも、国を安定させて民たみの暮らしを豊かにするためだ。そのはずだった。みんなのためにと戦っていたはずなのに、大勢の者を殺し、さらに多くの者から恨うらまれる」

　戦とはそうしたものだと、宇太も言葉では理解している。みんながそれぞれの理り屈くつをつけて戦いを始めるのだ。

「あの日、耐たえ切れなくなって、哨しよう戒かいと称しようして野を駆かけ巡めぐった。嫌になったからと言って、大将の俺が投げ出すわけにはいかないからな。そんなふうに憂うさを晴らすしかなかったんだ。走っても走っても、生きた人間に出会わなかった。黒狸たちが暮らしていたという農村は焼き払われていた」

　この世の地じ獄ごくかと思った。そう、白夜はつぶやいた。そして地獄にしたのは、他ほかならぬ自分なのだ。白夜は絶望した。

「そこでお前を見つけた」

　どこをどうして生き延びたのか、小さな子供が一人だけ、焼け野原を彷徨さまよっていた。

　瘦やせこけて垢あかじみていて、きっと長いこと一人でいたのだろう。最初は怯おびえていた子供は、白夜が抱かかえ上げるとぎゅうっと首に顔をうずめてしがみついてきた。　>>>♥

「親の仇かたきかもしれない俺に、そうと知らず抱だきついてくるお前がいじらしかった。お前の温ぬくもりに、凝こごっていた心が溶とけていった」

　生き残ったこの子供を、手元で育てようと思った。贖あがないの意味もある。だが何より、白夜自身が生きる支えを欲していた。

「お前はいつも俺を慕って、真っすぐに付いてきた。忍びの見習いになどして、辛つらかっただろうに、恨み言一つ言わない」

「恨み言なんて」

　感謝こそすれ、どうして恨みなどしよう。修しゆ業ぎようは辛かったけれど、毎日お腹なかいっぱいご飯を食べて、たくさん学べた。それに、修業を続けることを強制されたわけではない。

　嫌だと言って辞やめることもできたのだ。一いつ緒しよに修業していた忍び見習いたちのほとんどは、途と中ちゆうで脱だつ落らくして辞めていった。

　その後の進路はさまざまだが、薄雲ほか、助教と呼ばれる見習い組の教師補ほ佐さたちが、働き口や養子の先を探してくれていた。そこには当然、白夜の計らいもあっただろう。

　忍びの修業は辛いがゆえに、見習いでもそれなりの規律や教養を学んでいる。途中で抜ぬけた者たちもそうした素養を見込まれて、引く手も多いそうだ。

　白夜はそうやって、宇太が自分の生き方を選べるようにしてくれた。

「俺が辛い修業を続けたのは、俺が白夜様のおそばにいたいと思ったからです。そうじゃなければ辞めて、町に奉ほう公こうに出ていました」

　実際に想像してみたこともある。饅まん頭じゆう屋に奉公に出た仲間と会って、饅頭を食い飽あきたと言っていたのを聞いて、ちょっとだけ、いいなあと思ったのだ。

「饅頭屋とか串くし焼やき屋とか。本当を言うと少し憧あこがれていました。でも、白夜様に会えなくなるのは嫌いやだったんです」

　こちらとしては、子供の頃の感情を素す直なおに説明したつもりだったのだが、

「饅頭や串焼きに負けず、宇太に選んでもらえて光栄だ」

　クスクス笑われてしまった。

「そうやって俺を選んで、真っすぐ慕したってくれたから、俺も自分の道を迷いなくまっとうできた。ずっとお前が心の支えだった。もっと近くに、いつまでもそばにいてほしいと思った。だから厳しい道だとわかりつつ、お前に一の組に上がってこいと言ったのだ」

　白い花を渡わたしたのは、それまでの労ねぎらいの気持ちだけではなかった。白夜はあの時からすでに、宇太を『花』に選ぶことを考えていた。

「我が国はまだ、種族で優ゆう劣れつをつけるような風潮がある。ただの黒狸であったら、お前を『花』に推おすのは難しい。だが忍び隊一の組の精せい鋭えいならば、城の者も民たちも納なつ得とくする」

　そこまで考えて、一の組まで上がってこいと言ったのだ。

「もっとも、お前にその気があればの話だ。俺を男として見られないなら、無む理り強じいはできない。『花』とは、妃とは、王の妻だろう。自分の女に手を出さずにいられるほど、俺はまだ枯かれてない」

　不意に金の瞳ひとみが淫いん靡びな輝かがやきを見せたので、宇太はどきりとした。白夜は微笑ほほえんで、戯たわむれるように宇太の頰を撫でる。

「いつからお前を想おもっていたのか、という問いだったな。お前を見つけた時から、お前は俺のかけがえのない、特別な存在だった。『花』への可能性を見み出いだしたのは、見習い卒業の頃で、それからぐんぐん大人びていくお前を見るのが楽しみだった。はっきりと、お前を自分のものにしたい、抱きたいと願うようになったのは、お前が一の組に昇しよう進しんした時だ」

　印章の授じゆ与よ式で、久しぶりに宇太を間近に見た。それまで城の行事で会うことはあったが、見習いの時のように近くに寄って話をすることは叶かなわなかった。

　数年ぶりに見る宇太の成長ぶりに、目を瞠ったという。

「すっかり大人になって、一人前の男になった。けれどキラキラと黒く美しい瞳は変わっていなかったな」

「キラキラなんて……」

　美しいなんて言われたことがないから、宇太はすっかり照れてしまった。成長したというけれど、背はあまり伸のびなかったのだ。どうしていいかわからず、夜具を顔半分まで引き上げる。

　ちらりと隣となりを窺うかがうと、楽しそうに目を細める白夜の視線とぶつかった。

「ちんまり丸っこい子狸だったのが、美しい雄おすに変わっていたら、心がときめくのは当然だろう？　あの日からお前は、成長を見守る大事な子ではなくて、恋こい焦こがれる相手になったのだ」

　白夜が恋い焦がれる相手。その告白を聞いて、宇太は驚きと喜びに震ふるえた。耳がひとりでにぷるぷるする。

「白夜様が、俺を」

「ただ、お前の気持ちはわからなかった。先ほども言ったように、お前の気持ちが伴ともなわなければ意味がない」

　見習い卒業の時、もしかしたらと可能性を感じていた、宇太を『花』に迎むかえるということ。

　白夜の気持ちは固まった。宇太を妻にしたい。ただ愛いとしいというだけでなく、恋こい慕わしく劣情を覚える存在になった。

　では、宇太は自分をどう思っているだろう。

　以前から薄雲を通してそれとなく、宇太の身辺について聞いていたが、ずっと修業一筋で恋こい人びともいないという。

　誰だれかに恋をしたという話も聞かないし、どうにも奥手のようだ。

　白夜についても、ただ拾われた恩を感じているだけかもしれなかった。

「俺の身の回りのこと、知ってたんですね」

　宇太は白夜の話を聞いてびっくりした。気にしていてくれたのは嬉うれしいけれど、自分の行動がどこまで知られていたのか気になる。

「そんなに逐ちく一いち、報告はさせてないから安心しろ。折々にお前の様子を尋たずねていただけだ。俺がお前について知っていることと言ったら、せいぜい同どう輩はいの色街への誘さそいはぜんぶ断ってるとか、春本を貸すと断らず、きっちり自分の部屋に持って帰るとか、そんなことくらいだ」

「ぜ、ぜんぶ知られてるじゃないですかっ」

　言いつけたのはどこの誰だ。恥はずかしい。頭の上まで夜具を引き上げたが、白夜にぺろりとめくられてしまった。

「見かけどおり、奥手で初心うぶなのはわかっていたんだ。だが、お前の本心まではわからない。だから知りたいと思った。この旅の目的の一つは、お前の俺に対する気持ちを理解すること。お前が俺の『花』になり得るか、確かく認にんすることだ」

　宇太が白夜と同じ気持ちを抱いだけないなら、『花』として娶めとるべきではない。

　白夜は王なのだから、宇太の気持ちを確認しなくても伴はん侶りよにすることはできる。そうはせず、宇太の気持ちを大事にしてくれるのが白夜らしく、嬉しかった。

　こんな回りくどいことをしなくても、ただ尋ねてくれたらよかったのに、と思わなくもないが、けれどやっぱり、こうでもしなければ本心はわからなかっただろうと、宇太自身も思う。

　王は忍しのびにとって絶対なのだ。そうでなくても、宇太にとっては白夜がすべてだった。

　最初に白夜の気持ちを聞かされていたら、宇太は何も考えず相手の意思に沿う答えを出していただろう。

　そのことがわかっていたから、白夜はこの旅を計画したのだ。

　そこまで打ち明けられて、宇太はようやく、こんがらがっていた頭がほぐれるのを感じた。

　白夜の孤こ独どく、自分がその支えになっていたこと。白夜の宇太に対する今の感情。

　突とつ然ぜんでも何でもなく、白夜は宇太を想っていてくれた。

　そして宇太も、これまで自覚していなかったけれど、白夜を恩人という以上に慕っていた。

「俺も、白夜様をお慕いしております。その……恋という意味で。物心ついた時からあなたがすべてだったから、どういうふうに好きかなんて考えたことがなかったのです」

　白夜の宇太に対する感情が、時と共に少しずつ色を変えていったのと同じく、今振ふり返れば宇太の白夜への思し慕ぼも、次し第だいに変わっていったのだと思う。

　いやでも、いつから恋をしていたのかと言えば、物心ついた時からその兆きざしはあったかもしれない。

　だって、この大きな手に撫なでられて安心すると同時に、白夜の男らしい美び貌ぼうや優やさしい微笑みに、いつもドキドキと胸をときめかせていたのだから。

「ありがとう」

　白夜が嬉しそうに破顔した。そうすると少し子供っぽく見えて、新たな顔にまた宇太はドキドキしてしまう。

　相手の顔が近づいてきたので、反射的に目を閉じた。ちゅっと軽く音を立てて口づけられる。

　両想いなのはわかったが、まだこうやって触ふれ合うのは慣れない。

「まだ、戸と惑まどいがあるだろう？」

　すると、白夜がこちらを見み透すかすように言ったので、びっくりした。白夜は宇太のことを何でもよく理解している。

「それは……。でも、あの、俺が白夜様をお慕いしてるのは本当です」

「わかってる。それに、お前が戸惑うのは当然のことだ。急に『花』にしたいと言われてもな。だがすべてはこれからだ。互たがいの気持ちがわかったところで、すぐに何もかもが変わることはない」

　宇太は夜具の中でこくりとうなずいた。宇太は一の組に上がったとはいえ、まだ下したっ端ぱだ。

　さすがに白夜が望んだと言っても、すぐ宇太を娶ることはできないだろう。長老たちにも納得してもらわなければならない。

「俺、皆みな様さまに認めてもらえるよう頑がん張ばります」

　どう頑張るのかわからないが、やる気だけなら誰にも負けない。鼻息荒あらく言うと、白夜は愛おしそうに微笑んだ。

「『花』のこともそうだが、俺もお前も、これから先まだ、やることも学ぶこともたくさんある。幾いく久ひさしくお前と共にありたいが、それは『花』という形でなくてもいい。形にはこだわらない。もしお前がそうしたいなら、昆と次期隊長の座を競きそってもいいだろう。それだけの実力がお前にはある。薄雲のように長老を目指す手もある。いずれの道も簡単ではないが、黒くろ狸たぬき族だからという理由で道が閉とざされることはない。宇太は、宇太の望む道を進んでいい」

　それを聞いた宇太の中で、驚おどろきと感かん慨がいとがせめぎ合い、すぐには言葉を出せなかった。

　白夜はいつも、宇太が思いもつかないことを言う。そして彼は、宇太よりも宇太のことを考えてくれている。

　白夜は宇太を好きだと言ってくれて、恐おそれ多くも『花』として娶りたいとも言ってくれた。

　でも、たとえ両想いだとしても、宇太が妃きさきの座を望むとは限らない。だから宇太の望む道を選んでいいというのだ。

　自分の気持ちより、宇太の気持ちを一番に考えてくれる。

「難しく考えることはない。すぐに答えを出すことでもない。ただ心の隅すみに置いて、何かの折に考えてほしい。自分がどう生きたいか。俺と共にどうありたいか」

「はい」

「考えてもわからない時は、二人で話をしよう。俺とお前は恋人なのだから……というのも、まだ時じ期き尚しよう早そうかな」

　恋人。それは自分でもびっくりするほど、すとんと宇太の心に落ち着いた。

　妃とか、次期隊長という言葉よりも、身近でしっくりする。

「恋人。俺が、白夜様の恋人」

「嫌いやか？」

　答えはわかっている、という顔だった。いたずらっぽく覗のぞき込む白夜の首に、宇太はしがみついた。

「嬉しいです」

「そうか。……俺もだ」

　白夜はしっかり宇太を抱だきしめてくれた。二人で抱き合い、何度か口づけもして、その日は二人で一つの夜具で眠ねむった。










　翌朝、見事な膳ぜんが朝あさ餉げに運ばれてきて、それを堪たん能のうした後、白夜は街に出かけると言い出した。

「あの、出立するのではないのですか？」

　一泊ぱくして、すぐ運河を上って王都に行くのだと思っていた。

「黒の国の王を、お待たせしているのではないでしょうか」

　何をしに行くのかいまだに知らないが、いくら親しい仲とはいえ、一国の王を訪ねて行くのに、いつまでも待たせるのはよくないのではないか。

「いいんだ。あいつのことは」

　しかし白夜はそんなことを言って、さっさと身み支じ度たくを済ませてしまった。

　旅の装よそおいではない、街歩きをする格好だ。いつの間にか女将おかみに申し付けて、派手な遊び着を用意させていたのである。顔を覆おおう頭ず巾きんも、着物に合わせて派手な布地で作ってあった。

「宇太、お前はこれを着なさい」

　神しん妙みような口調で言い、白夜が見せたのは女物の着物だった。ご丁てい寧ねいに髪かみ飾かざりまでついている。

「えーっ」

「なんだ。忍びたるもの女装くらい。万が一にも王と護衛だと気づく者があっては困るからな。夫ふう婦ふのふりをして出かけるんだ」

　もっともらしいことを言って、ただ楽しんでいるだけの気がする。

　街歩きなんかして、斑ぶち猫ねこ族に見つかったらどうするのだろう。宇太が女装をしたところで、白夜は派手な頭巾と着物を着ているのだから、余計に目立ってしまう。

（それが目的なんだろうか）

　ここまでの旅で、白夜の行動は気ままなようでいて、必ず意味があった。まだ何が何やらわからないが、黒犬族と斑猫族の件に関して、街で探さぐろうとしているのだろうか。

　王みずから。まったく無む謀ぼうすぎる。

「はあ」

「ため息のつき方が、薄雲に似てきたな」

「誰だれのせいですか、もう。俺も薄雲様のお気持ちが、ほんの少しだけわかるようになりました」

　薄雲だけではない。長老たちはさぞ、この気ままな王に振り回されていることだろう。それでも嫌きらわれないのが白夜のすごいところだが。

　はあっ、と、またため息を一つつき、白夜に渡わたされた着物に着き替がえた。忍びの鍛たん錬れんで変装の実習もあった。こうなったら徹てつ底てい的にやってやる、と、女将から化け粧しよう道具も借りて薄うす化げ粧しようする。

　ほどなく、町まち娘むすめの装いになった。

「おお。愛らしいな。どこから見ても可愛かわいい町娘だ」

　白夜が手放しに褒ほめるので、宇太も悪い気はしない。変へん化げと同様、変装についてはいささか自信がある。

　女将と番頭に見送られ、さっそく白夜と街に繰くり出した。

　朝の船場町は、夕方とはまた違ちがった活気があった。あちこちに市が立ち、通りには荷をいっぱいに積んだ荷車を引いた人々がせわしなく行きかっている。

　こうして見ると、斑猫族の姿が目立った。もともとここは斑猫族の土地だったというから、それも当然だ。

　この中に、黒犬族と結けつ託たくして何かを企たくらむ輩やからがいるのだろうか。宇太は町娘になりきって女歩きをしながら、周囲への警けい戒かいは怠おこたらなかった。

　白夜は真っすぐ、運河の船着き場へ向かった。運河は昨日、宇太たちが渡って来た河より広く、帆ほの付いた大型の運うん搬ぱん船がいくつも並んでいる。

「運河って、人の手で作られたのですよね。すごく大きいんですね」

　百年以上も前、もともとあった河川を広げ、運搬のために作られたという。

「ああ。もとは戦いくさのための運路だったというが。あの帆はん船せんはすごいな。一度にどれだけの物資を運べるのか。俺も欲しいな」

　白夜は子供みたいに目をキラキラさせて、熱心に船を眺ながめている。そういえば最初に、船が見たいから運河へ行くと言っていたのだった。方便ではなく本気なのだろう。

「うーむ。しかし、船はあってもこれだけの河がなければ宝の持ち腐ぐされだし……陸路も限られているしなあ」

　ブツブツ独り言を言っている。その眼まな差ざしは真しん剣けんで、でも楽しそうだった。着物の後ろから覗く白い尻しつ尾ぽが、わさわさ揺ゆれているのが見えて、微笑ほほえましい気持ちになる。

　するとその時、どこからか視線を感じた。さりげなくあたりを見回し、船着き場の脇わきに立つ市場からだと気づく。

　殺気は感じない。市場には多くの人々が集まっていた。各地から荷が集まるのだろう、種族もさまざまだ。白夜は視線に気づいているのかいないのか、まだ運搬船に夢中だった。

「旦だん那な様。あたし、あの市場が見たいです」

　白夜がどういう人物設定なのかわからないが、とりあえず町娘のふりでおねだりをしてみた。

　旦那様、と甘い声を出すと、白夜はぱっと顔を上げた。

「ん？　ああ、行ってみようか。何か欲しいものがあれば買ってあげよう」

「ありがとうございます、旦那様」

　白夜が相好を崩くずして言うので、宇太もしなを作って白夜にしなだれかかる。白夜は鼻の下を伸のばして宇太の肩かたを抱いた。ものすごくすけべっぽい。

　すごい演技だ、と宇太は感心する。演技なのだろう、たぶん。

　そして肩を抱かれた宇太は、演技ではなく赤くなってしまっていた。町娘の役で良かったと思う。内心でドキドキしながら、二人で市場へ近づいた。

　その間もずっと、視線を感じていた。さりげなく相手を探そうとするのだが、白夜がそのたびに関係のない場所で足を止める。

「おっ、見たことのない魚だ。ほら、すごい色だぞ。こっちは青物だ。食べ物が豊富だな……お、これは菓か子しか」

「旦那様。離はなれないでください」

　ただでさえ人の往来が多く警護が難しいのに、白夜はすぐ興味を引かれてあちこち行ってしまう。白夜は強いけれど、不死身ではない。白夜の暗殺をもくろむ敵でもいたらどうしようと、ヒヤヒヤしてしまう。

「あっ。ちょっと……ちょっとそこで待ってろ。いいのを見つけた」

　なのに、こちらの気を知ってか知らずでか、白夜はそれだけ言い置いて、するっと人ごみの向こうに消えてしまった。

「だ、旦那様」

　若い娘を置いて行くなんて、ひどい旦那だ。慌あわてて追いかけようとした時だった。

　誰かが走りかけた宇太の前に足を出した。咄とつ嗟さに忍しのびの動きが出そうになり、慌てて思い直す。受け身を取ることもできず、宇太は盛せい大だいに転んだ。

「い、痛っ」

「ああら、ごめんなさいねえ」

　癇かんに障さわる甲かん高だかい声がして、反射的にイラッとする。この野や郎ろう、と顔を上げて固まった。

　驚おどろいた顔をしなかった自分を、褒めてやりたい。

「こ……」

　昆だった。厚化粧をして、粋いきな女によう房ぼうの装いをしている。黒くろ髪かみの鬘かつらをかぶり、耳は付け耳なのか、黒くろ熊くまのそれだったが、間ま違ちがいない。

「どん臭くさいわねえ。どこの田舎いなかから出てきたのかしら」

　ほほほ、とイラつく笑い声を上げて馬ば鹿かにする。西に向かったはずなのに、なぜここにいるのか。薄雲はどうしたのかと、気になることはあるのに苛いら立だちが勝まさった。自分より、ちょっとばかり女装が板についているのが、さらにムカつく。

「痛いじゃないの、この年とし増ま。おしろい盛りすぎて、前が見えてないんじゃない？」

「あたしが年増なら、あんたはションベン臭いガキじゃない。ダサい着物きちゃって」

「なんですって？」

　白夜が用意してくれた着物を馬鹿にするなんて。いや、用意したのは女将か。

　言い返そうとした時、間近で「ゴホッ、ゴホン」と、激しい咳せき払ばらいが聞こえ、宇太は我われに返った。

　昆の後ろに古着を売る露ろ店てんがあって、そこに腰こしの曲がった黒熊の老人が座っている。しきりに咳をしているのはこの老人だった。

（う、薄雲様？）

　見事な変装でわからないが、こちらを睨にらむ目はまさしく薄雲のものだ。

「渋しぶいでしょ。この人、あたしの旦那」

　ふふん、と昆がやたら得意げに薄雲を指す。

「し、渋い……？」

　いったい、どうなっているのだ。この場合、自分はどう動けばいいのか。困こん惑わくしながらも宇太が懸けん命めいに頭を働かせていると、人ごみに消えた白夜が、ほくほくしながら戻もどって来た。

「ほら見ろ、あっちで可愛い髪かみ飾かざりを売ってたんだ。お前に似合うと思うぞ。もっとも、お前は何をつけても愛らしいんだが。何も身に着けてなくても愛らしいしな」

「だ、旦那様ったら。こんなところで」

　はあ、と、後ろで薄雲老人のため息が聞こえた。










「宇太が間ま抜ぬけなんですよ。目の前にいるのに、こっちに気づかないんだから」

「だからって、足を引っかけるなんて不自然だろ。もっと頭を使えよ」

「なんですって？　いや、なんだと」

「お前ら、いつまでやってる」

　薄雲のこめかみがピクピクし始めたので、宇太と昆は慌てて口をつぐんだ。お前が悪いんだぞ、と昆を睨めば、昆もこちらを睨んでいる。

　薄雲はそんな二人を見て、また深いため息をついた。そうして、上座で一人くつろぐ主人を、じろりと睨む。

「そもそも、白夜様の計画に無理があったんですよ」

「お、こっちに矛ほこ先さきが来たな」

「矛も向きましょう。あなたがいっぺんに、あれもこれも解決したいと仰おつしやらなければ、こんな混とんとしたことにはならなかったのです。一つずつ、地道に片付ければいいものを」

　薄雲は、ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしている。白夜はどこ吹ふく風で酒を飲んでいた。

　四人は温泉宿『初雪』の白夜と宇太の部屋に集まっていた。

　市場で顔を突つき合わせた四人は、その場ではすぐに別れた。その際、白夜は薄雲たちに宿の名前を告げ、宇太と日が傾かたむくまで街で遊んでいた。

　宿に帰ると、すでに薄雲と昆が到とう着ちやくしていた。今度は老人と年増女ではなく、壮そう年ねんの夫ふう婦ふに変装して宿に入ったようである。

　白夜たちの戻りを待つ間、昆は高級宿を満まん喫きつしてご機き嫌げんだったらしい。温泉に初めて入ったと浮うかれていたが、薄雲はいささか疲つかれた顔をしていた。きっと、昆がアホ全開ではしゃぎまわったせいだろうと、宇太は勝手に推測している。

　それにしても、西へ向かったはずの二人がなぜここにいるのかは、まだ聞いていない。

「せっかく高級宿にいるんだから、まずはくつろいだらどうだ。師し匠しようのお前がかしこまっていては、弟で子しもくつろげまい。宇太、昆、お前たちも酒を飲め」

「い、いえ、俺は」

「やった。ありがとうございます！」

　宇太が任務中だからと遠えん慮りよしかけたのに、昆が喜んで応じる。薄雲のこめかみのぴくぴくが今にも弾はじけそうで、宇太は気が気ではなかった。

（こいつ、ほんとに隊長候補なのかな）

　いい加減なところは、白夜に通ずるものがある。もしや、そこを買われたのではなかろうか。

　昆が盃さかずきを取ったので、宇太も負けじと取り、薄雲も「ほらお前も」と、白夜に勧すすめられて結局、盃を受け取ることになった。

「それで、お前たちのことだ。成果はあったんだろう？」

　しばらくあって、白夜が薄雲へ水を向けた。薄雲はそれに小さくうなずいてから、盃を置く。宇太と昆を見た。

「その前に、この二人にもそろそろ、きちんと筋道を立てて今回のことを話してやりたいのですが」

　宇太は白夜から、『花』と次期隊長候補の話をごくかい摘つまんで聞いていたが、この旅がどこに行きつくのか全ぜん貌ぼうは知らされていない。それは昆も同様だったらしい。

「ああ、そうだな。俺も自分と宇太のことばかりで、肝かん心じんなことは話していない」

　白夜が言うと、薄雲は「だと思いました」と何もかも諦あきらめたように嘆たん息そくした。

　それから薄雲は、「昆、宇太」と改まって名前を呼んでこちらに向き直る。

「は、はいっ」

　宇太も昆も薄雲に呼ばれると、見習い時代に染しみ付いた癖くせで、思わず緊きん張ちようしてしまう。

「お前たちには旅の目的をつまびらかにせず、ここまできた。手て探さぐりの状態で困惑しただろう。昆もよく私に付いてきたし、宇太も、このちゃらんぽらんな王を一人で良く守ってくれた。このちゃらんぽらんを」

「おいおい」

　白夜が苦く笑しようする。宇太は滅めつ多たに労ねぎらわない薄雲が、優やさしい言葉をかけてくれて嬉うれしかった。

「今回の旅の目的は三つあった。本当なら一つずつ解決したいところを、白夜様がいっぺんに済ませてしまおう、などと張り切ったせいで、かえって面めん倒どうなことになったのだ」

「愚痴っぽい前置きはいいから、早く説明してやれ」

　白夜は薄雲の嫌いや味みなど、少しも意に介かいさない。薄雲はじろりと白夜を睨んでから、言葉を続けた。

「旅の目的は三つ。一つは、昆の隊長候補としての資質を見み極きわめること」

　昆が、ふふん、と宇太を見て勝ち誇ほこった顔をしたから、昆も道中、薄雲からそれだけは聞かされていたのだろう。

「昆、お前はまだ、あくまでも候補だ。上にまだどれだけいると思ってる。もう一つは宇太のことだが。これは白夜様のごく個人的な用事なので、説明は割かつ愛あいしよう。昆、聞きたかったら宇太から直接教えてもらいなさい」

「えー」

「三つ目は、東の豪ごう族ぞく、黒犬族の治める山の調査だった」

　これが本来の目的、旅の大本命だった。

「きっかけは射干玉殿どのが、東に怪あやしい動きありと、王に報告したことだ」

　現在、東の地方は射干玉の息むす子こが治めている。鈴すず影かげというその現在の首長が、中央にいる父を経由して上奏した。

　それによれば、黒犬族の一派が山間部に秘ひ密みつ裏りに住み着き、何やら土木作業のようなことをしているというのだ。

　鈴影が部下に調査をさせたところ、どうやらその一派を率いているのは射干玉の叔父おじ、つまり、先の戦いくさで処しよ刑けいされた首長の弟だった。

「今の首長、鈴影殿の大叔父だが、先の戦では若じやく年ねんのため責を免まぬかれ、今も首長に次ぐ地元の有力者だそうだ」

　そんな地方の大物が、裏で糸を引いている。

　親しん戚せき筋だけに、鈴影が本格的な調査をすると相手に気取られる恐おそれがある。そこで父の射干玉に相談し、忍しのび隊を動かしてもらえないかと交こう渉しようすることにしたのである。

　隠おん密みつ行動に関しては、忍び隊が適任だ。長老連も忍び隊を派は遣けんするよう、王に進言することで意見がまとまっていた。

「それで、ちょうどいいから、昆と宇太を派遣しようと俺が提案したのだ。ついでに俺も付いて行って、薄雲が監かん督とくすればいいと」

「何がちょうどいいものですか。あと、勝手に口を挟はさまないでいただきたい」

　白夜をキッと睨み、薄雲がため息をつく。

「この王の一声で、昆と宇太が派遣されることになった。ちなみに射干玉殿以外の長老連は、旅の目的はこの調査だけだと思っている。昆と宇太の候補うんぬんはご存知ない」

　派遣されるのが、一の組の下したっ端ぱ二人きりと聞いて不安を覚えていた長老たちだが、宇太と昆が見事な変へん化げを披ひ露ろうしたおかげで、その不安も払ふつしょくされた。

　あの時、長老たちに、これが隊長だの『花』候補だのの試験も兼かねた人選だと言ったら、反対されただろう。

「一番肝心な調査のことをお前たちに黙だまっていたのは、白夜様のご提案だ。何も聞かされないまま、お前たちがどこまでこちらの意に沿うた動きができるか。資質を試ためす一いつ環かんだそうだ」

　恨うらむなら白夜を恨め、とでも言いたげだ。確かに宇太も、何がなんだかわからず不安だったが、白夜と二人なので辛つらくはなかった。

「密ひそかに問題の山に行き、調査をする。二手に分かれたのも、予定通りだった」

　山で襲しゆう撃げきを受けたことをきっかけに二手に分かれたが、いったん東西に分かれたのも、白夜と薄雲にとっては予定通りだった。

　何事にも目立つ白夜が東、黒犬族の土地へ向かう。敵の目が白夜に向き、山の警けい戒かいが手て薄うすになったのを見計らって、薄雲と昆が元の山に戻もどって調査を行う。

　その後、この船場町で合流するというのも、白夜が提案して当初の予定に入っていた。

「あの、どうしてここだったのでしょう。調査が終わったなら、城に戻ればいいのに」

　薄雲の顔色を見ながら、昆がおずおずと質問する。それは宇太も思っていた。

「それは俺が、運河の新しい運うん搬ぱん船を見たかったからだ」

「白夜様」

「……と、いうのは半分冗じよう談だんで、黒の国の王、常闇の手紙を受けたからだ」

　薄雲がすかさず鋭するどい声を上げ、白夜がしれっと訂てい正せいする。たぶん、運搬船を見たかったのは本当だ。

「常闇と俺は古い知ち己きでな。折々に互たがいの近きん況きようなど送り合っている」

　その手紙に、黒の国で近ちか頃ごろ、許可を受けていない船があちこち行き来しているらしいと書いてあったのだ。

　国の君主同士がそのような機密情報をやり取りするなど、常ならあり得ないことだが、常闇と白夜はかつての繫つながりから、ずっとこうした情報交こう換かんを行っていた。互いの側近もほとんど知らない、二人だけの情じよう報ほう網もうである。

　その常闇の情報によれば、無許可の船は白の国に特に頻ひん繁ぱんに出入りしているそうだ。

　船と言えば、この船場町が思いつく。常闇は船場町の調べを密かに進めつつ、白の国の白夜にも何か国内に変わった動きはないかと尋たずねてきた。

　折しも、射干玉から黒犬族の件で報告が上がった頃である。

　この船場町は、黒犬族の土地から近い。河をまたいだ両国の異変に繫がりがあるのではあるまいか。そう、白夜は推測したのだという。

　どうせ黒犬族の土地まで調査に行くのだ。さらに一日ばかり足を延ばして、ついでに船場町も調査してしまおう、と白夜は考えた。

　最新の運搬船も見られるし。

「わりと……滅め茶ちや苦く茶ちやですね」

　お調子者の昆も、さすがに戸と惑まどった様子だ。「かなり、滅茶苦茶なのだ」と、薄雲が唸うなる。

「まあそう言うな。結果として、この一帯の有力者だった斑ぶち猫ねこ族、我乱の一派と、黒犬族の繫がりがあることがわかった」

　白夜は薄雲の苦りきった顔など少しも意に介さず、昨日、初雪から聞いた事実を語って聞かせた。

「何の目的で黒犬族と結けつ託たくしていたのか、それはお前たちの調査が鍵かぎではないかと思ったのだが、どうだ」

　水を向けられて、薄雲と昆は顔を見合わせた。薄雲がうなずくと、昆が懐ふところから布の包みを取り出し、白夜に差し出した。

「襲撃を受けた山の奥に、黒犬族の拠きよ点てんがありました。彼らは密かに足のつきにくい罪人などを集め、採さい掘くつ作業をしていたのです。その包みの中身は、彼らが掘ほり出していたものです」

　白夜が包みを開くと、中にあったのは小さな石くれだった。表面がけば立ったような独特の形質をしている、でも汚きたない石だ。

「恐らく、銀ではないかと」

　薄雲が告げる。宇太は驚おどろいて、白夜の手のひらに載のった石をまじまじと見直した。

「銀。こんな汚い石が」

「銀山か」

　白夜が言った。文字通り、宝の山を見つけたように楽しそうだ。

「銀山が見つかったなどという話は、どこからも報告を受けていないな。黒犬族の一派、射干玉の叔父だか従兄いとこだかは、見つけた銀山を秘ひ匿とくし、密かに自分の利益にしようとしたのではないか？」

　本来であれば、黒犬族の治める領地で銀山が見つかった場合、国王に報告をし、採掘量に応じた税を納めねばならない。

　銀は外国との取り引きにも重用される大切な資源だから、ことによってはその銀山は王の直ちよつ轄かつとなり、黒犬族には土地の借料だけが入るという場合もある。

　いずれにせよ、地方豪族が抱かかえ込むことは許されていない。

「だが、いくら銀を掘り出しても、扱あつかう先がなければ宝の持ち腐ぐされだ」

「あ。それで、斑猫族と結託したんでしょうか」

　昆が声を上げた。

「我乱という人は知りませんが、斑猫族はこの一帯を拠点に、各地との貿易を行って富を得ていると聞きます。掘り出した銀を運ぶにも、地理的に近いですし。各地に無許可の船が頻繁に出ていたというのも、銀の密貿易かもしれません。この船場町までは一日かかりますが、もっと上流でも船を渡わたすことができます。いずれにせよ法に触ふれることですが」

「うん。俺も同じことを考えていた。恐らくそれがもっとも有力だろう。昆、よく学んでいるな」

　白夜に褒ほめられて、昆は照れ臭くさそうに頭を搔かいている。宇太だって気づいていた。言おうと思ったのに先を越こされてしまった。

　宇太はむすっとしたが、ともかくこれで話が繫がった。

　黒犬族は銀を採掘し、斑猫族と密貿易を行っていた。斑猫族にとっても、銀を安く仕入れて秘密裏に売るのだから、莫ばく大だいな利益が出る。

「黒犬族、斑猫族、ともに国家に不満を持つ一派だ。資金を稼かせいで反乱を起こそうと考えていても、おかしくはないな。昨日、黒くろ狸たぬきの里で襲おそってきた黒犬の男もそれらしいことを言っていた。誤ご魔ま化かしてそれらしいことを言ったのかもしれんが、噓うそでないとも言い切れない」

　昨日の黒犬の男は、恐らく斥せつ候こうだったのだろう。囮おとり役の白夜に引っかかって、むざむざ現れた。どちらかを捕とらえるかして、こちらの様子を探さぐるつもりだったのだろうが、逆に捕らえられてしまった。

　それでも、白はく狼ろう族を根絶やしにしてやる、という呪じゆ詛そは、あながち出まかせにも聞こえなかった。本気で白夜を憎にくんでいたから、白夜の言う通り、反乱を企くわだてていたのかもしれない。

「襲われたのですか。お怪け我がは」

　心配というより険しい顔をして、薄雲は白夜に尋ねた。

「ない。何かされる前に、宇太が捕らえた。お前の弟で子しは優ゆう秀しゆうだな」

「王の忍びですから。それより、これからどうなさいますか。調査は我われ々われに預けていただき、黒の国の王に書状を届けるだけにとどめ、白夜様にはご帰き還かんいただくのが最善と思いますが」

　どうせ言っても聞かないんだろう、という諦てい観かんを張り付けて、薄雲がそれでも進言する。

　大変だなあ、と宇太は薄雲に同情した。この旅で宇太も、白夜がかなり困ったやんちゃ坊ぼう主ずだと知った。この風来坊みたいな王を、薄雲はずっと補ほ佐さしてきたのだ。

「早はや文ぶみは昨日のうちに頼たのんだ。銀山のこともすぐ送ろう。だが、黒犬族には俺が動いていることが知れてしまっている。のろのろやってたら、証しよう拠こを潰つぶされてしまう」

「それでは、どうなさるので」

「銀山の証拠は摑つかんだのだろう。ならば次は斑猫族だ。銀の密貿易の証拠を取る。幸い、この宿の女将おかみ、初雪はこの街の隅すみ々ずみまで情報網がある。怪あやしい場所は押さえているだろう。そこに四人で乗り込む。常闇の許可は得ている。外交問題にはならないから安心しろ」

「えええ」

　慄おののいた声を上げたのは、昆である。薄雲は黙って眉まゆをひそめ、指でこめかみを揉もみ込んだ。

（薄雲様、白髪しらがが増えたなあ）

　宇太は薄雲を見て、そんなことを胸の内でつぶやいていた。










　話を終えると、しばしの間、解散となった。

　斑猫族について詳くわしい女将は出かけており、夜にならないと戻ってこないという。夕ゆう餉げの時間まで間があるので、それまでしばし、身体からだを休めておくようにと、白夜から命じられた。

「特に薄雲と昆は、ここまで休みなく疲つかれただろう。しっかり休養せよ」

　白夜いわく、この宿の中は安全だという。しばし任を忘れて湯にでも浸つかってこい、と言われ、昆は大はしゃぎで大浴場に行ってしまった。

　本当にこんな奴やつが隊長候補に……と、また宇太は釈しやく然ぜんとしない思いに駆かられる。

　白夜は常闇と、そして白の国の城で待つ長老たちに早文をしたためると言い、

「宇太も、俺に構わず昆と遊んで来い」

　子供を遊びにやるように言われた。昆となんてまっぴらだ。

　温泉は気持ちが良かったが、内うち風ぶ呂ろでもじゅうぶんである。せめて近くに控ひかえていようと思ったのだが、薄雲が部屋を辞する際、「宇太」と呼ぶので、仕方なく師し匠しようについて部屋を出た。何か話があるのだろう。

　薄雲と昆の部屋は、白夜と宇太の部屋のすぐ隣となりに用意されていた。薄雲は自分の部屋に入るなり、話を切り出した。

「白夜様から、『花』のことを聞いたか」

「えっ？　は……はい」

「そうか」

　ふう、とため息をつく。部屋の奥に座り、宇太にも席を勧すすめた。師匠と二人きりになるのは久しぶりだ。いつもうるさい昆がいないので、余計に緊きん張ちようする。薄雲の前にちょこんと座った。

「あの、薄雲様はどこまでその……俺たちのことをご存知なのでしょうか」

　白夜は宇太を『花』に望んでいるが、薄雲はどこまで聞かされているのだろう。そして他ほかの長老たちは、このことを知っているだろうか。

「俺たち、な」

　表情のない顔で、ぽつりと言った。宇太は「すみません」と、慌あわてて頭を下げる。王と自分を同列に語るなんて。

　けれど薄雲は、謝罪の必要はないと、首を横に振ふった。

「いい。お前たちの、白夜様とお前のことは、昔からそばで見てきた。お前はとにかく白夜様のことで頭がいっぱいだし、あの方も特別、お前に目をかけていたのも知っている。お前を『花』にしたいと相談を受けた時には、驚いたがな」

　ふん、と皮肉っぽく顔を歪ゆがめて鼻を鳴らしてから、宇太に対してとりなすように、「お前が見習いから忍しのび隊に入った時のことだ」と言った。皮肉は、この場にいない白夜に対してらしい。

「王に妃きさきを、そうでなければ『花』を、というのは、それより以前、戦いくさが終わって間もない頃ころから、白雨様をはじめ長老たちが望んでいたことだ」

　後こう継けい者しやを決めているとはいえ、妃を持ってもいいのではないか。

「表向きの理由はいくつもある。しかし、私や白雨様が妃を望んだのは、白夜様の重しが欲しかったからだ」

「重し？」

「お前もこの旅で思い知っただろう。あの方は、とにかくじっとしていない。思いつきであっちへ行きこっちへ行き、下の者に任せておけばいいことを、自分が先せん陣じんを切って動きたがる。先の戦の時からそうだった」

　冷静だった口調が、愚ぐ痴ちめいてきた。しかし、宇太もこの数日で、白夜のやんちゃぶりを思い知った。

　遠くで見ていた時は、ただ素す敵てきな人だなあとしか思わなかったが、常にそばにいる者は、苦労も多いだろう。

「破は天てん荒こうで型破りで、思いつきで適当に動くくせに、それが結果的に上手うまく回るからまた腹が立つ。最初からぜんぶ話してくれればいいのに、妙みように秘密主義だし、こっちが困こん惑わくしてるのを見て楽しんだりする。屈くつ託たくのないただのいたずら坊主です、という顔をして愛あい嬌きようを振りまいているが、計算高くて意外と腹黒いのだ」

「う、薄雲様」

　またこめかみがぴくぴくしてきたので、宇太は慌ててとりなした。薄雲は、ハッと我に返って気まずそうに咳せき払ばらいをする。

「そのように、型破りではあるが、あの方の王としての器うつわは真のものだ。戦にも政まつりごとにも、偉い大だいな才を持っておられる。さればこそ、長く乱れていた国が一つに治まったのだ」

　宇太も思う。白夜は一種の天才だ。戦術にも政治にも、突とつ出しゆつした能力を持っている。そして、一人でも戦えるほど強い。

「だが、危あやうい」

　宇太の思考を読んだように、薄雲が言った。

「先の先まで見通し、常人には及およばないことを考える。そして行動ができる。あの方は、放ほうっておけばどこまでも一人で駆けて行ってしまう」

　宇太は、山で襲しゆう撃げきを受け、二手に分かれた時のことを思い出した。白夜は真っ白い狼おおかみの姿で、険しい山を素早くどこまでも駆け上がった。

　じっと一つ所に留とどまっているのは性しように合わない、俺が思いきり走っても、ついて来られる相手がいいと、白夜は言っていた。

「白夜様は危うい。戦は終わったのに、今も戦場を駆けているようだ。それがあの方の生来の気質なのかもしれんがな。しかし、私や白雨様はどうしてもあの方に、危険にみずから突進していくような、そんな危うさを感じてしまうのだ」

　だから、重しとなる相手を望んでいた。妃を持って落ち着いてほしい、というだけではなく、俗ぞく世せに彼を引き留めておける、そんな存在を欲ほつしていたのだ。

「だから、白夜様の口からお前の名が出た時、私は反対した」

　ひやりとして、薄雲を見る。薄雲は静かに宇太を見つめ返した。

「お前では、あの方の重しになれない。白夜様がお前を『花』に望むのは、お前が自分と同じ速度で、どこまでも走れるからだ」

「はい。白夜様も昨日、そのように仰おつしやっておられました」

　宇太が白夜と同じ速度で走れるから。では、宇太が忍びでなくなったら、たとえば薄雲の言う重しになって、白夜が自由に動くのを引き留めるようになったら、白夜は自分を疎うとましく思うだろうか。

　そう考えると、悲しくなった。白夜の自由を欲する心も、薄雲が心配する気持ちも、宇太には両方理解できる。

　それに自分は王の忍びだ。王を守る存在で、だから白夜が無む茶ちやをしようとしたら、きっと止めると思う。

　でもそれは、白夜の望むところではないのか。白夜に嫌きらわれてしまうだろうか。

「もう一つ反対した理由は、お前が親鳥を見る雛ひなのように、白夜様を慕したっていたからだ」

　普ふ段だんは感情の見えにくい薄雲の声が、今は少し柔やわらかく、労いたわるように聞こえた。

「お前が白夜様を慕っているのはわかる。だが、それが恋こい心ごころでないのなら、無む暗やみに心をかき乱すことはない。お前は王が言えば、自分の気持ちより王の言葉を優先するだろう。お前の純じゆん粋すいな思いが捻ねじ曲げられるのを恐おそれていた」

　今よりずっと以前、宇太が見習いになった頃。『花』の候補にと望む白夜に釘くぎを刺さした。

　宇太のことを思ってのことだ。厳しい師匠だったけど、やっぱり厳しいだけではなかった。大切にされていたのだと、改めて感じる。

「今回、お前を連れて行くことも、あの方が急に決めたのだ。主従として距きよ離りを置いたままでは、宇太の気持ちも定まらぬだろう、などと言って。まあ、お前が年とし頃ごろになったので、あの方も焦あせりを感じたのやもしれんが」

　薄雲は、ふうとため息をつく。

「今日、お前と白夜様の様子を見て、旅の間に何かあったのだろうと感じた。……ああ、いや、詳くわしくは言わんでいい。無体なことをされていなければいいのだ」

「無体……」

　は、されていない。昨日のことを思い出し、顔が熱くなる。多少強ごう引いんではあったが、白夜は宇太の気持ちを蔑ないがしろにすることはなかった。

「白夜様も昨日、薄雲様が今言われたようなことを仰おつしやっていました。俺の気持ちを大切にするようにと」

『花』にはこだわらない、白夜と宇太の気持ちを理解した上で、自分がどう生きたいか考えるようにと。

　そのことを薄雲に告げると、薄雲は「ふん」とつまらなそうに鼻を鳴らした。

「あの方にしてみれば上出来か。欲しいとなったら我が慢まんのきかない男だが、お前のことはちゃんと考えているようだな」

　まあよろしい、と、弟で子しに対するようにうなずくので、宇太はちょっと笑ってしまった。そういえば、白夜も薄雲の弟子なのだった。

　そんな宇太を、薄雲はじろりと一いち瞥べつする。

「言っておくが、私はまだ、お前たちのことには反対だ」

「ええ」

　納なつ得とくしてくれたのではないのか。

「私が望むのは白夜様の重しだ。お前だと、一いつ緒しよにフラフラするだろうが。それに、お前自身もまだ、憧あこがれと恋を混同していないか心配だ」

「それは」

　大だい丈じよう夫ぶ、と宇太が言う前に、薄雲が畳たたみかける。

「本当の本当に、お前の想おもいは恋なのか。ずっと憧れを抱いだいていた方と、この旅で急に距離が縮まったのだ。勘かん違ちがいしているということはないか。若い身体からだがちょっとばかり反応したからといって、相手に性愛を抱いていると考えるのは時じ期き尚しよう早そうだぞ」

「え、え……」

　まるで、昨日の風ふ呂ろ場ばでのことを見て来たように言う。ズバズバと切り込まれて、宇太は混乱した。

　白夜の裸ら体たいに、宇太の身体は反応した。白夜に口づけされ、愛あい撫ぶされたのも気持ちよく、嬉うれしくて幸せだった。

　でもこれは、勘違いなのだろうか。性愛を伴ともなう恋心ではなく、ただの憧れなのだろうか。欲情したのは、若いからというだけ？　わからない。そもそも、恋とは何なのか。心と身体が何をどうしたら恋で、憧れとは違うものなのだろうか。

「ふん。ちょっと試ためされたくらいで動どう揺ようするとは、まだまだだな。もっとよく自分の気持ちを考えてみなさい。白夜様に惑まどわされず、ちゃんと自分で考えるのだぞ」

　忍びの課題に失敗した時のように、薄雲の声は厳しかった。

「……はい」

「私は、お前のそれは恋ではないと思うがな」

　ダメ押しをされ、しおしおと項うな垂だれながら薄雲の部屋を辞する。ちょうど大浴場から戻もどって来た昆が、

「おっ、豆まめ狸だぬき。小さくて見えなかったぜ」

　などと憎にくまれ口を叩たたいたが、どうにも言い返す気になれなかった。

　ずっと、白夜が好きだった。憧れていた。

　この気持ちは揺ゆるがない。絶対に確かなものなのに、恋とか恋でないとか、性愛を感じるかということが問題になる。

　この好きという気持ちがただの憧れだったら、白夜はもう、昨日のように触ふれてはくれないのだろうか。

　なんだかわけがわからなくなった。










　夜、女将おかみの初雪から聞いた情報によれば、斑ぶち猫ねこ族の我乱は、運河沿いと白の国に渡わたる大河沿いにそれぞれ、大型運うん搬ぱん船をいくつも係留しておく係留所を設けているという。

　係留所の近くには自前の蔵くらが並び、船から荷下ろしをしてすぐ、蔵に運べるようになっている。

　街にはこうした、それぞれの船主が持つ蔵や係留所がいくつもあるが、我乱の蔵がもっとも多い。

「私は常闇様のご指示がない限り、勝手に動くことはままなりません。たった四名で捜そう査さとなりますと、時間がかかるかと思いますが」

　我乱の拠きよ点てんに乗り込むと聞き、初雪も驚おどろいたようだ。困こん惑わく顔で控ひかえめに忠言した。

「わかっている。初雪の手は煩わずらわせん。お前たちはこれからもこの街で、動静を窺うかがわなくてはならないのだからな。それに、大おお捕とり物をしようというわけではない。銀がこちらに流れている確証がほしいだけさ」

　簡単に言うが、それが大変なのではないだろうか。

　白夜は初雪に街の地図を用意させ、我乱の拠点に印を付けた。

「調べるのは、白の国に繫つながる大河沿いに絞しぼろう」

　それでもまだ多い。我乱は河沿いにびっしりと蔵を建てているのである。それを一つ一つ調べるのだとしたら、どれほど時間がかかるだろう。

「係留所がいくつか分かれているだろう。航路によって分かれているんだ。黒犬族の拠点からの航行に有利そうな順に、係留所から探していく。最初はここだな。次はここ」

　迷いなく、係留所の一つに印を付ける。昆が「待ってください」と、戸惑った声を上げた。

「有利そうな順って、どうしてそんなことがわかるんですか」

　宇太も同じことを思っていた。宇太は飲み込んでしまうが、昆は疑問を臆おくせず口にする。

「場所によって、流れの速さも底の深さも違う。銀山のあった辺りから重い銀の山を積み込んで、ここまで下ってくるとしたら、この真ん中の係留所に着けるのがもっとも早い。上流の係留所は浅あさ瀬せのある一帯だ。重い荷を運ぶと船の底がぶつかってしまう。下流の係留所付近は、流れの急な場所があるからな。船の操そう舵だが難しく、時間もかかる」

　すらすらと白夜が説明するのを、宇太も昆もぽかんとして聞いていた。この船着き場には昨日、着いたばかりなのに、白夜はどうしてそんなことまで知っているのだろう。

「戦いくさの折、兵や物資と共に、飽あきるほど何度も河を行き来したからな。この土地に来るのも、初めてではない」

「白夜様は、河からの移動に特化した一軍を作り、その機動力によって先の戦を制されたのだ。大河一帯の地理は熟知しておられる」

　薄雲が白夜の言葉を補足する。また、今まで知らなかった白夜の一面を見た。

　広大な地理をすべて知って記き憶おくしておくことなど、誰だれにでもできることではない。まして、それを戦に活用するなんて、白夜には本当に特別な才があるのだ。

　白夜が軍を率いていたのは、今の宇太と同じくらいの年か、それより若かった頃ころだ。

（すごいなあ、白夜様は）

　宇太も忍しのびとして鍛たん錬れんしてきて、いささかの自信はあるけれど、そんなもの一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶくらい、白夜の持つ能力は何もかもを超ちよう越えつしている。

　優すぐれた方だとわかっていた。うんと遠い存在であることも。でも今、見習いの頃よりもうんと白夜が遠く感じる。

　この人と自分が肩かたを並べて走るなんて、宇太が白夜の恋こい人びとになるなんて、ものすごく僭せん越えつに思える。でも、そんなふうに思うのは、宇太の白夜に対する気持ちがただの憧れで、恋ではないからだろうか。

「いくつも拠点を回るのでは、何日も時間を要します。調査は、白夜様が絞った場所だけに限りましょう。それで証しよう拠こが見つからなければ、黒の国の王に捜査をゆだねる。我われ々われは自国の黒犬族の調査に注力しましょう。これ以上、王が城を不在にしては困ります」

「わかっている。これ以上の無む茶ちやは言わん。証拠が出なくても、その時は大人しく帰るさ」

　薄雲がしかめっ面つらで言い、白夜も苦く笑しようしつつもそれに応じた。薄雲がホッとした顔をしたのだが、そこで昆が、「ええっ」と大おお袈げ裟さに騒さわいだ。

「あの、いや、王都に行くんじゃないんですか。王都の遊ゆう郭かくの話をしてたじゃないですか。だからてっきり」

　こんな時まで女遊びのことを考えているとは、余よ裕ゆうなのか馬ば鹿かなのか。馬鹿なのだろう。

「確かに王都の話はしたが、行くとは言ってないな」

「それじゃあ、黒の国の王に会いに行く話は……」

「俺が黒の国に行くのに、向こうの王に会わないと言ったら不自然だろ。じゃあ何をしに行くんだという話になる」

　白夜はみなまで言わなかったが、つまりは方便ということか。ここが旅の終着点だった。そう聞いて、昆はがっくりと肩を落とした。

　昆が余計な口を挟はさまなくなったので、その後の話はするする進んだ。

　これからしばし休息を取り、夜中を待って蔵を捜査する。夜が明けたら、証拠があってもなくても撤てつ退たいする。

　その後は初雪に常闇への報告を託たくし、白夜たちはすぐに自国へ引き返す。そういう手て筈はずになった。

　休息のため、薄雲はまだしょんぼりしている昆を連れ、さっさと自室へ戻って行った。休息の時間を無む駄だにしないためだ。

　白夜の無む謀ぼうともいえる奔ほん放ぽうさに常に苦言を呈ていしている薄雲だが、一度ことが決まれば黙だまって王命に従う。

　宇太も、白夜との仲については今は置いておいて、調査に集中しようと思った、のだが。

「薄雲から、何か言われたのか」

　二人きりになった途と端たん、白夜がそんなことを尋たずねてきた。宇太は返答に困ってしまう。

「宇太もこっちに来い。きちんと休息しよう」

　夜具を敷しいた上に寝ね転ころび、手招きする。一緒に寝ようというのだ。

　隣となりに薄雲たちがいるのかと思うと、何となく気き恥はずかしい。モジモジしていると、

「お前が考えてるような、いやらしいことはしないから」

　と、からかうように言われた。

「いやらしいことなんて、考えてません」

　言うことを聞かないと、もっとからかわれそうだ。仕方なく近づくと、白夜は自分の寝ている隣をポンポンと叩いた。ここに寝ろということらしい。

　宇太は少し考えて、狸の姿に変へん化げする。モフモフになって、白夜の脇わきにころんと横になった。

　これで、いかがわしいことはできまい。

「なるほど、そう来たか」

　白夜はクスクス笑いながら、宇太の腹の毛をもしゃもしゃ撫なでた。くすぐったい。

「薄雲から、俺との仲を反対されたか？」

　話をもとに戻されてしまった。宇太はこくりとうなずく。

『俺の気持ちが、本当に恋なのかと聞かれました』

「それで、即そく答とうできなくて落ち込んでるのか？　もしくは、自分の気持ちがわからなくなったか」

　白夜は何でもお見通しなのだ。

『いろいろ考えてしまって、わけがわからなくなりました』

　自分なんかが、白夜の隣にいていいのだろうか。白夜から、心の支えだったと言ってもらえて嬉うれしかった。

　白夜の言葉に噓うそはない。この人は、そんな噓はつかないし、宇太よりずっと大人だから、自分の宇太に対する気持ちをきちんと理解しているはずだ。

　でも宇太にはまだ、よくわからない。物心ついてからずっと、宇太の心には白夜しかいなかったから、他ほかと比べることができないのだ。

「悩なやんでいい。よく考えてくれ。だが、人の言葉に惑まどわされることはない」

　黙って考え込んでいると、白夜が言った。宇太の眉み間けんを人差し指でこしょこしょと撫でる。狸たぬきの時にそうされると、うっとりするほど気持ちがいい。思わず目が細くなる。

「俺の言葉も、薄雲の言葉も関係ない。大切なのはお前の心だ。悩んで、迷っていい。心が変わることもあるだろう。それでも俺は待っている。お前が俺と同じ気持ちを返してくれるまで、ずっと」

　優やさしい声こわ音ねの中に真しん剣けんな色があって、宇太ははっと目を開けた。

　宇太が答えを出すまで待っていてくれる。ずっと。そこまで、宇太のことを望んでくれる。大事にしてくれる。

『白夜様……』

　目を潤うるませると、白夜は小さく笑って首を伸のばした。宇太の額に、軽く口づける。

「黙って待つとは言ってないぞ。お前が振ふり向いてくれるように、俺もしつこく求愛する」

　いたずらっぽく笑ってから、ふと真顔に戻もどった。

「──ただ、一つ約束してくれ」

『は、い？』

「俺より先に死ぬな」

　金色の瞳ひとみが、逸そらすことのかなわぬ真剣さで、宇太を見み据すえる。宇太は息を吞のんだ。

「忍びの隊務は危険を伴ともなう。それでも約束してくれ。俺より先には絶対に死なないと。この先、お前がお前の気持ちに向き合った先にあるのが、俺への愛でなくてもいい。ただ先に死なないと、それだけ誓ちかってくれれば。俺にはもう、大切な者が死んでいくのは耐たえられないのだ」

　宇太はようやく、白夜の心の本音を見た気がした。白夜は、周りが思うよりずっと繊せん細さいで心優しい。

　戦はもう十数年も前に終わったのに、白夜はまだその記憶に苦しんでいる。

　初雪の夫、白夜の肉親、他にも大勢死んだ。白夜が殺あやめた命もたくさんある。

　白夜が決まった相手を作らなかったのは、大事な相手が自分より先に死ぬのが怖こわかったからだ。白夜の隣に座れば、その者も危険に晒さらされる。

　でも、宇太なら。宇太は強い。小さいけれど、先せん輩ぱいの忍びたちに負けないくらい強い。

　だから白夜は、自分を選んでくれたのだ。安心して寄り添そえると思ったのだ。

「約束します。誓います！」

　するりと人の姿に戻って、宇太は叫さけんだ。まだ自分の気持ちの名前はわからない。でも、宇太の任務は……生き甲が斐いは、白夜を守ること。

　白夜の心も守るのだ。たった今、そう決意した。

「俺は絶対に、白夜様より先には死にません。絶対に、絶対にです。死んでも死にません」

　だから安心してください。そんなふうに悲しい顔を見せないで。白夜には、いつも飄ひよう々ひようとしていてほしい。宇太は、ちゃらんぽらんな王も好きなのだ。

「死んでも死なない、か。……ははっ」

　真剣に言ったのに、白夜は笑い出した。笑いながら、ぎゅうっと宇太を抱だきしめる。

「愛してる、宇太。お前が俺をどう思おうと、俺はお前を想おもい、この先もしつこく求愛するぞ」

　先ほどの寂せき寥りようは搔かき消え、楽しそうに頰ほおずりする。宇太は逆に胸が切なくなって、何も言えずに白夜の胸に顔をうずめた。










　真夜中、白夜は宇太たちを従え、宿の裏から密ひそかに我乱の拠きよ点てんへ向かった。

　四人とも、闇やみに紛まぎれる黒い忍しのび装しよう束ぞくである。宇太たち忍びは、こういうことのために常に忍び装束を用意しているが、白夜まで持ってきているとは思わなかった。ともあれ、白はく狼ろうの耳も尻しつ尾ぽもこれで隠かくれる。

「薄雲に、忍びの心得は一通り仕込まれてるからな」

「俺、新しい忍にん法ぽうを活用できると思ったのにな。狐きつね忍法、耳変化の術」

　昆が自分の耳に触ふれると、それは黒くろ熊くまの耳に変わった。市場で女装をしていた時、黒熊の姿を取っていたのは、付け耳ではなく忍術だったらしい。

「変化の応用だ。どうだ、狸にはできまい」

　忍びはそれぞれ独自の戦い方、忍術を研究するものだ。昆も新たな忍術を編み出したらしい。

「ふん。どうでもいい忍術だな」

　でもあとで、こっそり練習しよう。そんなことを考えながら身み支じ度たくを整えた。

　宿を出ると、真夜中とあってさすがに人の往来は少なかった。それでも皆かい無むではなく、四人は闇に紛れ、人目を忍んで移動した。

　目的の拠点までは、さほど時間はかからなかった。

　背の高い柵さくが敷しき地ちに張り巡めぐらされ、蔵くらはその中にある。門にはならず者らしい風ふう体ていの男たちが番をしていた。柵の内側にも見張りがいるようで、柵の向こうから人の気配と時おり、話し声が聞こえた。

「何やら物々しいな」

　白夜が門の見張りを見てつぶやく。船主が蔵の荷を守るためとはいえ、ここまで不ふ寝しん番ばんを置くとは、いささか守りが堅かたすぎる気がする。白夜の読み通り、目的の銀がここにあるのかもしれない。

　四人はあらかじめ決めていたとおり、まず柵を飛び越こえ内に入った。白夜と宇太が不寝番の気配を窺うかがいながら、拠点に建つ蔵を一通り見て回る。薄雲と昆は退路の確保と補ほ佐さ役だ。

　蔵にはすべて数が振ってあり、それらは一見してどれも同じような外観だったが、よく見るとそれぞれ造りが異なっていた。

　荷の種類によって、使う蔵が決まっているのだろう。扉とびらが大きなもの、小さなもの、錠じよう前まえの種類も違ちがっていた。

「二の蔵が堅けん牢ろうでしたね。入り口も狭せまいです」

　蔵の周りを一通り回り終え、宇太はそんなふうにあたりを付けた。端はしから順に調べてもいいが、時間がかかる。それで最初に蔵を見回り、あたりを付けた順に捜そう索さくすることになったのだった。

「……白夜様？」

　白夜が突とつ然ぜん、忍び装束の頭ず巾きんを取ったので、宇太は驚おどろいた。白夜はそんな宇太を片手を上げて制し、耳だけをぴくぴくと四方八方に動かす。

「今、何か声が聞こえた」

　宇太も頭巾を取って耳を出した。見張りの声かと思ったが、違う。

「人の、泣き声？」

　すすり泣くような声が、どこからか聞こえる。それも一つではなかった。

　建ち並ぶ蔵は宇太たちの前で途と切ぎれていて、その先には何もない。柵の内側に用水路が流れているだけだ。

　白夜は不意に、何か閃ひらめいたように顔を上げた。それから、すぐ目の前にある蔵を見上げる。

　今見回ったばかりの蔵だ。施せ錠じようが甘く、蔵の壁かべも古びて漆しつ喰くいが剝はげかけている。宇太は内心で、ここにはないだろうと思っていた。

「地下だ。薄雲たちを呼べ。この蔵を調べる」

　宇太は指笛を使い、チチッと鳥のさえずりと虫の羽音の中間のような音を立てた。忍び同士が呼び合う合図である。

　合図を終えるや、すぐさま宇太は蔵の錠前を外しにかかり、薄雲と昆は錠前が外れるのとほとんど同時に姿を現した。

「この一帯に地下があるはずだ。用水路から人の泣き声が複数聞こえた。蔵の中に入り口がないか、調べてみる」

「泣き声？　閉じ込められてるんでしょうか」

　昆が例によって疑問を口にしたが、白夜は「知らん」と言って頭巾をかぶり直した。

「それをこれから調べる。もし人の命にかかわることなら、銀より重大だろう」

　いつも白夜は行き当たりばったり、その時の思い付きで行動する。困りものの主君だ。

　けれど今度は、薄雲もため息をつかなかった。

　やることは滅め茶ちや苦く茶ちやだけど、優先すべきことが何か、白夜の中でははっきり決まっている。決してぶれることはない。

　そんな王を家臣たちは慕したい、宇太も白夜が好きなのだ。

（大好きだ）

　気持ちに名前を付けようと、思いの強さは変わらない。先を行く白夜の広い背中を見ながら、宇太は唐とう突とつにそんなことを思った。

　四人の動きは、予定外の行動であっても変わらず迅じん速そくだった。薄雲が蔵の入り口を守り、昆が先行、続いて白夜がいて、宇太はそのすぐ後ろを守る。

　ほどなく、真っ暗な蔵の奥からチチッと昆の合図がした。合図のする方へ行くと、蔵の最さい奥おうに大きなつづらが据すえられており、昆が小さく灯ともした明かりを頼たよりに錠を破り、蓋ふたを開けているところだった。

　中から風が吹ふき、むわっと饐すえた匂においがした。何かいる。

　つづらの中には階段が続いていた。さらに、つづらの蓋を開けると手前が倒たおれるようになっており、荷を抱かかえたまま階段を下りることができそうだ。

　すすり泣きは、つづらを開けた時からはっきりと聞こえていた。先頭を歩く昆の背中が緊きん張ちようしている。

　昆が階段を下りてすぐにある小さな扉を開けたが、見張りはいないようだった。薄雲を地上に残し、三人で中に入る。

　昆が手元で灯した小さな明かりの向こうに、十数人もの人たちが震ふるえながら身を寄せ合っているのが見えた。種族はバラバラだ。大人の男だけでなく、女や子供もいる。

「ひでえ」

　昆が思わずというようにつぶやく。宇太も衝しよう撃げきを受けた。

　部屋はかなりの広さだったが、半分は瓦が礫れきのような鉱石が積まれて塞ふさがれていた。恐おそらく、黒犬族が掘ほり出した銀だ。

　残りの半分の隙すき間まに、人が閉じ込められていた。手足は自由だが、逃にげることはかなわないだろう。あるのは鍵かぎのかかった部屋の入り口と、格こう子しの付いた通風孔こうだけだ。それも地下の用水路に続いているようで、これでは昼でも明かりが差さない。

「人身売買か」

　昆の言葉に、宇太も恐らく、とうなずく。銀の密輸だけではなかったのだ。

　ギリ、と、隣となりで歯を嚙かみしめる音が聞こえた。白夜から激しい怒ど気きを感じる。

　それでも、白夜はすぐにその怒いかりを治めた。閉じ込められた人々に向かって静かに告げた。

「ここに、自分の意思で来た者はいるか。……いないな？　今から、お前たちを全員ここから逃がす。女と子供が先だ。慌あわてずに部屋を出るんだ」

　有う無むを言わせぬ声だった。人々の中からわずかな戸と惑まどいと安あん堵ど、それに歓かん喜きの声が上がった。

　宇太が人々を誘ゆう導どうし、昆が先に立って部屋を出る。

　幸い、大きな怪け我がをしている者はなく、みんな自分の足で歩けたが、ずっと閉じ込められていたせいか、動作は遅おそかった。

「ここから脱だつ出しゆつしたら、ひとまず初雪へ連れて行く。街中では、かえって人の目に付いて騒さわぎになったほうがいい。我乱たちにもみ消させないようにな。初雪に着いたら、女将おかみから街の警らに通報させろ」

　白夜が小さな子供を抱えて階段を上りながら、宇太と昆に指示を出した。何とか全員が地下から抜ぬけ出せたが、蔵の入り口を見張る薄雲から、チッチ、チチッ、と、見張りが近づいたことを知らせる合図が上がった。

「ここから全員、見張りに見つからぬように脱出するには、無理があります」

　合流した薄雲も、十数名もの人々を見て一いつ瞬しゆん、驚いたようだ。しかし、すぐさま感情を殺し、どうしますか、と白夜に問う。

　それを受けて白夜が考え込む仕草をしたのは、ほんの一瞬だった。

「強行突破だな。薄雲、獣けもの姿に変われ。足の遅い子供を乗せるんだ。昆は薄雲と子供たちを守る。宇太は大人たちを誘導しろ。俺がしんがりに就つく」

「危険です。子供たちは白夜様が」

　この状じよう況きようでは、しんがりがもっとも危険な役目だ。薄雲がすかさず言ったが、白夜はかぶりを振ふった。

「近接では、俺が一番強い。この場の全員が無事に脱出するには、この配置がいい」

　少しの迷いもない、断定的な声こわ音ねだった。薄雲はなおも言いかけ、ぐっと声を詰つめる。きっと、かつての戦場ではいつも、こんな光景があったのだろう。

　大将がしんがりになるなど、常ならぬ戦法だ。けれど白夜は間ま違ちがえない。

　追いつめられた状況にあっても、冷静に、最善の方法を見み出いだす。それは時に邪じや道どうで、誰だれも思いつかない方法だったりする。彼にだけは、戦いくさの結果が見えているのだろう。

　けれどだからこそ家臣たちの目に、王は危あやうく映るのだ。いつも一人で先を走る、その行く末を誰も想像できないから。

　みんな、白夜に憧あこがれながらも戸惑う。美しく賢かしこい白はく狼ろう王は、常に孤こ独どくなのだ。

「御ぎよ意いに。昆、子供たちを集めよ」

　薄雲は瞬まばたきする間に気持ちを収め、すぐさま昆へ命じた。するりと、薄うす灰はい色いろの狼おおかみへと変わる。

　囚とらわれていた人々は、それを見てわずかにどよめいた。忍しのびの見事な変へん化げを見るのは、初めてだったのだろう。まだ戸惑いと疑いを隠かくせなかった彼らの中に、白夜たちへの信しん頼らいが見え始めた。

「宇太。獣姿で先せん陣じんを切れ」

「はい！」

　あっという間に狸たぬきになった。勇ゆう壮そうな狼を見た後、ちんまりした狸に拍ひよう子し抜ぬけしたのだろう、人々がホッとした様子を見せたのが、意外だった。小さくて頼りない宇太の姿が、役に立つこともあるのだ。

　薄雲の背に乗った子供たちから、「小さい」と、はしゃいだ声が聞こえる。宇太はそれに、小さく手を振った。

「宇太、頼たのんだぞ」

『はい』

　こんな時なのに、気持ちが高こう揚ようしている。宇太は気を引き締しめ、狸の姿で体勢を低くすると、蔵の戸を蹴け破やぶるように、ポーンと外に飛び出した。

「うわっ」

　叫さけんだ見張りは二人。彼らを後ろ足で蹴飛ばした。見張りが倒されるや、獣姿の薄雲が現れた。子供たちを乗せながら器用に駆かける薄雲の後ろを、昆が守る。

　大人たちがゾロゾロと追いかけるのを、宇太が誘導し、白夜が護衛した。

　ほどなく、ピーッと警笛の音が辺りに響ひびいた。気づかれたようだ。

「薄雲、昆」

　白夜が名を呼べば、薄雲と昆はみなまで言う前に駆けだした。大きな灰色の狼が子を乗せて走る後ろに、昆も獣姿で続く。

　囚われていた大人たちも昆たちの後に付いたが、その頃ころには不ふ寝しん番ばんたちが集まりつつあった。思っていたより数が多い。

「お前ら、そこで何してやがる！　あっ、地下の……」

　こちらが地下室にいた人々を連れているのを見て、敵の一人が顔色を変えた。慌あわてたように、先ほど聞こえた警笛を吹ふき鳴らす。するとどこからか、獣姿をした斑ぶち猫ねこが数名、現れた。

　斑猫族は狼ほどではないが、かなりの巨きよ体たいである。そうした大きな獣がシャーッと一いつ斉せいに威い嚇かく音を上げたので、逃にげていた人たちは怯おびえて悲鳴を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。我われ々われが守る。恐おそれず進め」

　白夜はよく通る声で言い、その言葉が終わるか終わらないかのうちに獣姿となった。

　薄雲より一回り大きな白狼の姿に、敵までもがどよめく。国王本人とはわからないまでも、白の国の王族だと気づいたはずだ。

　一瞬、敵が怯ひるんだが、薄雲と昆が囚われていた人たちを率いて逃げていくのを見て、我に返ったらしい。

「一人も逃がすな。歯向かう奴やつは殺せ」

　人姿の男が言い、敵が一斉に襲おそい掛かかった。薄雲と昆が人々を連れて逃げ、白夜と宇太とで敵を防ぐ。

　白夜はやはり強かった。彼と対たい峙じすると、人姿の敵はもちろん、獣姿の斑猫も手が出ない。

　宇太も獣姿と人姿に自在に変化しつつ、飛び道具などの隠かくし武器を駆く使しして敵を後退させた。

　白夜も宇太も、相手を殺あやめないよう手加減していた。罪人として、黒の国に引き渡わたさなければならないからだ。それに罪人とはいえ、黒の国で白の国の者が人を殺してしまっては、後に問題となる。

　十数人の人間を守り逃がす傍かたわら、致ち命めい傷しようにならないよう気を遣つかいつつ、相手の戦意を喪そう失しつさせるのは難しい。向こうはこちらを殺す気で来ているのだから、なおさらだ。

　かなりの手勢だったこともあって、薄雲たちが敷しき地ちの柵さくまで辿たどり着く頃には、宇太も疲ひ弊へいしていた。

「商品を外へ出すな！　逃がすくらいなら殺していい」

　指示役の男が叫さけぶと、残っていた敵はワッと柵へ向かった。薄雲は柵をひらりと飛び越こえたが、普ふ通つうの人間はそうはいかない。大人たちが自分の身の丈たけほどの柵を越えるのを、昆が手伝わなければならなかった。

「ひいっ」

　柵に手を伸のばしていた女性を、斑猫が襲う。宇太がすんでのところで防いだが、女性は怯えて座り込んでしまった。

　しかも、襲ってきた斑猫はまだ、戦意を喪失していない。

『宇太、女を連れて逃げろ。あとは俺が防ぐ』

　白夜が言い、目の前の敵を大きな前足でなぎ倒たおした。

　昆の介かい助じよで、女性を一人残して他ほかの大人たちはみんな柵を越えた。敵も残り少なくなっていたが、獣姿の斑猫がまだ二頭も残っていた。

『行け』

　宇太の迷いを断たつように、白夜が言った。宇太はへたり込んでいる女性を抱かかえて柵を上る。

　女性は恐きよう慌こう状態になっていて、暴れるので苦労した。それでもどうにか柵の上まで持ち上げる。すると、柵の向こうから昆がひょっこり顔を出し、女性を引き取ってくれた。

「クソ狸、こっちは引き取る。白夜様をお助けしろ」

　こんな時まで悪態をつく。宇太も、ふんと鼻を鳴らした。

「頼たのんだぞ、ションベン狐ぎつね」

　言って、柵を降りようとした時だった。白夜に向かっていた斑猫二頭が、柵を乗り越えようとする女性に向かって飛び掛かって来た。

　白夜と宇太が斑猫を弾はじいたが、ようやく柵を越えかけた女性は、悲鳴を上げて柵の内側に落ちてしまった。

「ああ、くそっ」

　昆が舌打ちして、女性を助けに降りる。

　残りの敵は斑猫二頭だけ。そのはずだったが、先ほど白夜が倒したもう一頭が現れ、三頭になった。

　三頭目はふらついて満まん身しん創そう痍いだが、こちらが殺しはしないと気づいたのだろう、大だい胆たんに近づいてくる。

『狸は雑魚ざこだ。構うな。白狼と商品の女を狙ねらえ』

　ふらついた一頭が言う。三頭はじりじりと間合いを詰つめた。白夜に二頭、昆と女性へ一頭が向かおうとしている。

　その間も昆は女性を背負い、素す早ばやく柵を越えかけていた。あともう少し。ほんの少しで逃げ切れる。

　敵も同じことを思ったはずだ。三頭が後ろ足を蹴って飛び掛かった。

　一頭が、宇太の脇わきをすり抜けて柵を越える昆へ向かおうとする。しかし、獣姿に変わった宇太が飛び出す方が早かった。

　前に回り込み、斑猫の進路をふさぐ。斑猫は黒くろ狸たぬきよりうんと大きかった。まるで大人と子供だ。前足もすらりと長い。短い狸の足とは比べるべくもない。

　宇太は迷わず相手の顔面に向かって飛び上がった。斑猫の鼻先に齧かじりつく。ギャン、と斑猫が悲痛の叫びを上げた。

　前足を搔かき、頭を振ふって振りほどこうとするが、宇太はしがみついて離はなれない。

『貴様ぁっ』

　怒いかりに猛たけった斑猫が牙きばを剝むいた。長く尖とがった牙が、真っすぐに自分の胸へ刺ささるのを、宇太は見届けた。

『宇太！』

　叫んだのは白夜か、柵の向こうへ行く昆だったか。

　腹に鈍にぶい痛みが走り、ゴキッと嫌いやな音があたりに響ひびく。それでも、宇太は最後まで斑猫の鼻っ面つらを離さなかった。

　柵に目を向けると、昆が柵の向こうでこちらを見つめている。

『昆……行け』

　ゼーゼーと荒あらい呼吸の中で、宇太は言った。昆の顔がくしゃりと歪ゆがむ。

「くそっ、くそぉっ。このクソ狸！」

　叫びながらも、昆の声は遠ざかっていく。宇太はそれを聞いて微かすかに笑った。

　もう大丈夫。みんな逃げた。

『良かっ……た』

　そう思ったら、自然と身体からだの力が抜けた。斑猫のあぎとから、ぼとりと黒狸が地面に落ちた。

『宇太！』

　目を閉じる寸前、白夜の悲痛な叫びが聞こえた。

『白夜、様。約束……』

『宇太！』

　絶対に白夜より先に死なない。そう約束したばかりだったのに。

『白……』

　それ以上、言葉にすることはかなわなかった。ふっと蠟ろう燭そくの火が搔き消えるように、宇太は目を閉じた。










　斑猫は、仕留めたばかりの獲え物ものを前足で転がし、黒狸が息絶えたのを確かく認にんした。

『狸は死んじまったぞ』

　狸のむくろを足先で蹴け飛とばすと、ゆっくりと白夜へ近づいていく。斑猫は三頭、対するは白はく狼ろうだけだ。

　その白狼は、ぶるぶると怒りに身を震ふるわせていた。真っ白な毛が逆立ち、金色の瞳ひとみが憎ぞう悪おに燃えている。

『よくも、宇太を。よくも……』

　白狼が咆ほう哮こうを上げた。次の瞬しゆん間かん、後ろ足を蹴って、黒狸を仕留めた斑ぶち猫ねこまで一気に間合いを詰めていた。

　敵の目にはまるで、白夜が消えたように映っただろう。大きな前足が、斑猫の頭に振り下ろされる。

　斑猫はべしゃっと地面に崩くずれ落ち、それきり動かなくなった。

　爪つめを出さずに倒したから、気絶しているだけだ。けれど、残りの二頭の目には死んだように見えたかもしれない。

　じろりと白夜が睨にらみつけると、二頭が怯ひるんで後あと退ずさる。

　白夜が二頭に向かおうとした時、ヒュッと空を切る音がした。白夜が咄とつ嗟さに避よけたその場所に、弓矢が突つき刺さる。

　新たな敵が、闇やみの向こうに隠れて矢を放ったのだった。

　しかし、立て続けに放たれることはなかった。弓を持った敵は、恐おそらく一人きりだ。

　白夜もそう判断したのか、弓の奇き襲しゆうに怯むことなく、斑猫に向かっていった。

『俺の大事な花を傷つけた。貴様らは絶対に許さん』

　恐ろしい気き迫はくだった。一頭、背を向けて逃にげ出した斑猫を、白夜が追いかける。あっという間に追いついて、地面に沈しずめた。

　さらに逃げようとするもう一頭を追う。斑猫は最後まで逃げ惑まどったが、たちまち追い詰められてしまった。

『ま、待て。殺さないでくれ。何でもする』

　敷地の隅すみまで逃げて、斑猫は命いのち乞ごいをした。無言でじりじりと近づく白夜に、『助けて』と懇こん願がんする。

　白夜が構わず斑猫に牙を剝いた時、再び闇の向こうから矢が放たれた。

　一本目を避け、白夜が斑猫の首筋の急所をわずかに外して牙を立てるのと同時に、二本目が射られる。

　敵に牙を立てていた白夜には、避けきれない攻こう撃げきだった。

　と、矢と同じ速さで、黒い塊かたまりが白夜の背後に現れた。キイン、と金物のぶつかり合う甲かん高だかい音がして、矢が弾かれる。

　黒い塊はくるりと宙返りし、地面に降り立った。短たん剣けんを口にくわえた黒狸だった。

『ぐぁ……なぜ……』

　白夜に首を嚙かまれた斑猫が、悲鳴を上げながら驚きよう愕がくに目を見開く。

　死んだはずの黒狸が、生き返った。

「狸忍にん法ぽう、死んだふりの術」

　人姿に戻もどった宇太は、どうだ、と胸を張って見せる。牙で貫つらぬかれた服は破けているが、血は出ていない。その穴から、ボロッと石が零こぼれ落ちた。

　銀鉱石だ。地下室から出る時、証しよう拠こになると思って懐ふところに入れておいたのである。

『馬ば鹿か……な』

　ごん、と白夜の前足に殴なぐられて、斑猫は気絶した。

「やーい、雑魚猫めが」

　雑魚呼ばわりされたことを、宇太はかなり根に持っていた。

『こら宇太。油断するな。まだ弓兵が残ってる』

　白夜にたしなめられ、慌あわてて気を引き締しめる。

『弓兵を倒たおして、薄雲たちに合流するぞ』

「は、はい」

　宇太はちらりと横目で白夜を見た。

　彼は、宇太が生き返っても少しも驚おどろいていない。騙だまされなかったのだろうか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしく見えるかもしれないが、死んだふりはかなり高度な技術なのだ。怪け我がをしないよう、銀鉱石を相手の牙に嚙ませるのだって、見み極きわめが難しかった。脈も呼吸も一瞬止まっていた。

　宇太が発明した、とっておきの忍にん術じゆつだったのだが。

『約束したし、お前が言ったんだろ』

　こちらの視線を受けて、宇太の内心を読んだように白夜が言った。

『絶対に、死んでも死なないと。だからお前は死なないだろうと思った』　>>>♥

　信じていた。渾こん身しんの忍術だったのに、そんなものは関係なく、ただ白夜は、宇太の言葉を信じてくれていたのだ。

（すごいなあ、白夜様は）

　どんなに宇太が頑がん張ばったって、この人には一生、かなわない。

　でも、今は遠くに感じたりはしなかった。この人のそばにいられることが、誇ほこらしい。

（そうか、俺）

　ふと、迷いに答えが出た気がした。自分の気持ちと、これからのこと。

　すぐさま白夜に伝えたいところだけど、まだ敵が残っている。

「弓兵……あ」

　弓兵の気配を追おうとしたが、遠くで「ぎゃっ」と悲鳴が上がり、気配が途と絶だえた。

　別の、今までとはまったく異なる気配が近づいてくる。宇太が息を吞のんで身構える横で、白夜がチッと舌打ちした。

『この気配……へたれ熊ぐまが』

　白夜の悪態に呼ばれたように、真っ暗な闇からぬうっと真っ黒い巨きよ体たいが姿を現した。気絶した男を口にくわえている。

「ひ……熊？」

　黒熊だ。白夜より、さらにもう一回り大きかった。

　目を白黒させる宇太の前で、熊は何度か身震いし、わずかに時間をかけて人姿へと変わった。

　下した穿ばきを穿いただけの、半はん裸らの大男が現れる。ニヤッと笑って、白夜に手を上げた。

「よお、白はく髪はつの兄弟。元気そうじゃねえか」

　白夜にそんな口を利きくのは、一人しか思い当たらない。白夜がもう一度、チッと舌打ちして人姿に戻る。

「へたれ熊、お前もな」

　黒の国の王、常闇だった。










「お前は相変わらず、後から来て美味おいしいところをかっさらっていくな」

　だからへたれ熊なんだよ、と、白夜がブツブツ文句を言う。

　この旅で、ちょっとのことではもう驚かないつもりでいた宇太だったが、頭が追い付かず、呆ぼう然ぜんとする。

　目の前では、大勢の兵士たちが忙いそがしそうに立ち動いている。

　王都にいるはずの黒の国の王が、兵を引き連れて現れたからである。

　白夜たちが倒した蔵くらの見張り番は、その兵士らによって残らず捕ほ縛ばくされ、連行されていった。

　薄雲と昆が連れて逃げた人たちも、柵さくの外で保護されたらしい。彼らを兵士の手にゆだね、薄雲と昆もこちらに戻って来た。

「柵、越こえなくても良かったじゃん。狸は生きてるし」

　昆はブツブツ不服そうに言っている。あの時、柵を越えて逃げなければ、女性の命はなかった。宇太も、死んだふりで敵の隙すきを突いて時間を稼かせいだ。

　それなりに活かつ躍やくしたと思うが、後から大勢の兵を従えて常闇が現れ、テキパキと采さい配はいを振ふるので、なんとなく自分たちのしたことが徒労に感じてしまう。

「いやいや、よくやってくれたな。銀の密貿易ばかりか、人身売買まで見つけ出すとは。後者は以前から疑いがあったんだが、なかなか尻しつ尾ぽを摑つかませなくてな。王都でも問題になっていたのだ」

　常闇が下着一枚のまま快活に笑う。その後ろから側近らしき赤熊の男が、ため息をつきながら王に着物を差し出していた。そのため息のつき方が、薄雲を思わせる。この人も苦労をしてるんだろうなと、宇太はこっそり同情した。

　国王が地方にある船場町の大おお捕とり物に加わるなんて、聞いたことがない。しかも、二国の王がそろい踏ぶみだ。

「なぜ、常闇様がここに？」

　薄雲も眉まゆをひそめている。常闇と会うというのは、方便ではなかったのか。いや、そういえば白夜は、方便だとは言わなかった。ただ明言を避さけただけである。

「この腰こしの落ち着かない熊のことだから、早はや文ぶみをやったら会いに来るんじゃないかとは、思っていた」

　白夜があごをしゃくって常闇を示す。腰が落ち着かないのは自分も同じだろう、と、その場の誰だれもが思っただろうが、口にする者はいなかった。

「兄弟がお忍しのびで来るんだ。愉ゆ快かいなことが起こるに決まってるだろ。それで、取るものも取りあえず、兵だけ連れて馳はせ参じたというわけだ」

　昨日、初雪の女将おかみが白夜に頼たのまれ、早文を送った。運河を使えば、王都まで半日もかからない。文を受け取った常闇は、すぐさま運河を下ったという。こちらも白夜に負けず劣おとらず、自由奔ほん放ぽうだ。

「けど、俺が来て良かっただろ？」

　確かに助かった。白夜たちだけでは、囚とらわれの人々を保護するにも苦労をしたし、我乱が手勢を集めて報復に来たかもしれない。

　その我乱も、常闇が彼の屋や敷しきに兵を送り、すでに逮たい捕ほしたらしい。

「ともかく礼を言うぜ、兄弟。我乱は地回りのヤクザと化していて、手を焼いていたんだ。おかげで一いち網もう打だ尽じんにできた」

「それは大きな成果だな。とてつもなく大きい。礼はいいから別のものをくれ」

　白夜が大おお袈げ裟さに言い、手を差し出した。常闇がちょっと身構える。

「なんだよ、怖こわいな」

「実はこのほど、我が国内で銀山が見つかってなあ。黒の国とも商売をしたいのだが、銀取り引きにかかるそっちの税をなくしてくれ」

　黒犬族が密ひそかに掘ほり出していた銀山を、取り上げて国の資源とするのである。

「はあっ？」

「大まけにまけて、向こう五年でいい」

「まけてねえだろ、そりゃ」

　常闇が、困ったようにぼりぼりと頭を搔かく。ちらりと赤熊の側近へ視線を送った。側近が黙だまってうなずく。

「わかった、わかったよ。まったく、相変わらず狡こう猾かつな野や郎ろうだな。我乱が密輸を始めたおかげで、こっちも銀相場が乱れてたんだ。向こう五年は無税で、そのかわり毎年、国同士が量を取り決めて売買することにしよう」

　方針が決まった。その頃ころには兵士たちも、罪人の連行や蔵の捜そう索さくをあらかた終えていて、宇太たちはお役やく御ご免めんとなった。

「兄弟、いつもの宿に泊とまってるんだろ。俺も連れてけよ」

　その場が一段落ついたのを見て、常闇が嬉うれしそうに白夜と肩かたを組んだ。久しぶりに親友に会って、嬉しいのだろう。宇太は微笑ほほえましく眺ながめていたのだが、

「今夜は飲むぞ。女を呼ぼうぜ、いつもみたいに」

　なんてことを言い出したので、思わず目を吊つり上げてしまった。それを見た白夜が、慌あわてて肩に回された腕うでを外す。

「何を言ってる。いつもだと？　そんなに遊んでないぞ。女遊びは、ずっと昔のことだろう」

　言い訳がましい。常闇も怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「そんなこと言って、四年前にこっちに来た時……は、飲んだだけだったか。……あっ」

　何か閃ひらめいたのか、ぽん、と手を打つ。それから何かを探すように、ぐるりと身をひねってあたりを見回した。白夜が嫌いやそうな顔をしている。

　常闇は最初に昆を見つけ、目を細めて耳と尻尾を見つめた後、「違ちがうな」と視線を外した。次に宇太を見つける。

「黒くろ狸たぬき！　お前だ」

　言うなり目の前まで近づいて、宇太をまじまじと見る。

「そうか、こいつがお前の一輪草か。なるほど小さい。けど、なかなか可愛かわいいじゃないか。どうだ、おじさんとちょっと遊ばないか」

「あ、あの」

　酒場の酔よっ払ぱらいオヤジか。宇太は戸と惑まどった。それに、初雪の女将も言っていた一輪草とは、何なのだろう。

「かーっ、寄るな触さわるな、近寄るな」

　白夜が常闇の腕や胸を小こ突づき、常闇は「なんだよお」と、唇くちびるを尖とがらせた。二人とも、まるで子供である。

「もうあれから、四年も経たったんだぞ。なのに、まだぐずぐずしてるのか？」

　四年前、常闇が口にした途と端たん、白夜は焦あせった顔になった。

「うるさい、うるさいっ。今、途中だ。用は済んだんだから、とっとと王都に帰れ。フラフラしおって、それでも一国の王か」

「白夜様……あなたも帰るんですよ」

　こめかみを震ふるわせながら、薄雲が口を挟はさんだ。常闇の側近も「あなたもです」と、王の肩をがっしりと摑む。

「もう一泊ぱくくらい、いいんじゃないか」

「だめです」

「俺なんか、来たばかりだぜ」

「いいから帰りますよ」

　二人の王は食い下がるが、側近たちは有う無むを言わせなかった。二人はなおもブツブツ文句を言った後、仕方なさそうに側近たちに従った。

「じゃあな、兄弟。今度会う時までには、ちゃんとしてろよ」

「今、途中だって言ってるだろ！」

　常闇がニヤニヤ笑って言い、白夜が赤くなってわめくので、最後まで締しまらない。

　けれど、これでようやく、旅は終わったのだった。










　常闇は王都に帰っていき、宇太たちも初雪の女将へ礼を言うと、すぐに白の国へ戻もどった。

　帰りは街かい道どうを走ったので、行きほど日にちはかからなかったが、薄雲に追い立てられながら先を急ぎ、王都に着く頃にはヘトヘトだった。

　宇太と昆は任務を終え、それから十日も休きゆう暇かをもらった。下したっ端ぱの忍びに長い休みは滅めつ多たにないから、これは嬉しかった。

　昆は休暇中、旅で果たせなかった廓くるわ通いを自国の王都で済ませようと、すぐさま色街へ出かけて行ったらしい。元気なことだ。

　宇太は疲つかれきっていて、休みの半分は寝ねて過ごした。

　黒犬の銀山は、宇太たちが王都に戻る前に、射干玉の息むす子こ、鈴影とその兵によって制圧されていた。

　薄雲たちは、銀山を突つき止めてすぐ、船場町に向かう前に王都の長老たちと、黒犬の領地を治める鈴影に文を送り、状じよう況きようを知らせていたのである。

　隠かくれ銀山を発見し、謀む反ほんの動きも未然に防いだ。黒の国との銀の取引では有利な協定も結んで、今回の旅は白の国にとって大きな成果をもたらした。

　……はずなのだが、白夜は長老たちから説教をくらい、こってり絞しぼられたようである。

　王が自ら忍びの真ま似ね事ごとをし、調査に赴おもむくだけでも頭が痛いのに、他国で大捕り物までやってしまった。

　結果は上手うまく収まったが、あくまで結果論である。やんちゃなどという言葉では済まされない、もう当分、王城から出られないくらい仕事をさせてやると、白雨をはじめ古参の長老たちは息まいているらしい。

　そういうことを、宇太はすべて薄雲から聞いた。

　休暇の半ばを過ぎた頃、宇太は師し匠しようの家を訪ねたのである。

　薄雲が一日の城勤めを終えて戻ってきた、夕刻を見計らってのことだった。

「お前も大たい儀ぎだったな。帰って、ゆっくり休めたか」

　袴はかまから長着に着き替がえてくつろいだ薄雲は、まず宇太を労ねぎらった。

「はい。薄雲様はお疲れではないですか」

　薄雲は城に戻ってからも残務に追われ、ほとんど休んでいないらしい。顔にも疲れが出ていた。

「問題ない。旅の後始末が終われば、私も休みをもらう。もっとも白夜様は当分、休息はないだろうがな」

　そう言った薄雲は一いつ瞬しゆん、暗い笑えみをたたえて、それからその後の顚てん末まつを、宇太にかいつまんで話してくれた。

「で。お前の用件を聞こう。どうせ、白夜様のことだろうが」

「はい」

　宇太は居住まいを正した。そう、白夜とのことを、薄雲には反対されていた。そのことで一言言おうと、やって来たのだった。

「この旅では、いろいろありました。事件のことだけでなく、俺と白夜様の、個人的なことが」

　白夜の気持ちや、『花』のこと。白夜に対する無自覚だった自分の想おもい。

　そういうことをいっぺんに知らされ、気づかされ、あげくに薄雲からは反対されるし、宇太の頭は一時、こんがらがった。

　でも本当は、考えるまでもない、ごく単純なことだったのだ。

　旅の終わりに、そう気づいた。

「誰だれに反対されても、俺の気持ちに変わりはありません。もちろん薄雲様は、俺と白夜様の両方を案じてくださっているからこそ、反対されたのだとわかっています。でも俺は……」

　突とつ然ぜん、すっと薄雲の手が伸のびて、宇太の言葉を押しとどめた。驚おどろいて口をつぐむ。

「その先の言葉はまず、白夜様本人に言ってさしあげなさい」

　ぱちぱちと宇太が瞬まばたきしていると、薄雲は一瞬だけ、優やさしく柔やわらかな微笑みを浮うかべた。

　それからすぐ、いつもの澄すました顔に戻る。

「本気で反対したわけではない。試ためしただけだ。白夜様が先走り、何も知らないお前が流されていないか、とな。答えが出たのなら、それでいい。だいたい、お前も白夜様も、師匠の言うことなんて聞きはしないだろう」

　最後の言葉は本気ではなく、拗すねたような声だった。宇太はちょっと笑ってしまう。

　宇太も白夜も、薄雲の弟で子しだ。師匠は弟子たちを、いつまでも息子のように案じてくれている。

「薄雲様の教えは、俺の礎いしずえです。これからも、師匠の弟子に恥はじないように生きるつもりです」

　許しを請こいに来たのではない。ただ、決意を知ってほしかった。

　そこまで言葉にしたわけではなかったが、薄雲は「そうか」とうなずいた。

「お前はもう立派な忍しのびだ。王の寵ちよう愛あいを受けようと受けまいと、それは揺ゆるがない。つまり、白夜様が嫌いやになったら、とっとと別れなさい」

　その物言いに、思わず声を上げて笑った。薄雲も笑う。

　薄雲の家を出ると、もう日は暮れていた。

　宇太は自分の宿舎には帰らず、反対の方向へ山城を登った。

　途中で道を逸それる。草むらを構わず進み、しばらく歩いた後、やがてぽっかりと開けた場所に辿たどり着いた。

　月が綺き麗れいだ。眼下には城下町の明かりが見える。

　白夜が教えてくれた、もっとも見晴らしのいいとっておきの場所だった。かつて、見習いを卒業するまで、白夜と何度も逢おう瀬せを重ねた思い出の場所だ。

　しばらく月と町を眺ながめていると、不意に遠くの草むらがガサガサと音を立て、やがてひょっこり白夜が現れる。彼が現れることを、宇太は何となく予感していた。

「宇太」

「白夜様」

　ちょっと疲れているけれど、いつもの白夜だ。宇太を見て、ふわりと微笑ほほえんだ。

「お前が今夜、ここに来るような気がしていた」

　二人で、同じことを想っていた。まるで運命みたいだ。嬉うれしい。

「……と、いうのは噓うそだ」

　顔が綻ほころんだのも束つかの間、白夜がそんな言葉を付け足したので、がっくり来てしまった。

「ええ、何ですかもう」

　せっかくいい雰ふん囲い気きだったのに。白夜はしかし、ふい、とそっぽを向いた。

「お前がここに来るような気はしていたが、それがいつなのかわからないから、毎日来ていたんだ」

「えーっ」

　宇太を待って、毎夜通っていたというのである。正直に言わなければ格好をつけられたのに、台無しだ。

「お前は、えー、ばっかりだな」

　照れ臭くささを隠すように、ぶっきらぼうに言う。頰ほおが赤い。宇太も照れ臭くなって、何も言葉が見つからなかった。

　沈ちん黙もくの中、二人の尻しつ尾ぽが夜風に吹ふかれて、さわさわ、そわそわ揺れた。

「常闇様と女将おかみが言っていた、一輪草とは、どういう意味ですか」

　とりあえず、口火を切ってみた。びくっと白夜の肩かたが揺れる。

「あれは、な……」

「俺のことだというのは、わかります」

　四年前、白夜は今回の旅と同じようにお忍びをして、常闇と会っていた。女将も知っていたところを見ると、恐おそらくはあの、船場町で。その時何か、みんなで宇太のことを話したのだ。

「俺は、取るに足らない雑草、ということでしょうか」

　白夜はそんな悪口は言わないとわかっていて、わざとしょんぼり言う。耳と尻尾を垂らすと、「違ちがう」と白夜がすかさず声を上げた。

「一輪草は野花だが、美しいだろう。俺の好きな花だ」

　言ってから、宇太の表情を見て、すぐにわざとだと気づいたらしい。大きくため息をつき、観念した様子でどっかりその場に腰こしを下ろした。宇太も、隣となりに膝ひざを立てて座る。

「俺が常闇に会ったのは、四年前、お前が忍びの見習いを卒業したすぐ後のことだ。お前に、一輪草を渡わたしただろう」

　白夜の尻尾がまた、そわそわ揺れる。宇太はそれに気づかないふりをして、神しん妙みようにうなずいた。

「あの夜のことを、今も鮮せん明めいに覚えている。子供だ子供だと思っていたお前が大人びて、美しく見えた。その目に映った月が揺らめいて、まるで可か憐れんな一輪草のように見えたのだ」

　そばに咲さいていた、白く夜よ露つゆに輝かがやく一輪草を摘つんで、宇太に渡した。

「お前が俺の『花』になってくれたら、いいなと思った。だがお前はまだ、少年だった」

　拾った時は小さくて、我が子か弟のように接してきた。そんな少年に邪よこしまな気持ちを抱いだいたことに、白夜は自分で驚いたのだ。

　そんな折、常闇と会って酒を酌くみ交かわす機会があって、酔よった白夜はつらつらと旧友に悩なやみを吐と露ろしてしまった。

　ただのちんまり子こ狸だぬきだと思っていた少年が、可愛かわいく見えるなんて。まるで一輪草のように可憐だった。自分はよもや、稚ち児ご趣しゆ味みだったのだろうか。

　そんなことを、酔いに任せてぐちぐちと、吐はき出したのである。

「お前が大人になるまで待ってからもう一度、向き合ってみろと言われた。当然だな。それから文ふみをやり取りするたびに、あいつにからかわれる」

　白夜が宇太を見み初そめた経けい緯いは、旅の途と中ちゆうでもあらかた告げられていた。

　でも、宇太に花をくれたあの時、そんなことを考えていたのだと知れば、印象も変わってくる。

「うう……みっともないだろう。だから言いたくなかったんだ」

　白夜は呻うめいて、頭を抱かかえた。いつもピンと伸びた白い耳が、今はぺたっと後ろに寝ねてしまっている。確かに格好良くはない。でも、可愛いと思った。

　彼の心の葛かつ藤とうが、伝わってくる。宇太のことで心を悩ませてくれていたのだと、嬉しかった。

「俺、白夜様に言われて、考えていたんです。俺の気持ちや、これからのことを。でも、考えるまでもなかった」

　答えはずっと宇太の中にあった。白夜と出会った時から変わらない。

「白夜様、俺をあなたの『花』にしてください」

　目の前で、金色の瞳ひとみが大きく見開かれた。宇太は真っすぐにその瞳を見つめる。

「俺は子供の頃ころから、忍びになるために修しゆ業ぎようをしてきました。白夜様のそばに行くためです」

　見習いを卒業したら、今度は一の組へ昇しよう進しんするために頑がん張ばった。

「一の組が一番、白夜様の近くだと思ったから。でも、もっとそばに行けるなら、俺はもっと頑張りたい。『花』になれば白夜様の隣にいられるなら、俺は『花』になりたいと思ったんです」

　もっとそばに、誰よりも白夜の近くに。

　本当は、名目なんてどうでもいい。『花』でも忍びでも、白夜のそばにいられるなら。

　考えるまでもなく、宇太は子供の頃からずっとそうしてきた。これからもそうする。

「俺、もっといっぱい頑張ります。あなたの隣に立てるように。一いつ緒しよに走れるように。あと、無む茶ちやをする白夜様をちゃんと𠮟しかれるように」

　狸は軽いから、重しにはなれないかもしれない。でも、白夜の隣で白夜が暴走しないよう、ちょっとはいさめることができると思うのだ。

　薄雲や他ほかの長老たちの気苦労はこの先も続くだろうが、危あやういところもまた、白夜の魅み力りよくである。王が危ない目に遭あいそうになっても、忍びの宇太が守るから、少しは安心してほしい。

「……と、いうようなことを、薄雲様に言おうと思ったんですが。白夜様への想おもいを告げるのが先だと言われてしまいました。あと俺、白夜様が遊ゆう郭かくに行くとか、他の人を抱だくのは嫌です。考えただけで胸がモヤモヤするんです。これは立派に恋こいですよね」　>>>♥

　白夜といやらしいこともしたいし、そうでないこともしたい。深く考えなくてもよかった。とっくに答えなど出ていたのだ。

　宇太の物言いに、白夜は「ふはっ」と、こらえきれないように笑った。

「ああ、そうだ。立派な恋だ」

　言ってから、身を屈かがめて近くに咲いていた一輪草を一つ、手た折おった。その白く可憐な花を、宇太の耳に差す。四年前のあの夜のように。

「俺と同じだ。俺もお前に恋している。お前の隣にいたい。俺の妻になってくれ。生しよう涯がい共に寄り添そえる、俺の『花』に」

「……はいっ」

　今はまだ、一の組の下したっ端ぱだけど。そのうちすごい忍びになって、長老たちにも認められるようになってみせる。宇太は心の中でそう、決意した。

「宇太」

　呼ばれて顔を上げる。男らしい美び貌ぼうが近づいて、思わず目をつぶった。胸がドキドキする。

　ゆっくりと口づけられ、宇太も唇くちびるをわずかに開いてそれに応こたえる。

　夜風がそよめいて、心ここ地ちよかった。










　しばらく、甘い抱ほう擁ようと口づけを味わった後、白夜は宇太を城へと連れて行った。

　お互たがいに身体からだが昂たかぶって、どうにもこらえきれなくなったのだ。

　しかし、行く先は王の寝しん所じよである。いきなりは気き後おくれしてしまう。

　宇太はここでしようと申し出た。周りは柔やわらかな草があるし、山城には敵も滅めつ多たに来ないだろう。月も見えてなかなか雰囲気もある。

「えっ、ここでか？　お前、なかなか大だい胆たんだな」

　しかし、白夜は大いに驚おどろいて、ごくりと喉のどを鳴らした。周りを見回してから、「いや」と難しい顔でかぶりを振ふる。

「個人的には大好きだが、それは上級者向けだ。初めての場所が野外というのは、作法にもとる」

　作法と言われれば、その手の作法に疎うとい宇太は、そういうものかと納なつ得とくするしかない。大人しく、白夜に誘さそわれるまま城へ向かった。

　城内に入るのに、白夜は宇太が今まで知らなかった道を使った。忍しのびたちが隊務で使う通路とも違う、細い隠かくし通路から入る。そこを通ると、白夜の寝所まで誰だれにも見られずに済んだ。

「秘密の通路ですか」

「秘密というわけではないが、有事の脱だつ出しゆつ路だ。長老たちは知っているな。これから、逢おう瀬せの時はここを使おう」

　宇太は、白夜の配はい慮りよに感謝した。

　寝所の近くには、同じ忍び隊一の組の仲間が侍はべっている。いずれ二人の仲は知られるだろうが、それにしても顔を合わせるのは気まずい。

　そうして初めて入る白夜の寝所は、驚くほど簡素なものだった。

　かつての王は、自身の居室に贅ぜいを凝こらしたというが、ここには余計な調度は何一つない。この間の旅で泊とまった初雪の宿の方が、よほど瀟しよう洒しやだった。

「あまり、飾かざり立てるのは好きじゃなくてな。だが夜具はいいものを使っているぞ」

　不思議そうに部屋を見回す宇太に、白夜は少し照れた様子で言う。それから、部屋の奥に延べられた床ゆかを示した。

　これから、あそこで二人、番つがいになるのだ。たぶん、宿でしたよりもっとすごいことをするのだろう。想像して、宇太は緊きん張ちようしてしまった。

「宇太。心配しなくていい。俺に任せておけ」

　白夜が囁ささやき、そっと宇太の肩かたを抱き寄せる。熱い吐と息いきが耳にかかり、びくっと耳が震ふるえた。

　そんな宇太のあごを取り、白夜は優やさしく口づける。甘く唇を吸われ、震える耳を指で揉もまれ、心地よさに陶とう然ぜんとした。

「んっ。……あ、白夜様」

　宇太がとろりとしたのを見て、白夜はその身体を抱き上げた。そのまま奥へ行き、夜具の上に壊こわれ物を置くように、恭うやうやしく横たえる。

　その後も口づけは続き、そしてその唇は徐じよ々じよに下へと降りて行った。

　首筋から鎖さ骨こつへ、宇太の着物の帯を解くと、胸の突とつ起きを啄ついばむ。

「は、あ……んっ」

　思わず声が漏もれて、宇太は慌あわてて口を押さえた。

「もっと、可愛い声を聞かせてくれ」

　零こぼれ落ちる髪かみをかき上げながら、白い美貌が淫いん蕩とうに笑う。再び顔を伏ふせると、宇太の身体を愛あい撫ぶした。

「あ、あ」

　くすぐったさと快感に身もだえる間に、白夜はいつの間にか宇太の下した穿ばきを取り去っていた。

　さらに身をずらすと、宇太の硬かたく勃たち上がった新芽をぱくりとくわえる。

「ひ、ぅっ……びゃ、白夜様っ」

　恥はずかしくて慌てたけれど、白夜は離はなしてくれなかった。じゅぷじゅぷと音を立てて吸われ、熱くぬめった口こう腔こうが新芽を吸う。

　同時に、後ろの窄すぼまりに指が這はう。ぬぷりと長い指が襞ひだを押し広げ、宇太の弱い部分を甘く押し上げた。

「ひ、ぃあっ、あっ」

　とてもこらえる暇ひまなどなかった。何度か強く刺し激げきされただけで、宇太はあっという間に達してしまった。

「あ、も、申し訳……」

　白夜の口の中に出してしまった。荒あらい息をつきながら謝ろうとすると、それを制するように軽く口づけされた。

「これくらいで謝られては、何もできん。そのうち、もっとやらしいことをするつもりなんだからな」

「も、もっと？」

　白夜はニヤッと笑った。赤く濡ぬれた唇を舐なめ上げる。凄せい絶ぜつな色いろ香かを感じて、宇太は達したばかりだというのにまた腰こしが重くなるのを感じた。

「そうとも。春本には載のっていない、いろいろなことをな」

　どんなやらしいことだろう。ごくっ、と思わず喉を鳴らしてしまう。白夜はまた艶つやめいた笑えみを浮うかべ、着物を脱ぬいだ。下穿きを脱ぐと、雄お々おしい男根が跳はね上がる。

　それから枕まくら元もとにあった小箱を引き寄せた。中にはさらに小さな、手のひらに載のるくらいの陶器の壺つぼが入っている。白夜が蓋ふたを開けると、ふわりと花の香かおりが漂ただよった。

　壺の中身は透とう明めいな蜜みつで、白夜はどろりとしたそれを指ですくい取ると、自身の男根に塗ぬり付けた。

「初雪の女将おかみからもらっておいたんだ。お前とこうなった時のために。その……いつまでも待つとは言ったが、いつこんな日が来るとも限らんからな」

　白夜はなぜか早口に言った。宇太はクスクス笑う。宇太のために、準備をしてくれていたのだ。言い訳なんてしなくても、こちらは嬉うれしいだけなのに。　>>>♥

　宇太は笑いながら、首を伸のばして白夜に口づけた。宇太の気持ちを知ったのだろう、白夜もそれ以上は言い訳をせず、宇太に口づけを返した。

「ようやくお前を抱だける」

　白夜は微笑ほほえみ、宇太の腰を抱いてゆっくりと身を沈しずめた。

「あ……あっ」

　蜜にぬめった男根は、思っていたよりも抵てい抗こうなく宇太の中に入っていく。根元まで納めると、白夜はほっと息を吐はいた。愛いとおしそうに、宇太の頰ほおを撫なでる。

「宇太。お前は俺の花、たおやかな一輪草だ。いつまでも傍かたわらに咲さいていてくれ」

　共に朽くちるその時まで、ずっと。

「──はい」

　宇太は答え、はっきりと心に誓ちかった。宇太は愛しい王の忍びで、彼の伴はん侶りよだ。

「大好きです、白夜様」

　ぎゅうっと逞たくましい相手の肩にしがみつき、全身で喜びをあらわにした。

「ああ。俺もお前が大好きだぞ、宇太」

　子供みたいな笑顔が眩まぶしい。

　その夜、二人は空が白むまで睦むつみ合った。幾いく度ども愛を確かめ合い、気持ちが通じ合った幸運を嚙かみしめた。

　それから始まる王と花の幸せな日々の、始まりの夜だった。







　あとがき







　こんにちは、はじめまして。小こ中なか大だい豆ずと申します。

　今回は、和風ファンタジーとなりました。人の姿になったり、モフモフ獣けものになったり、自由自在の獣人が活かつ躍やくするお話です。

　この頃ごろ、年のせいかそれとも疲つかれているのか、癒いやしを求める気持ちが加速しておりまして、それに伴ともなってタヌキ熱が高まっていました。

　タヌキ、いいですよね。もう「タヌキ」っていう言葉を聞くだけで、ふわっとした気持ちになります。……疲れてるんでしょうか。

　そんなわけで、イケメンの白はく狼ろう王と忍しのびの狸たぬきが活躍する、ニンニン道中を楽しく書かせていただきました。

　イラストは他社さんでもたびたびご一緒させていただいております、陵みささぎクミコ先生にご担当いただきました。

　白夜が人でも狼おおかみでもカッコいいです。そしてとにかく狸が可愛かわいい！　陵先生、本当にありがとうございました。

　そして毎度毎度、担当様にもご苦労をおかけしております。




　そして最後になりましたが、ここまでお付き合いくださった皆みな様さまに感謝申し上げます。

　これを書いている間も、世の中はまだまだ自由に出歩けない状況です。

　そんな中、束つかの間でもファンタジーの世界で疲れを忘れていただけたら幸いです。豪ごう華かな温泉旅館に浸つかっている気分になれますように！

　ありがとうございました。そしてまた、どこかでお会いできますように。


小中大豆
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